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    １たま　つきたまの目（？）が変化した事案について


    



    



    　世の中の出来事はすべて二つに分類される。


    　起こりうる出来事と起こりえない出来事の二つだ。


    　そりゃ、どんな分類法でも二つには分けられるだろと思われるかもしれない。モテる奴やつとモテない奴。賢い奴と愚おろかな奴。金持ちと貧乏人。巨乳と貧乳（もちろん、これは後者がいいという人間もいるので、あくまで分類の話であって優劣の話ではない）。話がずれたが、起こりうる出来事と起こりえない出来事についてである。


    　たとえば、俺が箕み原はらの駅前をぼうっと歩いていて、気づくといつのまにかブラジルのリオデジャネイロにいたということは起こりえない。将来、科学技術が発達して超短時間で行けるようになるのかもしれんが、何の準備もなく今すぐということはない。


    　頭ではどんなことだって考えられる。


    　想像の中でなら、ブラジルに瞬間移動して、民族料理のフェジョアーダを食べることもできるし、明日から係長になるのも課長になるのも思いのままだ。別に部長でも室長でもいいのだが、そこまで偉い自分は想像が難しい。謙虚なんだか、夢が小さいのか。


    　だが、それも脳内でのお祭り騒ぎにすぎない。


    　現実はいつも冷めている。


    　それはつきたまの現象でも同じことのはずだ。


    　具体的に言うと、例の薬やく師し寺じカヤの件である。


    　──積極的に破滅を導く者がいるかもしれないということも、頭の片隅には入れておいてくださいね。


    　前に会った時、カヤはなかば宣戦布告のような、そんな発言をした（正式に宣戦布告と受け取ると、しかるべき対応をとらないといけないので宣戦布告のようなものと考える）。


    　それから、その場から一瞬で姿を消したように見えた（目の錯覚や幻覚などの可能性があるので本当に姿を消したのかは判断できない）。


    　あと、つきたまを食べた（これは事実）。


    　たしかにつきたまを食べることもできなくはない。ほら、保冷剤に「無害ですが食べられません」と書いてあるようなものだ。いや、いくら冷蔵庫に入ってても食べる奴なんていないとは思うけど。起こりうる出来事ではある。


    　しかし、つきたまを使って世界を破滅に導くことのほうは、無理だ。


    　世の中に絶対ということはないということだけが絶対だとか、たまにそんな表現を聞くこともあるが、これに関しては絶対と言っていいと思う。


    　耳かきやポテトチップスで宇宙を支配できないようなものである。


    　世界は冷めているのだ。昔のアニメの主題歌で「地球が顔を蹴けられて、怒って火山を噴火させた」的な内容のものがあったが、そんな熱いソウルを地球も世界も持ってない。


    　──と信じて、俺は公務員生活を送っている。


    　大変ショッキングではあったが、それだけのことだ。大変ショッキングな電話ぐらい、勤務中にもかかってくるではないか。毎日九時頃ごろに来る「つきたまが襲おそってくるんだ！　……助けて！　助けて！」という電話なんて、かれこれ一年近く来てるぞ。最近じゃ、ああ、またあの人だよって反応で終わる。そもそも一年も襲われ続けたら電話かける余裕もないだろ。


    　すべては普通であり、お気楽であり、退屈であった。


    　さて、業務に集中しよう。はい、次の方、こちらの７番窓口ですよ。


    



    「つきたまに襲われたんです」


    



    　たぶんその時、俺はちょっと嫌いやそうな顔をしていたと思う。


    　窓口対応は少し微ほほ笑えんでいるぐらいのほうがいいのだが、感情の変化のほうが大きかったのだ。許してもらいたい。


    　公務員だって、人間だもの。笑いたい時も泣きたい時もある。嫌そうな顔になっちゃう時もある。


    　なお、窓口に来てるのは、例の毎日かかってくる電話の声の人ではなく、気の弱そうな中年女性である。比較的対応しやすいタイプだ。毎日電話をかけてくる人はいまだに来所したことがない。というか、来ないから電話ですますんだよな。


    　なお、接客で、一番厄やつ介かいなのが職業不詳の中年男性である。とくに頑がん固こ親父おやじ系が一番やりづらい。昼に窓口に来ている時点で一般的な会社員でないことはなんとなくわかるが、なぜかこういう人には厄介なキャラの割合が高い。


    　まず、顔が怖こわい。そのうえタメ口なぐらいはまだいいが、椅い子すに座ったまま腕組みながら話してくることもあるからな……。初対面の人に腕組んで話すのは、マナー違反だぞ……。職員を威圧しても仕方ないだろ……。


    　閑かん話わ休きゆう題だい。とにかく相談者はそういう厄介なタイプではなさそうだ。


    　もっとも、「襲われた」という事案自体はそこまで珍しくない。ぷにぷにしてるものが動いていれば、気にもなるだろう。襲われたと感じることだってあるだろう。


    　カラスがゴミ袋目がけて降りてくる時に偶然、頭をかすめたら、人によっては襲われたと考える。それだけのことだ。


    　襲われたという相談への対応マニュアルもあるので、簡単に対応はできる。


    「ああ、なるほど、なるほど。それは大変でしたね。あの、お客様はつきたまが見えますか？」


    「はい、見えます」


    「やっぱりですか。あのですね、つきたまは自分が見える人に近づいていく習性がありましてね。数が多いところでは、一気に押し寄せるケースもあるんですよ。それが襲撃に見えちゃうんですね」


    「でも、かなり攻撃的だったんですが。寄ってきただけってことはなくて……」


    「大半は、数の問題なんですよ。つきたまが多いところに立ち寄る際はご注意ください。一体ならともかく、五体も十体も来たら、うっかり踏んでこけたりすることもありますからね」


    「はあ」


    「もちろん、あまりにもつきたまが多すぎる場所がありましたら、それは駆除させていただきます」


    　とことんマニュアル口調で対応。俺は今、マニュアル人間になっている。


    　マニュアル人間というと、使えない人間の代名詞みたいだが、歌か舞ぶ伎きでも能でも型を習得しないことには自分独自の演技もできない。まずは型を手に入れてから新しい世界を開花させるべきであって、その型で対応できることなら、それでいいのだ。というわけで、相談続行。


    「ただ、申し訳ないですが、いくらつきたま多発地帯とはいえ駆除作業には、限界もありまして。根絶できるものでもないですし、皆様にもできるかぎり注意して生活していただくしかありませんね」


    「つきたま、ちょっと目が怖こわかったんです。威い嚇かくしてるみたいに見えて……」


    「ああ、角度によっては怒ってるように見えることもあります。ですが、そもそもつきたまに感情はありませんので、怒ることも悲しむこともありません」


    「そうでしょうか」


    「そうです」


    　ここは断言しておく。


    「現代のつきたま学の最新の成果では、そういうことになっていますね。体質的にあまりにも多くのつきたまを引き寄せてしまう人もいますので、そんな時はまたご相談に来てください」


    「わかりました。私の気にしすぎのようですね。ありがとうございました」


    「いえいえ」


    「最近、ストレスもたまっていたようだし、きっとそのせいなんです。ご迷惑おかけしました」


    　一礼してご婦人は帰っていった。


    　結論を言おう。


    



    　実は、あなたの認識は正常です。


    



    　事案をパソコンで相談記録欄に入力する。


    　このデータは職員なら誰だれでも閲覧可能だ。


    「襲おそわれた」のようなメジャーなケースの場合はチェックボックスがあるので、そこにチェックを入れる。これで統計をとる時に楽になる。なんか行政はやたらと統計をとりたがる。その統計をどう使うのか[image: ]なぞだが、とにかく統計をとりたがるのだ。


    　ためしに「今日の相談状況」のボタンをクリックする。


    



    本日の件数　　　　　　　　六六件


    



    邪魔　　　　　　　　　　　　六件


    襲われた　　　　　　　　　五〇件


    不安　　　　　　　　　　　　三件


    つきたまについて知りたい　　二件


    事務所について知りたい　　　〇件


    その他　　　　　　　　　　　五件


    



    　みんな、襲われすぎだろ。


    　前月の一〇倍ぐらいの件数だ。


    　これはおかしい。いくらなんでも襲われていると感じている気のせいだけの事案が、こうも激増したとは思えない……。何かが起こっているのか……？


    「うわ～、つきたま、荒ぶってますねえ」


    　後ろからのんびりした声が聞こえてきた。箕み原はらつきたま事務所一、公務員ぽくないキャラ、いるかんだ。


    「いるかんの駆除出動件数もうなぎのぼりですよ。ところでうなぎって何をのぼるんですか？」


    「川じゃないの？　海から川に移動するから」


    「へ～。うなぎってずっと海にいるんじゃないんですね。いるかん、ちょっと賢くなっちゃいました。弟に自慢できちゃいます」


    「割りと有名な話だよ。いや、うなぎはどうでもいいんだ」


    「うな重、最近食べてないです～。あの、今度一緒に食べにいったりしません？」


    　いるかんがしつこくうな重の話に持っていこうとしたので、無視する。そんな経済的余裕はない。ノリでおごらされる展開になったら、事だ。うなぎという種を絶滅から守るためにも、ここは積極的に食べないという方向でいきたい。


    　職員には相手の話をじっくり聞く能力も大事だが、あえて聞かない能力も必要なのである。


    　また、自分からほかのことを聞くという方法もよい。


    「最近つきたまが攻撃的っていうのは、ほんとなの？」


    　事務所内にもつきたまはいるが、ぷにぷにしてるだけだ。特別、いつもと変わったことはない。


    「これ、つきたまが写るカメラで撮影したものなんですけど……」


    　……つきたまの目が少しとんがっているように見える。


    　それも一体、二体ではない。どいつもこいつも目つきが悪い。不良の集合写真かよ。目なのかどうか知らんが、目のような部分が変化しているのは事実らしい。


    「イライラしているようにも見えるな、これは……」


    　いったい、何が起きているんだ？　つきたまが人間に害をなすようになって、形質変化でも起こったのか？　でも何のメリットがある？


    　これは生物学の知識だが、動物の中には、捕食をほぼ行わない代わりに、ほとんど動かないという生き方を選択した奴やつがけっこういる。動かないことでカロリー消費も少ないから、滅多に食べなくても長期間生きていけるのだ。


    　つきたまは頻ひん繁ぱんに捕食するタイプではないから、これに近い気がする。とはいえ、つきたまは生物ですらないはずなんだけど。


    　──けど、真実はどうあれ、だからといって、どうしようもないのも事実。


    　つきたまが仮に人間に危害を与える存在になったところで、俺自身でできることは限られている。


    　これが、ＲＰＧなら魔王とかいう絶対悪がいるので、そいつを倒せば解決する。しかし、つきたまは世界中に文字通り無数にいるのだ。発生のメカニズムさえよくわかっていない。すべて消滅させることなどできようか。


    　ランダムに登場するＲＰＧの雑ざ魚こキャラをすべて倒せばゲームクリアと言っているようなものだ。終わりはない。


    　それに一公務員の俺に政策決定の権利も参加義務もない。こういう時は上層部で頑張ってもらうしかない。そこは高い給料もらってる層でやっていただきたいものだ。


    「じゃ～、うな重じゃなくていいから、おごってくれませんか？」


    　いるかん、懲こりずにまだうなぎネタでしゃべってたよ！　しかもおごらせる気満々だよ！　危ない、危ない……。


    「お話し中に悪いが」


    　そこに、いるかんとは異質な声が割りこんできた。


    　今日もお美しい六ろく条じよう滝たき理り課長補佐だった。


    　いかん、勤務中にしゃべっていて注意される流れか？　いるかんが一方的にしゃべっていただけだが……。


    　それとも、勝手につきたまが攻撃的だなんてわかってもないことをべらべらしゃべるなということか？


    　いったい、どっちだ？　どっちもありうるのでわからん。


    「鶴つる見み君、少し話がある。昼すぎでいい。例の部屋へ来てくれ」


    　例の部屋とはあの小会議室、通称「密室」のことだ。


    「ここで伺うかがうわけにはいかないのでしょうか……？」


    　できれば、答えは早くほしかった。


    　反省なら早くしたい。


    「それなら、あの部屋は使わん」


    　その時点で俺はまた面倒な案件になりそうなことを覚悟した。


    「滝たき理りちゃん、あのですね、うなぎを──」


    「わかった。浜はま松まつに出張に行くことがあったら、うなぎパイを買ってこよう」


    　課長補佐にまでうなぎをねだるいるかんも相当だが、瞬時に行く予定のない浜松出張でかわす課長補佐もすごかった。


    



    　三時頃ごろに密室に入ると、微妙に空気が薄い気がした。


    　気のせいとはわかっているが、落ち着かないのは事実だ。


    「つきたまが暴れているという相談が急増しているのは知ってるな」


    　プリントアウトしたグラフを課長補佐はこちらに渡してきた。


    　露骨にこの一週間ぐらいで増えている。


    　では、その一週間前に何があったのか。


    　残念ながら、心当たりはある。あれしか考えられん。


    　薬やく師し寺じカヤの宣戦布告（らしきもの）を受けた……。


    　前の祭りの件が解決したあとだ。あいつは「積極的に破滅を導く者がいるかもしれない」などと言ったのだ。


    　かなり間接的な表現ではあったし、カヤがつきたまの性質を変えているだなんてとても考えられないが、目つきの悪い奴やつが次々襲おそってくるという事案は、破滅への序曲って感じがする。


    　待て待て。即断即決はまずい。だいたい暴れているのかもわからんのだ。暴れているという相談が増えているにすぎない。


    　課長補佐が、つきたまが暴れるなどありえないと一刀両断する可能性も十二分にある。結論を急ぎすぎるな。


    



    　お気楽公務員川柳①　判断は お上かみがするよ ぼくしらない


    



    　とりあえずは、とぼけてかわしてみることにするか。


    「いったい、どうしたんでしょうかね？　どう考えても、つきたまが攻撃してくるわけないと思うんですが……」


    　ところが、ないしょ話をするように課長補佐は顔を近づけてくる。


    「私もそう思っていたのだが……実は…………ここだけの話だぞ」


    　なんだ、ちょっと顔まで赤らめて。


    「今朝、つきたまが私のことを攻撃してきた」


    　とんでもない発言が飛んできた。


    　くそ、今日の俺はあらゆる期待が裏切られている気がする……。


    　ただ、課長補佐の顔もどこか不安げで、信じ切れていないらしい。


    　そりゃ、そうだ。つきたまが人間を狙ねらうだなんてありえない、そう聞かされ続けてきたはずだ。俺もそうだ。


    　ここは杞き憂ゆうであるという方向に持っていきたい。でないと仕事が増えるし、俺が解決できる範囲を超えている。


    「ちなみに、どんなところでどんなふうに攻撃されたんですか？」


    「道のつきたまがやけに激しくぶつかってきた」


    　課長補佐がスカートの下あたりをさする。ちょっとエロティックな感じがした。こちらは二十代の男なので普通の反応だということにしてもらいたい。


    「おケガはありませんでしたか」


    「あんなやわらかいものにぶつかってもケガすることはない」


    　ふにゃふにゃのボールが当たって、複雑骨折する人間は世の中にいないか。


    「それなら、しばらくは問題ないようですね。いやあ、（仕事が増えそうになくて）よかったよかった」


    「だが、異常な現象に変わりはないからな。調査は必要だ」


    　いかん、調査をやらされる展開だぞ……。


    「とくに箕原近辺でしかまだ確認されてないのが気になる」


    　げっ……。聞きたくない情報が入ってきた……。


    「へえ……変わった偶然もあるものですねえ……」


    「偶然ですめばいいのだが、どうしても勘かん繰ぐってしまいたくなってな」


    「勘繰るというと、どういうことでしょうか？　ああ、箕み原はらはネギの生産が盛んですからね。ネギの成分が目にしみて、つきたまの目がとがったとか、凶暴化したとかだったりして。ははは……」


    「ところで鶴つる見み君、祭りのあとに何かなかったか？」


    　単刀直入に聞かれた。


    「あれ以降、薬やく師し寺じさんとも大おお土ど呂ろさんとも何もトラブルはありませんが」


    　ウソは言ってない。


    　トラブルらしきものがあったのはカヤなので、ちっともウソじゃない。


    「そうか。正直なところ、君はトラブル体質なので何かあったのではないかと思ってな」


    　嫌いやな決めつけだった。


    　しかも、だいたい合ってるところが厄やつ介かいだ。


    「いや、ほら、たしかに僕はこれまで若じやつ干かん、面倒な事態に巻きこまれやすいところはありましたよ……あくまでも若干ですけどね」


    「ああ、若干な」


    　なんで、目が笑ってないんだ。


    「でも、今回は関係ないんじゃないですかね……？」


    　俺の脳内に、初めて薬やく師し寺じと出会った廃校が浮かんでくる。


    　あの日、あの時、薬師寺エナに声をかけなければ。


    　薬師寺が泣いているにまかせておけば。


    　おそらく、山に生き埋めになりかけることも、課長補佐に変な任務を背負わされることもなかったのだろう。


    　だけど、素直に後悔できるかというと、そうでもないんだよな。


    　俺はお気楽公務員を目指してはいるが、それは仕事に対する姿勢であって、自分の生き方はまともにしたいとは思っている。


    　目の前で女の子が泣いてたら、さすがに無視できんだろう。公務員としては無視することができても（それもどうかと思うが）、人間としては放ほうっておけない。


    　だから、声をかけたことへの後悔はない。そのあとに起きた出来事（主に生き埋めになりかけたことなど）についてはたいへん遺い憾かんに思ってるけど。


    　もちろん、これから起きそうなトラブルを回避したいという気持ちにも変わりはない。リスクが想定されるのに、何の手も打たなかったら、それは緩かん慢まんなる自殺である。


    「今のところ、心当たりはありません。これがすべて実際に起きた問題だとしたら、市内のとんでもない数のつきたまに変化が起きていることになります。人間個人の思惑を超えた規模ですし、原因はもっと大きな何かかなあと……」


    「そうか……。まあ、薬師寺エナも大おお土ど呂ろさんもつきたまを使って悪事を働こうとしているとは思えないし、また別の現象だろうか」


    「そうですね。（理由が万が一あったとしても、たぶんカヤのせいなので）二人は関係ないと思います」


    　軽く良心の呵か責しやくを覚えたが、その程度なら安いものだ。耐えろ、俺の良心。もっと、図太くなれ、強くなれ。


    　ウソは言ってない。誰だれも[image: ]だましてない。仮にウソだとしても、このウソは誰も不幸にしてない。不幸を生まないならそのウソは許されるんじゃないか。ほら、この世にウソが存在するってことは神様が必要悪で生み出したんだよ。そうだ、きっとそうなんだ。


    「わかった。君とは無関係ということで判断しよう……」


    　どこか不審な表情が残っていたが、課長補佐はそうおっしゃった。


    　なんか生まれて初めて課長補佐に勝った気がする。いや、戦ってないけど。むしろ、戦いたくないけど。


    「それでは失礼しますね」


    　解放された気分でドアを開けた。


    　と、同じ課の中なか西にしさん（五十四歳）がいた。化粧は薄いが、香水の匂においが強めのおばさんである。なぜか顔に迫力があって、「○○の母」的な占い師っぽい外見だと前から思っていた。


    「あっ、鶴つる見みさん、いいところに」


    「はい、何ですか？　トナー交換ですか？」


    　この人を含めて、五十代以上の職員はプリンタのトナー交換が苦手なので、よく俺がやっている。どうせ勤務時間中は拘束されることに代わりはないので、こういう雑用は嫌いやではない。


    　事務作業がメインの部署では、単純に仕事が増えるだけだが、接客がメインの部署ならその時間を雑用に充あてるか接客に充てるかの違いだけだからだ。息抜きになる分、ありがたいぐらいだし、しかも感謝されるなら御おんの字だ。


    「トナーじゃないのよ」


    「それじゃ、蛍光灯のほうですか？」


    　蛍光灯も俺が担当している。女性職員だと背の高さ的にも難しいことが多いのだ。


    「いえ、それでもないのよ」


    「じゃ、コピー用紙ですか？　色いろ紙がみは三階の倉庫にしかないですからね」


    　コピー用紙も俺の担当だ。けっこう、俺、いろいろやってるな……。しかし中西さんは首を振る。じゃあ、なんだろ……。広報誌の印刷は庶務課の大おお石いしさんの仕事に変わったし。


    「そうか！　使用済みトナーの回収に業者が来たんですね！　表おもてから入れないんで、裏口から誘導してきます！」


    「いえ、そういうどうでもいい仕事じゃなくて、メインの仕事のほう」


    　俺の雑用はどうでもいい仕事かよと思ったが、まさにどうでもいい雑用なので文句は言えなかった。


    「例の子が来てるわよ」


    　開いたままのドアから相談窓口がかすかに見える。


    　そこに薬やく師し寺じの姿があった。


    　甘かった。


    　せっかく課長補佐の前では逃げ切ったつもりだったのに、薬師寺が直接来て「つきたまに異常が出た！」と言ってきたら、誤ご魔ま化かしきれない。


    　密室を振り返ると、課長補佐の目つきが鋭い。


    「頑張ってきます」


    　すごく疲れた表情で言って、俺は自分の席に戻った。


    



    「どうしよう！　鶴つる見み、本当にどうしよう！　どうしたらいい？」


    「お前、５Ｗ１Ｈを入れて話せよ。これでは俺もどうしたらいいかわからん」


    　薬やく師し寺じが無茶苦茶焦っているのはすぐにわかった。若じやつ干かん、肌も汗ばんでいる。


    　ただし、それだけで親身に話が聞けるかというとＮＯだ。薬師寺は感情表現が派手なタイプだ。いわゆる針しん小しよう棒ぼう大だいというやつで、小さなことを大げさに言っていることも多い。


    「あのね、鶴見もすでに知ってるとは思うけど」


    「うん、何だ」


    「グレたまが急増してるでしょ」


    　針小棒大どころかいきなり剛速球の暴投が来た。


    「グレたまって何？　お好み焼きの店でのみ通じる専門用語かよ……？」


    　それとも、秋限定のハンバーガーの略だろうか。グレートたまごバーガーみたいな。


    「違うわよ。もちろん、グレたつきたまの略よ。誰だれでもわかるでしょ」


    「お前、オリジナルな単語を創作して誰にでもわかれって言うのは傲ごう慢まんだぞ。お前みたいなタイプがバイトの面接とかでとんちんかんな自分語りを履歴書に書いてバカにされるんだ。それと、間違ったらちゃんと書き直せよ。あと、修正液は使うなよ」


    　余計なことを言ってたら、睨にらまれた。履歴書以前に素そ行こう不ふ良りようである。


    「そんな話はどうでもいいでしょ。私がしたいのは、グレたつきたまが増えてる話」


    「ああ……ちょっと声を落とせ。残念ながら現在つきたま事務所では、グレたつきたまは正式には認めてないんだ。グレたまなんて用語も存在しない。そもそも、つきたまはグレたりしない。うちの事務所だけつきたまは人を襲おそいますと報告するなんてできないからな……」


    　埼玉県は無論のこと、日本全国につきたま事務所はある。横並びで発言しないと、周囲に多大な迷惑をかける。最低でも県の上の組織から相当怒られるだろう。


    「そうよね……。心の優しい、人類の友達であるつきたまが人を襲うだなんて公務員としても認められないわよね」


    　相当な曲解があるが、結果的にはやりやすいので、訂正はしない。


    「だけどね、鶴見、グレたまならやりかねないのよ」


    　まだ聞き慣れてないせいか、どうしても脳裏に目玉焼きの入ったハンバーガーが思い浮かんでしまう。おなかすいてきた。


    「だって、グレたまはつきたまとは一線を画す存在だもの。いわば、つきたまが魚類の中の鯉こいだとしたら、グレたまは鮫さめよ。それぐらいの差があるわ」


    「わかりやすいたとえではないが、言いたいことはなんとなくわかった」


    「街を歩いてても、目つきの悪いグレたまが増えてるわ。この一週間ぐらいで一気に……」


    　がっくり、薬やく師し寺じは肩を落とす。


    　いずれ、薬師寺がやってくるだろうとは思っていた。


    　薬師寺からしたら、誰だれにも相談できない困った状況で、つらい事態なのだろう。


    　つきたまを愛する者にとっては大問題だからな。いわば、身内から不祥事が発覚してかばいきれなくなったような事態に近い（公務員的比ひ喩ゆ）。


    　だが、これはさすがの薬師寺もどうしようもないだろう。窓口への相談の内容と件数から想像するに、規模が大きすぎる。


    　あとは、俺のほうのリアクションだな。


    　妹──カヤについては聞いたほうがいいのだろうか。


    　プライベートな部分にも関わってくるので、なかなか難しい。


    　俺からすると、会話中の相手の親族という、完全に無関係な第三者でもなく、かといって仲間でもない非常に微妙な距離感の奴やつである。


    　そもそも、どこまで妹のことについて知ってるか怪しいからな……。薬師寺は自分のことは興味があるが、他人のことはほとんど気づかないタイプっぽいし。妹は他人ではないが、こいつの場合、妹や親のことでも気づかなそうな気がする。


    　まずは、無難な対応をとるか。


    「ほんとに何が原因なんだろうなあ。ちっともわからないなあ」


    「実は心当たりがあるの」


    　しらばっくれる必要は一秒でなくなった。


    「心当たりって、どのへんにだ」


    「一週間前から、妹のカヤがグレだしたの。姉なんかとは違う道を歩んでやるって言い出して」


    　タイミングとしてはグレたま発生と同じだな……。


    　だが、いくらなんでも、これだけの情報でカヤの責任にはできんぞ。


    「時期としては近いんだろうけど、それでカヤのせいだって結論に持っていくには無理があるぞ。それとも、あいつがグレたまを増やしてやるって発言でもしたのか？」


    「理由は簡単よ。カヤの周囲のつきたまからどんどん目つきが悪くなっていったんだもん」


    「え……」


    「最初は家のつきたまがグレたまになっていって、今度は近所のほうにも広がっていって、今だと箕み原はらの駅前にまで広がってるわ」


    　本当にあいつが元凶なのか……。


    「それと、カヤ自体も昨日からさらにグレて、夕飯も食べなくて……。今日は学校にも行かずにこもってるみたい……」


    　もし、これが何も知らない女子高生の発言なら世よ迷まい言ごとで片付けていただろう。


    　しかし、この姉妹の場合はクロの可能性が極めて高い。


    　公務員として培つちかってきた知識からすれば、たんなる事実誤認と言ってしまうこともできる。幽霊を見たという目撃事例の数だけ幽霊がいるわけではない。


    　ただ、ここ最近積み重ねてきた経験からすれば、何かが起こっていると直感的に言える。


    「説得とかは試みたのか？　ほら、お前、正義の魔法少女だしさ」


    「言ったわ。いい子にしてないとつきたまも悲しむって。そしたら、お前はつきたまのことをちっともわかってないって逆にキレられた……」


    　まあ、薬やく師し寺じの発言はかなり独善的だし、見た感じこの姉妹が会話というコミュニケーションで融和をはかるのは絶望的だろう。


    「それでね、ここに来たわけ」


    　薬師寺が上目使いで俺を見る。


    「私の家に来て、カヤを説得してくれない？」


    



    　直接、事務所に来られて誤ご魔ま化かすわけにもいかないので、課長補佐に話すと、あっさり外出許可が出た。おそらく、薬師寺という名前のせいだろう。課長補佐も何かあるかもしれないと思ったはずだ。


    　事務所の車で薬師寺家を目指す。二十分も乗れば着く距離だ。


    　助手席に薬師寺は乗ってきた。


    「後ろでいいぞ。そこじゃ狭いだろ」


    「こっちでいい。私は鶴つる見みのお客様というより……パートナーみたいなものだし……」


    　どこか照れたような調子で言われた。けど、あながち間違ってないか。妹の改心には姉の力も必要だしな。


    「カヤはもともと怪しい魔術に興味を持ってたの。難しそうな本がたくさん部屋に置いてあったわ。『魔術の誕生』とか『魔法大全』とか『呪じゆ術じゆつ事典』とか」


    「ある意味、まっとうな気もするな」


    　あのキャラで、そういう本を所蔵してないほうがおかしい。


    「ところで薬師寺って、そういう本は読んでたのか？」


    　冷静に考えればこいつも魔法少女なのだ。知識はどこから得たのだろう。


    「え～と、私は全然本読まないのよね。参考にしたのは『まほうつかいものしりずかん』っていう本と『マジカルステップ』っていう昔の月刊誌の付録と……。基本はアニメね。昔見たアニメの記憶をもとにして戦ってるわ」


    「プロ名のるんだったら、もうちょっと勉強しろよ！」


    　だいたい、何をもってプロなのかも[image: ]なぞだが。


    　こいつ、そんなあやふや知識であれだけ堂々と魔法少女を名のってたのか……。


    　そういえば大学時代、「アニメ好きなんだよ」って言って、ジ○リの映画しか見てない奴やつがいた。何か違う気がした。ラーメンが好きだと言ってるくせに、チェーン店のラーメンしか食わない奴もいた。あと、ロック好きなんだよって言って、オリコン上位に入ってるバンドしか知らない奴にも出くわした。今の気持ちもちょっとそれに似ている。


    　魔法少女を名のるからには、それなりの勉強をしてほしかった。まあ、しないタイプってずっと前から知ってたけどね。


    「カヤがああなったのは、やっぱり、本の影響なのかしら。魔術とか魔法の本、たくさん[image: ]そろえてたし、小学校の頃ころから漢字の多い本読んでたし……」


    「影響はあったかもしれんが、お前の勉強不足もそれはそれで問題だからな！」


    　けど、そんな専門的な本で研究したら猫耳みたいなの、絶対につけないよな。確実に勘違いした人の発想だよな……。ステレオタイプですらない。


    　でも、こんな薬やく師し寺じみたいな奴が実際に魔法を行使していたわけだし、人生って理不尽だ。やはり才能があれば、頭を使わなくてもどうにでもなってしまうのだろうか。魔法使いの才能って何だという気もするが。


    　当たり前だが、考えても答えは出なかった。


    　十五分で薬師寺家には着いた。


    　家族用のまあまあ大きめのマンションの六階だ。


    　箕み原はら市は土地が安いので（つまり東京から遠い）、住環境のコストパフォーマンスは比較的いい。ついでにチェーン店もいろいろとあるので（つまり古い歴史や老舗しにせの名店がない）、金をかけずに生きていくなら悪い選択肢ではない。


    　ただし、景色が美しいわけでもないし、大自然にあふれているわけでもないし、町並みが美しいわけでもないし、大都市でもないので、誇れるものはとくにない。簡単に言うと中途半端だ。


    「あがって、あがって。カヤの部屋まで案内するから」


    　女子高生の家なので多少は緊張するが、今回はほかの緊張のほうが大きい。


    　入ったことはないのに、やけに既視感があるなと思ったら、カヤに撮ってもらった映像で内部はあらかた見ていたのだった。


    「この時間は両親が働きに出てるから、いるのはカヤだけ」


    　説明を加えながら、薬師寺はずんずん奥へ進んでいく。魔法少女というエキセントリックな部分に相反して家は普通・平凡・常識的である。あ、この電子レンジ、実家で使ってたやつと同じのだ……。


    　ただ、例外的なところもある。


    「つきたま、目つき悪いな」


    　数については問題を感じない。家人の数名がつきたまを見られるのなら、それなりの数が集まってきても不思議はない。


    　かといって、この不自然なつきたまたちなら話は変わってくる。


    　どうも、目つきのせいで俺が睨にらまれているように感じる。


    「それがカヤのグレたま。普通なのが私の心優しいつきたま」


    「ああ、普通のもいるな」


    　たしかに、薬やく師し寺じの力の影響を受けているものは表情を変える必要もないわけだ。


    「でも、じわじわグレたまが増えてきてる。このままじゃまずいと思って、鶴つる見みに相談したの」


    　薬師寺が本気で困っているのはすぐにわかった。自分の家の中なのに、迷子になった時のような顔をしている。


    　ここまで異常があれば、俺だって不安になる。くつろげって言われたって無理だ。


    「わかった。俺なりに善処する」


    「ありがと。ここがカヤの部屋よ」


    　そう言って、ノックもせずに薬師寺はドアを開ける。


    　少しドアが開いただけで、強烈な負のオーラが漂ってきた。


    「うわ、なんだ、これ……」


    　空気が澱よどんでいる。こぎれいな家に似合わない、重苦しい空気だ。


    　だが、その程度のことは、まだまだ序の口だった。


    　部屋の中では、なぜかベッドの上に椅い子すを置いて、その椅子でカヤがふんぞり返っていた。


    　なんだ、これ。王様ゲームで勝ったのか？　いや、王様ゲームって王様の真ま似ねをするゲームじゃないよな。むしろ罰ゲームでもやらされてるのか。ベッドの上に椅子ってバランス悪いぞ。


    「あら、お姉ちゃん、何の用ですか？　公務員の鶴見さんまでお[image: ]そろいで」


    「カヤのせいで箕み原はらの街にも不具合が起きてるじゃない。私が言っても聞かないから、大人を連れてきたわ」


    「鶴見さんを連れてきて、どうするんですか？　大人に怒られたからっていまさら計画を撤回するとでも思っているのですか？」


    　まんざらでもなさそうに椅子に座っているカヤ。罰ゲームではなく、本人の意志らしい。


    「私はてっきり、二人を見て、婚約の報告にでも来たのかと思いましたよ」


    「ちょ、ちょっと！　何を言ってるのよ！」


    　薬師寺が顔を赤くして否定する。俺も変なことを言われて戸と惑まどった……。この子、確実に姉より精神年齢が高い。高いというか、ませている。近ちか頃ごろの中学生め。


    　いかん、いかん。このまま翻ほん弄ろうされていてはいかんのだ。


    「なあ、今、計画って言ってたけど、この目つきの悪いつきたまって本当に君がやったの？」


    「そうです。このワルたまはわたしの計画の第一段階です」


    「何だ、ワルたまって……？」


    「この目つきがかっこよくなったつきたまのことです」


    　手近の一つをカヤは手に取った。


    「ほら、このシャープな視線がかっこいいでしょう？　これまでのつきたまよりクレバーな感じもします」


    　ものは言いようだと思った。ちなみに、俺はとくにシャープともクレバーとも思わん。形容詞をカタカナにして誤ご魔ま化かそうとしても無駄だぞ。


    「お前ら、せめて姉妹間で呼称を統一しろよ……」


    「グレたまよ。だってこのつきたまたちは、今ちょっとグレてるだけで、本来は優しいんだから。ワルたまだと元から悪いみたいじゃない」


    「ワルたまです。頭の文字が濁音というのが気に入りません」


    「グレたまにしなさいよ！　最初に名前決めたの、私でしょ！」


    　どっちも、こだわりを見せるようなレベルの名前ではないと思うが……。


    「ワルたまでいいじゃないですか。そちらのつけた名前に従う義理などありません。それに生みの親はわたしです」


    　どうも、俺が来たせいで姉妹間の溝が深まっている気がする。県職員として、遺い憾かんだ……。
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    　そんなことより、カヤが自分がつきたまを変えたと言っているのが気がかりだ。しかも微妙に不吉な表現もあった。


    「計画の第一段階って言ってたけど、何をするんだ……？」


    「『つきたまによる地球の完全なる支配』の計画です」


    　思った以上にスケールの大きな発言が来た。


    　埼玉県箕み原はら市在住の県の公務員風ふ情ぜいが取り扱うべき案件じゃないぞ。


    　厄やつ介かいなのは、目の前の少女に実際にある程度の力がありそうなことだ。


    　マノさんも警戒してたし。


    　いつのまにか、消えてるようなこともあったし。


    「くそ、あのマノさんですら箕原市や埼玉県の支配程度しか考えてないのに……」


    「埼玉県だけ支配とかサイズが中途半端すぎるじゃないですか」


    　的確にツッコミを入れられた。カヤは椅い子すの上でふんぞり返っている。


    「どうせ信じられないでしょうが、これは必然なのですよ」


    　ベッドの上の椅子なのであまり緊迫感はないが、向こうは本気らしい。


    「なぜなら、わたしは世界を救う魔法少女と敵対する者──世界を創つくる者だからです」


    　カヤが薬やく師し寺じのほうに楽しそうに目をやった。


    「世界を創る者ですって……？　つまり、クリエイターってことね」


    「お姉ちゃん、直訳はやめてください……。その呼び方だと、すごくどこにでも転がっていそうです……」


    　呼ばれた敵のほうから苦情が来た。


    「じゃあ、スーパークリエイター……」


    「お前の語ご彙い力りよくは小学生か。なんか、うさんくさい感じになったぞ……」


    「いいでしょ！　悪をかっこよく表現して、悪に憧あこがれる人間が増えたらどうするのよ！」


    　薬師寺にも多少の恥ずかしい自覚があったのか、微妙に照れくさそうだった。


    　けど、状況が深刻なのは本当らしい。


    「カヤ、どういうことなの!?　なんで、正義の魔法少女の妹が世界の敵になろうとするのよ！」


    　薬師寺が正義かは怪しいが、カヤが何かよからぬことを企たくらんでいるのは本当だろう。


    「正義の魔法少女の妹だからですよ。世界が魔法少女を作ったことにより、その魔法少女に敵対するものが生まれた、それだけのことです。魔法少女がこの誤った世界を維持する以上、わたしの役割はそれを破壊し、新たに創りなおすこと。現状の世界の側がわからすれば、わたしは災さい厄やくそのものということになるでしょうか」


    　ぺらぺらしゃべるカヤを見て、ある印象を受けた。


    　これ、姉の存在が前提にあっての「設定」だ。


    　魔法少女というものが身近にいるがゆえに、そこに関わる役割を演じているような……。


    　光あるところに影があるというか、表裏一体というか。


    「妙なこと言うのやめなさいよ。あなたは普通の中学生。ちゃんと学校行って、勉強していればいいのよ」


    　薬やく師し寺じの言葉に、一瞬カヤの目つきが鋭くなった気がした。


    「あなたは、世界に最悪をもたらす者でもなんでもないわ」


    「お姉ちゃん、それを言うなら最悪ではなく災さい厄やくです」


    「薬師寺、多分それ災厄だ」


    「どうして、二人セットでツッコミ入れてくるのよ！　意味通じるならそれでいいじゃん！　コミュニケーションがとれたらなんだっていいのよ！」


    　久しぶりに薬師寺のおおざっぱさと、妹のほうが賢そうな部分を見てしまった。


    　それは、置いておくとして。姉妹の対立の構図が、なんとなくわかってきた。


    「また、それですか。自分は魔法少女、なのにわたしは普通の中学生。いつもいつも、そんな冷たい言葉ばっかり」


    　カヤの瞳ひとみに冷たいものが宿り、また微ほほ笑えみが戻る。


    「そうですね、わたしは魔法少女であるお姉ちゃんに憧あこがれていたのかもしれませんね。いえ、きっと嫉しつ妬としていたんでしょうね。だから、それを乗り越えるため敵にならないといけなかった──なんてところでしょうか」


    　やっぱりな。


    　姉が魔法少女という得体の知れない「特権的」な地位を行使したせいで、妹は不満を感じていたのだ。


    　もちろん、その魔法少女は世間で褒ほめられているわけでも、有名なわけでもない。


    　だが、平凡という言葉があまりにも似合う箕み原はらという街で暮らしている者にとって、特殊な生き方をするのは、それだけで特権なのだ。


    　少なくとも、妹にはそう見えたということだ。


    　その不満が対魔法少女的な存在になるということで結実した。


    「そんな……。私はカヤのために、立派なお姉ちゃんをしてたつもりなのに……」


    「『つもり』なだけです。お姉ちゃんは典型的な、自分勝手という自覚がないほど自分勝手な輩やからです。わたしは罪の意識もない姉にそうやって虐しいたげられてきました」


    「鶴つる見み、なんでうなずいてるのよ」


    　しまった、いつのまにか体が自然と反応していた。


    「しかも、魔法少女とはいえ、魔法とは何かということを学ぶ向上心もない。努力という概念がないボンクラです。姉として反面教師的意味合いしか持ち合わせていません」


    「だから、鶴見、うなずくのやめなさいよ」


    　すまん。だが俺の正直な心がうなずけと言っているのだ……。


    「このような怠たい惰だな人間が守る世界が正しいわけがないのです」


    　うなずきかけて、ちょっとためらった。


    　それは違うんじゃないか。やる気のない警官が捕まえたからといって、泥棒の罪がなくなるわけではないだろう。


    「となれば、リセットボタンを押すしかないでしょう？」


    　共感できる部分は消失し、縁起の悪い話にシフトする。


    「これまでは我慢してきましたが、それも限界となりました。わたしは今日から計画のために動き出します。今からわたしは[image: ]かばんひとつで旅に出ます」


    　カヤは視線を壁に向ける。


    　バッジと小さなぬいぐるみがやたらとついているリュックサックがかかっている。


    「……そのリュック、いくらなんでも付着物の数が多すぎないか」


    「たしかに重いです」


    　あっさり認めたな……。


    「ですが、一度リュックにつけた以上は外すことは禁きん忌きですので。どのアーティファクトにも固有の意味があるのです。決しておしゃれではありません」


    　どう見てもごく普通の市販の商品にしか見えないのだが、そこはいろいろとあるんだろう。


    　だが、これは厄やつ介かいなことになったな。


    　明らかに話を聞いてくれそうにない。


    　まあ、大人が来ただけで解決したら苦労はしないか。


    　しかし、今後のために情報だけでも集めておかないといけない。


    　つきたまの目つきが悪くなったのと、カヤがグレだした時期とは、薬やく師し寺じいわく一致しているらしい。だが、今日になって学校に行かないとか、行動がエスカレートした理由がわからん。


    「なあ、カヤ、どうして突然学校までボイコットした？　何か理由でもあるのか？」


    　前の箕み原はら祭りのような日程が関係するイベントでもあるのか？


    「はい、星せい辰しんが正しい位置に来たため──」


    「夕飯にゴーヤチャンプルーが出たからでしょ」


    　姉から手厳しい指摘が入った。


    　カヤの表情が曇った。優勢勝ち目前だと思ってたら、敵に技有りを取られて逆転された柔道選手のような表情だった。


    「あれを食べると体内の力が浄化され、使い物にならなくなってしまうのです」


    「じゃあ、前のセロリの時もそうだったの？」


    　過去にもあったのかよ。


    「そうです」


    「トマトも？」


    「そうです」


    「アスパラガスも？」


    「普通のアスパラガスは大丈夫です。缶詰に入ってるふにゃふにゃのホワイトアスパラガスの食感が嫌いやなだけです。だから、アスパラガスはほぼセーフです」


    　姉も把握してないルールがあったらしい。


    「あなた、野菜が嫌いなだけじゃない。そんなことで学校をボイコットするだなんてまだまだ子供ね。つまらない理由で、皆勤賞とれるチャンスを失うんだから」


    　皆勤賞はどうでもいいが、野菜が嫌いなだけという指摘は妥当だろう。


    「野菜は方便です。いわば本質をかわすためのブラフにすぎません」


    「じゃあ、本質って何なのよ？」


    「お姉ちゃんが魔術の勉強中のわたしの部屋に入ってこう言ったせいです。『魔法少女は自分がやってるんだから、カヤは普通の中学生でいればいい』と。それでキレました」


    　表情に変化はないが、少し語気が鋭くなる。


    「どうして、そんなことでキレるのよ……？」


    「怠たい惰だな者に努力が否定されたからです。こんなに知識のない人に……。どうせ、さっき言った星せい辰しんとかも、音だけでは漢字が想像できてないでしょう？」


    「バカにしないでよ。誠実な心って書いて誠心でしょ。それぐらいわかるわよ」


    　残念ながら間違ってます。たぶん。


    「とにかく、わたしの力によって世界は終しゆう焉えんを迎えるのです」


    「終演なんて迎えさせないわ！」


    「今日が破滅の濫らん觴しようとなることでしょう」


    「破滅の乱調なんて許さないわ！」


    　薬やく師し寺じ、お前、せめてもてあそばれてることに気づけ……。


    「やがて、箕み原はらは荒こう蕪ぶの地となることでしょう」


    「工部の地……？　機械化された土地……どうして？」


    「もはや、ワルたまは猖しよう獗けつを極めていますよ」


    「氷結を極める……？」


    「箕原は累るい卵らんの危機に[image: ]ひんしているのですよ」


    「るいらん？」


    　安定の全問不正解でした。


    　たしかに自分より頭悪そうな奴やつに偉そうな顔されたらムカつくよな。偉そうな相談者が来たら、俺もムカつくからよくわかる。


    　だが、打倒姉なんてしょうもない理由で力が使えるとは、とても思えない。


    「では、わたしは出しゆつ立たつすることとします」


    　カヤが立ち上がり、リュックを手に取る。


    　いかん、本当に計画とやらを実行するつもりだぞ、こいつ。


    「行かせないわ！　行くなら私を倒してから行きなさい！」


    　薬やく師し寺じが両手を広げて立ちはだかる。


    「はい。そのつもりですよ。魔法少女らしく魔法で阻止してみたら、いかがですか？」


    　でも、薬師寺、制服だけど、魔法使えるのか？


    「……あのさ、雰囲気作りのために着替えていい？」


    「いいわけないでしょう」


    　この二人、本気なのかふざけているのか、どっちなんだ……。


    「わかったわ。この格好のまま、正義の魔法使いとしてあなたをブレイクオフするわ」


    「どうぞ、やってみてください。せいぜい、正義とやらを標ひよう榜ぼうしたらいいではないですか」


    「やってやるわ！　後悔しても知らないからね！」


    　──と薬師寺は意気ごんでるが。


    　冷静に考えると、まずくないか。


    　だって、薬師寺が使ってた魔法って大半が攻撃的だぞ……。室内で使ったら、大変なことにならないか……？


    「行くわよ。ハゼテハジケヨ、ワケテトケヨ、モエテヤケヨ──」


    　薬師寺の周囲にいたつきたまたちが発光をはじめる。


    「待て！　薬師寺、待て！」


    　あわてて、薬師寺を後ろからはがいじめにする。


    「な、何よ！　詠唱の邪魔しないでよ！」


    「邪魔するよ！　お前、それ、山を吹き飛ばした呪じゆ文もんだろ！　発動して、妹を吹き飛ばしたらどうするんだよ！」


    「だ、だけど……ほかに対処法ないし……」


    　いくらなんでも、これをおおざっぱにしたらまずいだろ。


    「あら、鶴つる見みさん、紳士なんですね」


    　カヤは素すで驚いたような顔をしていた。


    「これなら、お姉ちゃんが年としの差を忘れて興味を持つのも納得がいきます」


    「へ、変なこと言わないでよ！」


    「ですが、鶴見さん、ご心配にはおよびませんよ」


    　カヤはどこか傲ごう然ぜんとした態度で、


    「だって、無駄ですから」


    　にやりと笑った。


    　次の瞬間、カヤの周りにいた目つきの悪いつきたまが──薬師寺に殺到した。


    　つきたまは薬やく師し寺じにぶつかると、そのまま貼はりついた。


    「ちょっと、何これ……？　吸いついてくる……」


    　つきたまは薬師寺の服の間から中に入りこんでいく。入るというより、服という邪魔なものを追い出そうとしているようだった。内側に入ったつきたまの圧力を受けてか、制服のボタンがはじけとぶ。


    　スカートも、どんどんずり落ちている。徐々にけしからん雰囲気になりつつある……。いやいや、黙認している場合じゃない。止めなければ！　薬師寺に引っついている奴やつをどけよう。


    「いやあぁっ！　やめてよ！　入ってこないでよ！　いくら、つきたまでもやりすぎよっ！」


    「薬師寺、今、離すからな！　あれ、全然離れないぞ、これ……」


    「な、何、これ……？　体が熱いっていうか、頭がぼうっとするっていうか……はぁ、はあ……はあ……」


    　薬師寺の雰囲気もおかしい。


    　どういうことだ、これ？　つきたまが人間の精神に影響を与えるだなんてことがあるのか？


    　つきたまの発光も止まってしまう。


    　それだけじゃない。


    　薬師寺のために発光していたつきたまの目つきが──悪くなっていく。


    　目のような部分が吊つりあがって、睨にらんでいるようなものに変化する。


    　そんなつきたまが一つ、二つ、三つ、四つ……。まだまだペースが止まらない。


    　目つきが変わったものは、おもむろに体を引きずり、カヤのほうに近づいていく。


    　まるで、今から忠誠を誓おうとでもするように。


    　つきたまに心なんてないはずなのに、俺ですら、そんな錯覚を感じた。


    　ものの一分ほどで、部屋のすべてのつきたまがカヤの陣営にまわった。


    　薬師寺のまわりにも俺のまわりにも、つきたまはいない。


    　そのうち一体を平然とカヤは手に取り、


    「いただくとしますか」


    　口に入れて咀そ嚼しやくする。


    「なかなか、美び味みですね」


    「おいしいわけないだろ……。味なんてするわけがない」


    「そんなことはありませんよ。魔法少女の魔力を吸ったワルたまはほんのりと甘いんです」


    　食べたことも変だけど、それ以前に姉が苦しんでる最中に食欲なんて湧わくのか？


    　こいつ、明らかに価値観がおかしいぞ……。


    「はい、無事に吸収は終わりました」


    　カヤが言うと、ワルたまたちは薬師寺の体から離れた。


    　薬師寺はそれに呼応するように、ぐたっとその場にへたりこんでしまう。


    「吸収って、お前、何をしたんだ……？」


    「これで、お姉ちゃんの魔法の力は吸い尽くしました」


    　どこか、物騒な言葉が飛んできた。


    「魔法少女を卒業できて普通の女子高生になれてよかったですね」


    「卒業って、どういうことだ？」


    「口で説明してもいいですが、その必要もないと思いますよ。お姉ちゃん、何か変わったことはありませんか？」


    　ことさら、底意地悪く、カヤが笑った。


    「あれ……おかしい……」


    　薬やく師し寺じの表情は明らかに青ざめていた。


    　何も知らない人間が見たら、病人にしか見えないだろう。


    「つきたまが見えない……」


    　その言葉は異様だった。


    　だって、薬師寺の足元にもまだつきたまはいるのだから。


    「おい？　ほんとか？　この部屋、つきたまだらけだぞ？」


    　この部屋には、目つきの悪いのが、いくらでもいるのに。砂漠の真ん中で砂漠が認識できないようなものじゃないか……。


    「これが卒業ですよ。つきたまからの卒業、つまり魔法少女からの卒業です」


    　薬師寺にとってあまりに非情な言葉だというのはすぐにわかった。こいつ、同じ家で暮らしてた実の姉にどうしてそこまでひどいことができるんだよ。人格まで魔女になったって言うのか……？


    「お前、こんなことして許されると思っているのか！」


    「ええ」


    　なんでもないように、カヤはうなずいた。


    「魔法少女なんて世界律のイレギュラーですよ。そんな力を奪ったところで、部屋に迷いこんだ虫を殺すようなものです。どんな罪になって、どこの誰だれが罰を与えるというのですか？」


    　たしかに、これは異常が普通になっただけのことなのかもしれない。


    　でも、認められることじゃない。何かが、決定的に何かが違う。


    「このわたしの力は、正しい目的のために使わせていただきますから」


    　これほど、「正しい目的」という表現がうさんくさく聞こえたことはなかった。


    「世界の秩序を維持する魔法少女の力は、向きを変えれば破壊のためにも威力を発揮しますからね。お姉ちゃんは誤った秩序を護まもっていたんです」


    「おい、カヤ、何を考えてるんだ……？」


    「人類はつきたまをないがしろにしてきすぎました。正しい使い方をずっと行わずにきた。そろそろつきたまが鉄てつ[image: ]ついを下くだす時期です。わたしはその指導者ということでしょうか」


    　一歩、二歩、カヤはドアのほうに向かう。


    「鶴つる見みさん、どいてください」


    「お前、変なことはやめ──」


    「変なことではありません。高尚な目的のためです」


    　平然とカヤは言った。


    　こいつ、本気でそう信じてるな。


    　でも一体、何をするつもりなんだ？


    「あなた方公務員にしても、お姉ちゃんにしても同じです。偉大なつきたまの価値を理解せず、支配し、あまつさえ排除しようとした。つきたまによる反乱が今からはじまるのですよ」


    「そんなこと、はじめられてたまるか」


    「あなたの仕事は、泣いてるお姉ちゃんを慰なぐさめてあげることですよ。それだけなんですよ」


    　たしかに、薬やく師し寺じはいつのまにか泣き出していた。


    　つきたまが見えなくなったショックのせいだ。


    「どかないと、姉妹[image: ]そろって公務員に乱暴されたと警察に通報しますよ。これから公務員を続けるのが難しくなるようにしますけど、いいですか？」


    　言い返せなかった。


    　躊ちゆう躇ちよはしたが、結局、道を譲った。


    　脅しに屈したんじゃないぞ。


    　どのみち、俺にカヤが外に出るのを阻止する権利はないのだ。分別を持った人間が自分の家から出ると言ってるのを、俺みたいな公務員がダメだと言えるわけがない。


    　あと、カヤよりも、薬師寺をどうにかしないと……。


    　泣いている知り合いを放ほうってはおけない。


    　公務員の仕事は信頼で成り立っている。


    　ここで、薬師寺を置いていくのは、裏切りだ。


    「いい心がけです。それでは、また機会があればお会いしましょう」


    　カヤは笑いながら、部屋を出ていった。


    　そのあとに俺と動けなくなっている薬師寺が残される。


    「見えない……。どこにも見えないよ……。触ふれることもできないし……」


    「なあ、薬師寺、ひとまず、落ち着け」


    　後ろから軽く、背中を撫なでた。前から顔を見ていられなかった。


    「…………落ち着けるわけない」


    　薬師寺はふさぎこんで下を向いていて、俺は目を合わせることもできない。


    　俺は想像力が豊かな人間でもなんでもないが、薬師寺の苦しみぐらいはわかる。


    　たとえば、俺がもし、つきたまを見られなくなったら──失職だ。


    　つきたまが見られないどころか、未来がいきなり見えなくなるのだ。


    　それはまだ打算が前提だ。


    　そんな打算を超えたダメージを薬やく師し寺じは負っている。


    「ごめん、今日はもう帰って」


    「だけど……」


    「鶴つる見みにいてもらっても、今は意味がないから……」


    「そうかもしれないけどな……」


    「どっちかというと、一人になりたいの……」


    「…………わかった」


    　悔くやしいけど、俺はその場をあとにするしかなかった。
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    ２たま　箕み原はら神社神しん体たい山さん攻略作戦について


    



    



    　ある日突然つきたまが見えるようになることがあるように、ある日突然つきたまが見えなくなる現象もなくはない。


    　ただし、その理由は人によって異なり、共通するものはとくにない。


    　夢でつきたまに襲おそわれたのがきっかけで、まったく見えなくなったケース。


    　興味を持たずにいたらいつのまにやら、つきたまが見えなくなったケース。


    　新興宗教でつきたまが見えなくなるオリジナルの祈き禱とうをしていたら、見えなくなったケース。


    　交通事故に遭ったあと、見えなくなったケース。


    　白内障の手術をしたあと、見えなくなったケース。


    　恋に落ちた途端、見えなくなったとかうさんくさいのも加えていくと、まだまだ続く。


    　つきたま事務所にある資料で調べた結果がそれだ。書庫には専門誌のバックナンバーが並んでいる。


    　特集記事が載ってるようなカラフルな表紙のも交じってはいるが、大半は論文主体の、超そっけなくて、値段は下へ手たするとハードカバーの本ぐらいするようなものだ。


    　ちなみに、再び見えるようになる方法は、目を通した中には書いてなかった。


    　だって、つきたまは世界に不要なものであって、特殊な例を除いて、目に見えて触さわれるメリットもとくにないからだ。


    　見えなくなって困ることなんて、原則ないのだ。


    　その原則から外れた情報が知りたいんだけどな。


    　いくつ目かわからない専門誌の論文も目当ての情報はなくて、俺はため息をついた。


    　なお、現在十八時三十五分。勤務時間外だ。


    　近ちか頃ごろ、利用者数が増えているので勤務時間中に調べ物をする余裕がない。


    　グレたまでもワルたまでもいい。そういうつきたまがトラブルを起こす事案が明らかに増えていた。


    　やっぱり、カヤのせいなんだろう。ほかに考えられない。


    　カヤの問題は、家出として警察沙ざ汰たになった。


    　最初は家族が出した捜索願だった。


    　警察の調べによると、カヤたちは箕み原はら神社の裏山あたりに立てこもっているらしい。そう、カヤたちなのだ。あいつ一人ではなくて、数人の少年少女たちを引きつれてなぜか家出をしているらしい。


    　計画的な行動だったのか、カヤが呼び寄せたのかわからないが、現在は組織的に動いているということらしい。


    　警察は子供が家に帰ろうとしないので、連れ戻そうとした。


    　そして、例の目つきの悪いつきたまに返り討ちにされたという。


    　ありえないことに、警官たちはつきたまにやられたのだ。


    　何がありえないかというと、つきたまが見えない警察官が連れ戻しに行ったはずなのに、つきたまにやられたってことだ。


    　原因は不明だが、カヤたちの近くに行くと、つきたまが見えてしまい、その妨害を受けるらしい。


    　最初に聞いた時は、本当に気味が悪かった。


    　それがすべて事実だとしたら、カヤはつきたまに関する世界のルールを改変していることになるからだ。


    　催眠術にかけたりして、つきたまを見えるようにさせた実験もある。だが、自分のところに来た複数の一般人をつきたまが見える側がわに引きこむことなんてできるわけがない。


    　だけど、できるわけがないことができてしまっている。


    　書庫が涼しいわけでもないのに、寒気がした。気づいたら、資料を繰くる手が止まっていた。


    　世界を創つくる者って、さすがに冗談だよな……。冗談であってほしい。


    　あれ以来、薬やく師し寺じともろくに連絡はとっていない。


    　メールをいくつも送ればたまに返信が来るが、電話は出てもらえなかった。


    　つきたまが見えるようになったり変化が起きれば連絡する、とだけ約束させたんだが。あれから十日ほど経たっているが、そんな兆きざしもないらしい。


    　つまり、八方ふさがりだ。


    　不幸中の幸いなのは、グレたまだかワルたまだかが増えようと、人間に危害を加えるレベルのことはできないということぐらいか。ぶつかってはくるが、ぷにぷにしているワルたまが反動ではじかれるだけのことで、事件も事故も起こっていない。


    　見える者にとっても、厄やつ介かいさの度合いでいけば、目のあたりをうろつく羽虫以下である。


    「もう一つぐらい論文読んで帰るか」


    　ダメ元で参考になりそうな論文を探すぐらいしか俺にできることはない。


    　当たり前だが、自分がただの公務員だと思い知らされる。


    　事件があっても、被害者一人救うこともできない。傷が癒いえる魔法も使えないし、剣や槍やりをとって戦うこともできない。


    　つらいな……。


    



    　お気楽公務員川柳②　大事件 たまに陥おちいる 無力感


    



    　おい、全然お気楽じゃないぞ。


    　まずいな……。


    　論文のタイトルを見て、目星をつけているところに携帯に電話が来た。


    　マノさんだった。


    



    　箕み原はら駅前のファミレスでマノさんと落ち合った。


    　相変わらずというか、黒を基調にしたファションだ。


    　マノさんの足下には眷けん属ぞくであるつきたまがたくさんいた。どこまでが眷属かよくわかる。箕原市の野生？　のつきたまは現在ほぼすべてワルたまになっているからだ。


    　待ち合わせしている時もたまにぶつかってきた。威力は弱いから何の問題もないが、イライラはする。


    「鶴つる見み殿、大変憂ゆう慮りよする事態になってきているな」


    「マノさんの認識もそうなんですよね」


    「うむ。箕原神社の裏山があっただろう。あそこに連中は立てこもっているとか。神社の裏側に小さな洞どう窟くつがあるのだが、そこにテントを張って生活しているらしい」


    「洞窟って、鍾しよう乳にゆう洞どうがあるような、ああいう穴みたいなのですか？」


    「そんな大規模なものではない。穴というよりはくぼみであるな。奥行きも三メートル程度で雨露が防げる程度のものだ。今でも信仰用に観音像が奥に祀まつってあるらしい。昔は山やま伏ぶしがそんなくぼみで修行するのが一般的だったから、その頃ころから置かれているのだろう」


    「やけに洞窟に詳しいですね……」


    「友人の天てん狗ぐに、ゾンビや狼おおかみ男おとこたちと一緒に連れていってもらったことがある。あそこで修行しているらしい」


    　また、モンスターコミュニティの面々か……。


    　自称ヴァンパイアのマノさんはＳＮＳでそういう人たちと活発に交流しているのだ。


    　人間を自分の仮の姿と考える人たちがこんなところで活躍するとは……。人生、何が幸いするかわからんな……。持つべきものはコネだ。


    「でも、あいつらが修行をしているわけではないですよね。いったい、どうしてそんなところに？」


    「単純に、箕原市の中で最も神聖そうな場所だからであろう。箕原神社は市内の総そう鎮ちん守じゆであるし、その裏山となれば、魔物が押さえようとしてもおかしくはない」


    　いつもマノさんのファンタジックな解釈は話半分というか話クォーターで聞いているのだが、今回は正解に近いかもしれない。


    　もし、ヨーロッパの地方都市で自称サタンとかが反乱を起こしたとしよう。そいつは街の教会に立てこもるのではないだろうか。街のパン屋さんや駅よりは、それっぽい。教会って街の中心にあることが多いっていうしな。


    　山の上なら通行人にじろじろ見られることもないし、ちょうどいいのだろう。


    「あの調子だと籠ろう城じようは長く続くぞ。連中はつきたまを食べられるようだし。それで食事をまかなっているらしい」


    「お詳しいですね、本当に」


    「何度か敵情視察のため、接近を試みているからな」


    「え、そんなことを……」


    「我わが輩はいだけではない。狼おおかみ男おとこやドライアドの同胞たちも調査を行っている。連中も戦闘訓練を受けているわけではないから、近づくぐらいはできるさ」


    「こんなところでモンスターのネットワークが生きてきているんですね……」


    「だが、連中の攻撃は強い。挑戦を図った同胞も敗退した。とくにこちらの力を吸い取る邪法を薬やく師し寺じカヤは使えてな、それが脅威を与えている」


    　本当にそんなことができるのか！


    　見えなくさせられるとしたら、見えるようにすることもできそうな気がする。警察はそれで排除されたのだろう。


    　けど、つきたまが見えなくなるって、地味に恐ろしい攻撃だな……。


    　つきたまが見えることをアイデンティティにしている特殊なごく一部の人間にとって、それが見えなくなるだなんて耐えられる話ではない。


    　意外と、つきたまって、人間に生きがいを与えていたんだよな。


    　よく考えたら、俺に至っては、つきたまから職をもらっていた。


    　月並みな表現だが、失って初めてありがたみに気づくというやつだ。


    「もし、マノさんたち有志で倒してくれればありがたいんですが、そういうわけにもいきませんよね？」


    　公務員よりははるかに自由度が高いからな。気づいたら、モンスター軍団で制圧していたという展開になっていると大変ありがたい。


    「相手は相当強い。しかも、敵は押してきているのだ。我輩も力を維持するだけで精一杯である。ほら、これを見よ」


    　マノさんは近くのつきたまを一体手に取った。あれ、それは眷けん属ぞくのはず──


    　そのつきたまはこっちから見て右側の目だけがとがりつつあった。


    「あ、目つきが悪くなってきてる……」


    「そうなのだ。我輩の眷属ですら、十分に服していない者は、瀆とく獣じゆう化かが進んでおるのだ」


    　またオリジナルな用語が出てきたぞ……。冒ぼう瀆とくの獣けものと書いて瀆獣か。えらく大げさな……。


    「これ以上、瀆獣が増えてくると、もはや箕み原はらを撤退しつつ戦うしかなくなるかもしれん。そんな恥ずべきことはヴァンパイアとしても行いたくはない」


    「なるほど……。まずいですね……。こっちも無力で申し訳ない……」


    　寂しいが、俺からは何も有益な情報を話せない。


    「まあ、そのうち鶴つる見み殿も戦線に加わることになるとは思うがな」


    「え？」


    「このまま、行政が黙っているわけがない。彼らは普段じっとしているが、舐なめられると必ずしっぺ返しを与えようとするからな」


    　確信を持ってマノさんは言った。


    「そうですか。俺はまだ何も聞かされてないんですけど……」


    「彼らも素しろ人うとではない。背後で動いているさ」


    　確信を持って言われた。ちょくちょく、年下の女子高生と話していることを忘れそうになる。もっとも、一万人の前で歌っている人間のほうが、肝きもが据すわっているのは当然なのかもしれない。


    「ひとまず、鶴見殿は魔法少女のフォローでもしてあげてくれ」


    　その一言がありがたかった。薬やく師し寺じには会わないといけないと感じていたのだが、ふんぎりがつかず、二の足を踏んでいた。女子高生から会いに行くより、公務員から会いに行くほうが制約が多い。


    「あの魔法少女のことは多少急いだほうがいい。あまり時間はないかもしれぬ」


    　飲んでいるコーラの味がしなくなった。ドリンクバーの故障で水っぽいわけではないはずだ。


    「ま、まさか……つきたまが見えなくなると……死に至るなんてことは…………ないですよね？」


    　そんなことがあったら、俺は今すぐカヤを殴なぐりに行く。公務員としてではなく、一人の人間として。


    「いや、そんなことはまったくない」


    「で、ですよね。いや、わかってましたけど」


    　ほっとしてコーラを飲み干す。このコーラ、美う味まいな。


    「ただな……昨日、魔法少女に偶然会ったのだが……どうにもまともすぎるのだ……怖こわいぐらいにな……。むしろ、怖かった」


    　マジでマノさんはふるえていた。


    　ヴァンパイアを名のる人間としては不自然な表情だといえる。


    「え？　まともだったらいいじゃないですか」


    「じゃあ、会って見てくればいい。直接的ではないが、じわじわとあとから背せ筋すじが冷たくなってくるだろう……。いわば、今のあやつは『少女』だ」


    「そりゃ、女子高生だから、少女は少女でしょう」


    「違う、『魔法少女』から『魔法』が抜けてできた『少女』なのだ。それは普通の少女とはまた違うのだ……。一見、ただの少女のようだが、この変化は不可逆なのだ……」


    



    　朝イチで笹ささ舟ぶね駅で待機する。


    　いつも乗る電車が発車してからしばらくすると、薬やく師し寺じがやってきた。


    「おはよう。調子はどうだ？」


    「あ、鶴つる見み……」


    　露骨に薬師寺は気まずそうな顔になった。


    　まだ、この空気は払ふつ拭しよくできてないな。


    　時間が解決してくれると思うのは甘えだな。


    「あ、ごめん、メール来たからちょっと待って」


    　ごく自然に薬師寺は携帯を取り出して、メールを打つ。


    　高校の友達だろう。こいつも友達いるのか。まあ、それぐらいはいるか。


    「またカラオケの誘い……試験近いって言ってるのに。はい、送信っと。──あ、今度は着信だ」


    　手慣れた様子で携帯を耳に当てる。


    　その携帯にはつきたまのストラップがついてる──わけではなくて、全然別の流行のゆるキャラがついていた。


    「何、ハルカ？　え、彼氏とケンカしたから、相談に乗れって？　相手、おかしいでしょ。私、彼氏とかいないし。えっ？　愚ぐ痴ち聞くだけでいい？　じゃあ、最初からそう言いなさいよ。はいはい、放課後に駅前のマックね。いくらでも聞いてあげるから、その代わりジュースぐらいはおごりなさいよね。はーい」


    　なんだ、これ。


    　普通の女子高生っぽいぞ。


    「ごめんね、待たせちゃった」


    「まだ……つきたまは見られるようになってないのか？」


    　実は聞く必要もないんだけどな。


    　駅はつきたまの数が多いが、薬師寺にぶつかっていこうとするのは一体もいない。つきたま（多くはワルたまだが）は見えてない人間に対する反応を示している。


    「全然ダメ。だって力を吸収されたんだから」


    　薬師寺は首を横に振る。


    　答えは予想ができていたが、だからってはっきり本人の口から聞くと、こたえるな……。


    「あのさ、俺で力になれるなら何だってやるからな」


    　具体的な手立てを言えないのが心苦しい。


    「ありがと」


    　薬やく師し寺じは軽く笑みを浮かべて答える。


    　なんだろ、それは世間的に正しい反応なのだが……。


    　だからこそ、俺を不安にさせていく。


    　今の薬師寺はどこもかしこもまともなのだ。


    　ちょっと前まで魔法少女として生きてきた人間にはとても見えない。


    「けどね、無理だよ。私はただの女子高生になっちゃったから」


    「お前、そんな諦あきらめたようなこと言うなよ。以前みたいに無茶振りしてこいよ。ちゃんと面倒見てやるからさ……」


    　大切な話をしている間にも、つきたまは俺にぶつかってくる。うざい。後ろ足でがしっとつきたまを蹴けって飛ばした。


    「そしたらさ、質問だけどさ」


    「おう、何でも聞いてくれ」


    「大学受験用の世界史の参考書でいい本ってある？」


    「え……？」


    「私、バカだけど大学ぐらいは行かないとね」


    　どうしちゃったんだよ……。
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    　なんで、真ま面じ目めに大学受験のこと、考えてるんだよ……。


    　つきたまのことばかり考えている、頭のネジの外れた薬やく師し寺じはどこに消えたのか。


    　お前、それじゃ、薬師寺エナじゃないだろ。もはや、他人だろ。


    　マノさんが怖こわがってたの、これか。


    　少女と（魔法を奪われた元魔法）少女は似て非なるものなのだ。


    　ここにいるのは、俺たちが知っている人間じゃない。


    　顔が一緒でも、中身が違う。


    「あのさ、つきたまの話は……？」


    「だって、私はカヤに負けたから。悪い魔法使いにやられちゃったから」


    　なんでだ？　メールだと、努力するようなことを書いてなかったか？　ここまで悲観的になってたか？


    　どうしてメールの文面だけを信用してたんだよ。


    　まったくもって、俺の怠たい慢まんだ。


    　今までだって仕事で聞く、「善処します」って言葉を本気で信じたことなんてなかっただろ。それと同じだろ。


    「けど、また見えるようになるんじゃないかな。ほら、魔法だってそもそも一回使えなくなったものが復活したわけだし……」


    「つきたまが見えなくなることなんてなかった」


    　フォローの言葉も出せなかった。


    　薬師寺にとって、そのショックは大きすぎたんだ。


    　過去を全部捨てて、まっとうに生きる道を選択するぐらいに。


    「カヤがあんな感じでグレちゃってるしさ、私、決めたの。せめて、私だけでも親を心配させないようにしようって。だから、しっかり勉強していい大学に入るの。私立はお金かかるし、できれば国立。まだ時間はあるし、間に合わないこともないかなって」


    　そこに次の電車が来るアナウンスが流れる。


    「あっ、電車来ちゃうから行こうよ」


    　気味が悪いほどに、薬師寺はよくできた高校生で……。


    　俺は女子高生に必要以上に関わるわけにもいかない県の公務員で……。


    　上う手まくつながれない。


    　そりゃ、人間、変わる時はある。とくに若いうちは何かの拍子に劇的な変化を遂とげることもある。


    　だからって、諦あきらめが元になった変化なんて、不健全じゃないか……？


    　もっとも、そんなこと言えるわけがない。


    　安定のために公務員を選んだ俺が、そもそも夢なんてとくになかった俺が、青臭いことを言うなんてそれこそギャグだ。


    　いつもより一本遅い電車はいつも俺が乗る電車より混こんでいた。


    　おそらく、この電車に乗ってる大人の大半が、若い頃ころの夢なんてかなえてない。


    　というか、きっと忘れている。


    　夢なんて置いていかないと、大人は生きていけないんだ。


    　そして、目の前の現実を一つ一つこなしていっては、老いていく。


    「ごめん、俺、次の電車で行くわ」


    「うん、わかった。またね」


    　同じ電車に乗るのが怖こわかった。


    　薬やく師し寺じは人であふれる電車の中に埋もれて、見えなくなった。


    



    　出勤すると、自分の席に紙が一枚置いてあった。


    　タイトルはこんなものだった。


    



    　箕み原はら神社神しん体たい山さん攻略作戦班編成表


    



    「何、これ？」


    　班編成表だけで内容は何も書いてない。わかるのは、俺がＣ班で、同じ班にいるかんもいて、課長補佐がＡ班であるということぐらいだ。


    「ああ、鶴つる見み君、三時になったら『密室』に来てくれ」


    　ついにあの会議室の呼称が、課長補佐の中でまで「密室」になった。


    「これ、何を行うつもりなんですか？」


    「悪いが説明はあとでまとめてやるので省はぶく。つきたまを駆除する時の準備だけしておけばいい。それと初はつ瀬せさんの監督だけ、よろしく頼む。初瀬射いる鹿か教育係長としてな」


    　まだ、その役職、外してもらえないのか。


    「一言だけ言っておく。私は本気だ。こんな屈辱的な状況、いつまでも続けられるか」


    　課長補佐の目も顔も笑ってない。


    　ああ、朝から全力だ、この人。


    　そこにいるかんが出勤してきた。いつもながら、公務をするにはちょっと明るすぎるというか、カジュアルすぎる服装だ。


    　自分の席にある班編成表に目を通している。俺と同じ班というのを見て、嫌いやそうな顔をされたらちょっと傷ついたけど、そんなことはなかった。いるかんは、人を傷つけることはしない。ナチュラルにイライラはさせるけど。


    「あれ、滝たき理りちゃん、これ、何をやるんですか？」


    「あとで一括して話す。三時になったら小会議室に来てくれ」


    　いるかんの前では「密室」じゃないんだな。


    「お菓子は持っていっていいですか？」


    「ダメだ。ピクニック気分で行ってもらうわけにはいかない」


    「ええ～。そしたら、どんな気分で行けばいいんですか？」


    



    「戦争だ」


    



    　課長補佐、そこは笑って言ってほしかったです。


    



    　そして、三時。


    　小会議室に俺は入った。


    　課長補佐が紺のジャンパーを着ていた。ラフな姿も似合う課長補佐だった。つまらない真理だが、元がよければ何を着てもだいたい似合う。


    　だが、その服装は無論ファッションのためではない。言うなれば、戦闘服だ。課長補佐のやる気がむんむん伝わってくる。たまに両手を握り締めて、気合入れてるし。なんか、むんむんって誤解招きそうだな。


    「高校時代のクラス対抗女子バレーを思い出している」


    　開口一番、課長補佐は真剣な顔で言った。一方、俺は、女子高生時代の課長補佐か。絶対かわいかっただろうな……と不純なことを考えていた。


    「これでも、バレーはけっこう得意だったのだ。たまに女子から黄色い声があがったぞ」


    「わかります」


    「今度は否定しないのだな……」


    　課長補佐は俺のリアクションが意外そうだったが、それは容易に想像できる。


    　どうせ、最後に来るだろうと思っていたいるかんが本当に最後に来たので、どこまでも安定しているなと思った。なお、課長補佐がボールペンを真まっ二ぷたつにしそうなほどイライラしていたことを付け加えておく。人を傷つけるようなことをしなければいいというわけではないのだ。


    　というか、いるかんが課長補佐をいらつかせた場合、俺の責任になるのだろうか。


    「これは、初はつ瀬せ射いる鹿か教育係長の責任だな」


    　といるかんが来る前に言われた。


    「ひどすぎる！　いくら僕がまともにやっても限界があります！」


    「何のために責任者を置いていると思っていたのだ」


    　おごってくれる頻ひん度ど、倍にしてくれないと割りに合わん……。


    　で、五分遅れて、いるかんが入ってきて、説明開始。


    　もっとも、どんな話になるかは読めていた。


    「これから二人には、神しん体たい山さんに立てこもっている中学生たちの補導の手伝いをしてもらう。もっとも、実際の補導は警察などが行うので、二人は班の中でつきたまを駆除する仕事をしてもらえばいい」


    　マノさんの言っていたとおりだ。


    　行政が動きだした。


    「まず、言っておく。普通、立てこもり犯には何か要求があるものだ。だが、あの子供たちには要求も目的もない。ただ、行動を起こしたいという稚ち拙せつな意志があっただけだ。だから、交渉などはできないと考えろ」


    　厳しいけれども、おそらく正確な指摘だ。


    　カヤの奥底にあるのは、自分の姉に負けたくないという対抗心だと思う。


    　課長補佐の演説は続く。


    「かろうじて目的と呼べるものがあるとすれば、子供の身で大人を翻ほん弄ろうしたいという、その程度のものだ。権力欲ですらない。悪いた戯ずら心ごころの次元だ」


    　すべて課長補佐が言ってくれるので、俺もそのとおりに考えていた気分になってくる。


    　高三で予備校に通っていた時のことを思い出す。講師の話を聞いていると、賢くなった気がするが、いざテストとなると、解法が頭から抜けていて、結局解けないのだ。


    「私にもああいう反抗期があったので、よくわかる」


    「それはウソだ」


    　しまった。今度は思わず言ってしまった。演説を聞いて、気分が高揚していたせいだ。だから、課長補佐が悪いのだ。俺は悪くない。


    「減給」


    「課長補佐！　そんな権限はいくらなんでもないでしょ！」


    「反抗期はあった。校則違反すれすれの短いスカートをはいたりした。それは権威に抗あらがう姿勢と言っていいのではないか」


    　女子高生時代の課長補佐のミニスカート姿を想像してみた。


    　ＧＪ。


    「私は諸事情で、国が派遣してきたつきたま特殊部隊を指揮する。君たちの指揮は別の人間が行うので、その話をしっかり聞いてくれ。もっとも、Ｃ班は遊軍に近いので、寄ってきたつきたまの駆除をやる程度に考えてもらっていい」


    「はーい。いるかん頑張りまーす」


    　いるかんがあほっぽく手を挙げたが、本当にあほの可能性もあるので深くは立ち入らない。


    「うむ。初はつ瀬せさんの事務処理能力には期待していないが、現場でのつきたま駆除の力にはおおいに期待している」


    　課長補佐も歯に衣きぬ着せないにもほどがあるぞ……。


    「はい、いるかんも書類読むのは嫌いだけど、体動かすのはラッキーです！」


    　いるかんが怒ってないから、いいのか。というか、いるかんが怒ってるところを見たことないな。


    　実は仏の心を持っているのだろうか。でも、仏の顔も三度って言うから、仏って意外と心が狭いのかも知れんな。


    　──待て待て。なんか、スルーしちゃってないか？


    「つきたま特殊部隊って何ですか？　つきたまごときにそんな部隊必要ないような……。つきたま事務所で働いてきましたけど、多分初耳ですよ。もしや、国家機密？」


    　疑問が多いので、一度の発言で複数尋ねてしまった。


    　でも、そんな映画みたいな展開はまったく予想していなかったが……。


    「別に隠してはいない。ただ、マイナーで無名なだけだ」


    　やっぱり……まあ、つきたま用の部隊ならそんなものか。


    「よし、初はつ瀬せさんのやる気もわかったし、戦うとしようか。活躍したあかつきには、来年度も雇用を延長する！」


    「はい、頑張ります！」


    　それって、活躍しなかったら雇用打ち切りということな気がするが、いるかんもやる気だからきっといいのだろう。


    「私も臨戦態勢に入る！」


    　課長補佐がジャンパーのファスナーを開く。


    　そこに現れたのは迷彩服だった。つまり、戦闘服か……。


    「どうして、そんなもの着てるんですか？　相手は中学生数人とつきたまでしょ？」


    「意欲の表れだ。国に唾つばを吐いた報いを受けさせる」


    　ほ、本気だ……。


    「箕み原はらは平凡な都市であるべきだ！　異常は排除する！」


    「おー！」


    　なんか二人が右手を振り上げているのを、俺は部外者のごとき視線で見ていた。


    　とんでもないことになってきたぞ……。


    



    　集合場所である箕原神社の駐車場には、迷彩服姿の人たち（これが[image: ]うわさのつきたま特殊部隊の人たちらしい）と警察の人たちが集まっていた。


    　つきたま特殊部隊の人って、普段は何をしているのだろう。あと、出動の用途のほうも想像しづらい。そのうち組織ごと公務員削減で廃止されそうだ。


    　俺たちのＣ班はその特殊部隊の人がトップだったが、そこまで本格的な動きはないらしく、展望公園の手前あたりで止とどまっておけばよいらしい。


    　頂上付近に大人数が集まっても動けないし、現実的な対応だろう。


    「はい、班長の長なが久く保ぼです。今日は気張っていきましょう！　最後に確認しておきますね。武器の使用はできません。現在、日本国ではつきたまを使った破壊活動に関する法律は存在しませんので。なので、本作戦は家出中の子供の補導という意味しかありません。おそらく、子供が我々のところまでやってくることはないと思いますが、棒などを使ってつきたま駆除をしている方は、くれぐれもそれで戦ったりしないようにしてくださいね。以上です。では、参りましょうか！」


    　つきたま特殊部隊の長久保さんのお話はいたって普通だった。今日は普通と異常が共存している。


    　まさか、またこの山に登るとは……。


    　なお、俺もいるかんも用意されていたジャンパーを着ている。さすがにスーツで登山も軍事？　作戦もないだろう。手には古びて変色気味の白手袋。ジャンパーのポケットには袋に入った塩を用意している。俺のつきたま駆除用アイテムだ。


    　道の両側には見張りのごとく、つきたまがいた。


    　これが人間の兵士だと緊迫感もあるのだが、ワルたまはやっぱりぷにぷにしている程度で被害はなかった。たまにぶつかってくる奴やつがいるので、つかんで下に放ほうり投げた。


    「やっぱり、こんなので世界の支配なんてできないよな……」


    　三十分で、頂上まであと少しというところにＣ班は到着した。途中、メインルートとは違うルートにまわりこんだので、ちょっとだけ時間がかかった。メインルートはＡ班が使うのだ。


    　予定ではこのあたりのワルたまを駆除すればいいらしい。


    「それじゃ、鶴つる見みさん、頑張りましょう！　はい、はい、はい！」


    　いるかんは早速、ワルたまを押して消滅させていた。手際がいい。俺も祖母譲りの手袋をはめて、作業にとりかかる。少し手袋に塩をまぶす。指の部分に多めにまぶすのがコツだ。


    「いるかん、ワルたまと普通のつきたまって駆除のしやすさとかって違いある？」


    　なんとなくスライ○とスライ○ベスぐらいの違いはある気がした。ビジュアル的に。


    「いえ、まったく違いありませんよ。目が変わっただけじゃないですか？　はい、はい、はいっと！　はいはいはいはい！」


    　恐ろしい勢いでいるかんはワルたまを消し去っていく。


    　周囲からも「あの子、すげえ！」と歓声が湧わく。どうだ、すごいだろう。その上司が俺なんだぜ。初はつ瀬せ射いる鹿か教育係長なんだぜ。いや、駆除技術はいっさい指導してないけど。


    　俺も徐々にではあるが、ペースをあげて、ワルたまを消す。


    　なんだろ、目つきが悪くなって余計に生物ぽさが増して、抵抗も増した気がする。


    　だが、悪者を倒してる感覚も同時に出てきて、相殺しているというか、ゲームの雑ざ魚こキャラを実際にやっつけてる気分になるというか。


    　生物じゃありませんようにと思いながらワルたまをつぶす。


    　もちろんエゴだ。生物を食べないとこちとら生存できないし、増えすぎた鹿しかや猪いのししを駆除することだって平気でする。ブラックバスやブルーギルは撲ぼく滅めつするぞって勢いだ。


    　それは間違ったことじゃなくて、正しいことなのだ。


    　でも、どうせなら命を奪ってる感覚はないほうがいい。


    　自己満足のレベルだとしても。


    　今いま頃ごろ、Ａ班を中心にしたメインの部隊はカヤのところに攻めこんでいるのだろうか。


    　これで解決してくれたらいいのになとマジで思う。


    　で、薬やく師し寺じ家が和解して、薬師寺も幸せになれればいい。


    　変なこと口走るのも、先走って失敗するのも許してやる。人格変わるほどのショック受けたままっていうのよりはマシだ。


    　だが、感慨にふける暇ひまも残念ながらなかった。


    　小高いところに誰だれかが立っている。人数は二人。


    　見た感じの背は高くない。男女一人ずつ。中学生だろうか……？　ローブって言うのか？　長いマントみたいなのを制服の上から羽織っている。


    「ははは！　西の副帝、山やま本もとだ！」と少年のほうが叫んだ。


    「ははは！　西の副帝、高たか島しまよ！」と少女のほうが叫んだ。


    　両方、西だった。


    「高島さん、そっちは東だって！　西は俺！　俺がウェスタンで、そっちがイースタン！」


    「あれ、そうだっけ？」


    「そうだよ。昨日確認したじゃん、いいかげん覚えてよ！」


    　なんか、混乱していた。


    「ところで西と東って何に対する西と東なの？　山本君、基準になってるところってあるの？」


    「それは……この山の西と東じゃないの……？」


    「けど、それだったら副帝が二人ともセンターの山にいるのっておかしくない？」


    「いや、それはそうだけど……高島さんは何か代案があるの？」


    「こっちが甲の副帝で、山本君が乙の副帝」


    「嫌いやだよ。甲のほうが絶対上じゃん」


    「じゃあ、こっちが松の副帝で、山本君が梅」


    「だから、上下関係あるじゃん！　あと、せめて竹にしてよ！　なんで、一番下のランクなんだよ！　学校一緒なんだから平等だろ！」


    「だけど、それだったら薬師寺さんがトップなのもおかしくない？」


    「それは薬師寺さんが言いだしっぺだし、能力的にも最強だし……」


    　なんだかよくわからないが、チームワークがとれてないことだけはわかった。


    「と、とにかく……この西の副帝山やま本もとが皇帝カヤ様の邪魔をする連中に恐怖と絶望を思い知らせてやる」


    「そういうこと。大人が出てきても無意味よ。世界はカヤ様のものなの。この松の副帝高たか島しまがゲヘナかインフェルノへ送ってあげるわ」


    　松とゲヘナとかの横文字の食い合わせ感が気になる。


    　班長の長なが久く保ぼさんが「はい、補導しましょう！」と叫んだ。


    　だが、いくら中学生でも、ここに来ているってことは準備があるということだ。


    「ふん！　俺にはこのデスたま銃がある」


    　山本（男のほう。スポーツ刈り）が出してきたのは水鉄砲の巨大版だった。


    　なんだ、それを使っても服が濡ぬれるだけだぞ。いや、硫酸とかを入れれば凶器にもなるのか……。


    　結論からいくと、どっちでもなかった。


    「デスたまセットオン！」


    　山本はつきたまを水鉄砲に入れた。


    　とても入りそうになかったが、とにかく水を入れる箇所につきたまを押しこんでしまった。つきたまはもちろん目つきの悪いものだ。


    　どういう原理だよ。ゼリーと比べたら相当弾力性があると思うぞ。そんなふうに圧縮できないだろ……。


    「食らえ、デスたま銃！」


    　にょろろろろ～ん。


    　さほど勢いのない水？　が噴射された。ところてんが押し出されている感じに近い。もとがつきたまだからだろう。つきたまの目に見えていた部分は、どうなっているのだろう。


    　それが隊員一人の顔にかかった。


    　微妙にねっちょりしてそうで嫌いやだな。


    　しかし、その反応はもっと嫌だった。


    「かゆいっっっっっ！　超かゆい！」


    　隊員が叫ぶ。魂たましいの叫びと言ってよかった。


    　立っていられず、その場に倒れこむ隊員。かゆさだけでそうなるってどんなんだよ！


    「デスたまで作った液体には強烈なかゆみ成分があるのだ。かきむしって血だらけになるがいい！」


    　銃そのものの効果で血だらけにはならないようなので、そこが救いか。


    　あと、デスたまって何だ？　また目つき悪いやつのオリジナル用語か。一人ずつ別の名前つけないと気がすまんのか。頼むから統一をしてくれ。


    「おい！　つきたまのどこにかゆくなる部分があるんだよ！　こちとら毎日仕事で触さわってるぞ！」


    「俺は昔からつきたまを触ると手がかぶれたんだ。そこで、気づいた。つきたまを液体状にしたら、恐ろしいかゆみを与える武器になるってな！」


    　いや、そんな成分、つきたまにはないだろ、お前の勘違いか体質のせいだろと思うが、本当にかゆくさせているのだから、どうしようもない。


    「鶴つる見みさん、ここは危なそうです。一度逃げましょう！」


    　いるかんからも提案があった。たしかに猛烈にかゆいというのは女性のほうが抵抗があるだろう。ところかまわず、かきむしるわけにもいかないだろうしな。


    「逃がしはしないぞ！　かゆさで悶もん絶ぜつするがいい！」


    　水鉄砲による攻撃は以後も続いていた。


    　班長の長なが久く保ぼさんにも直撃して、たしかに七転八倒しながら奇声をあげている。つか、三人目ぐらいで班長の長久保さん、やられたぞ……。班長もろい……。


    　水鉄砲はリーチがそこまで長くないので、逃げることはできそうだ。一度引き返すか。


    　しかし、そこに高たか島しま（女のほう。ポニーテール）が立ちはだかる。


    「逃がさないわ。この西の副帝が相手」


    　だから東だろ。全然覚えてないな、こいつ。


    「これが西の副帝の能力よ！　さいたま絨じゆう毯たん！」


    　よくわからない技の名前？　がコールされたかと思うと──何やら、地面から浮き上がってきた。


    「これ、つきたまだ！」


    　ずももももとつきたまが出てきた。地面にもぐってたのか。そもそももぐれるのか、つきたまって？　けど、実際に出てきたので文句を言っても仕方ない。


    　それでだ、地面からつきたまが一斉に出てきたらどうなるのか。


    　早い話が地面がいきなり風船の山になるようなものである。


    　こける。


    「どう？　私はさいたまを地面に隠しておけるの」


    「さっきから言ってるさいたまって何だ……？」


    　地名とイントネーションが違うんだよな。


    「この進化したつきたまの名前よ。最強のつきたまの略」


    　高島が目つきの悪いのを一つ手に取った。また、オリジナルネーミングか……。


    「埼玉県でそんなまぎらわしい名前つけるな！」


    　トランポリンの上で怯おびえている子供みたいにあわてながら、ツッコミを入れる。地面がつきたまのせいで波打って、立っていられない。


    「あのね、つきたまはね、地中で生まれて、地上に湧わき出してくるものなのよ。そのペースを私は意図的に早めることができるの。つきたまと心がリンクしてるからね！」


    「地中から湧いてくるだなんて研究、聞いたことないぞ！」


    　もっとも、これも実際に地中からぼこぼこ出てきているのだから、どうしようもない。理論は現実に敗北するしかないのだ。


    「さあ！　和わ光こう市しと飯はん能のうと鴻こうの巣す、行きなさい！」


    「埼玉県の地名をつけるな！」


    「正しくは駅名よ」


    　つきたま（高たか島しまの表現を使うとさいたま）がクッションになるので、ケガをすることはないが、立つのは無理だ。


    「あわわわっ！　バランスが崩れました！」


    　どうにか踏ん張っていたいるかんも俺の前で豪快にひっくり返った。普段着だったら、スカートの中のパンツが丸見えだっただろうな。シチュエーション的に興奮しないと思うけど。


    　そんなこけている俺たちに水鉄砲の銃口が向けられた。


    　どうしよう、あれで撃たれたら、かゆい。


    　命にはかかわらない気がするが、嫌いやだ。


    「さあ、かゆがれ！　大人は帰れ！」


    　山やま本もとは銃をいるかんのほうに向けた。くそ、女性から狙ねらうとは中学生のくせに卑ひ劣れつな！　親の顔が見たいぞ！


    　ここは男として盾たてにならないといけないのか？　かゆいのはきついけど、我慢するしかないのか？　教育係長として部下は守らねばならないのか？


    　答えを出せずにいる間に、俺の前に一人の男が立った。


    　班長の長なが久く保ぼさんだった。


    「かゆみは年長者が引き受ける。君たちは逃げなさい」


    　かっこいいけど、なんか締まらんな……。


    　ただ、長久保さんがヒロイズムを感じているのは表情からだいたいわかった。


    「長久保さん、かゆみにやられていたんじゃ……？」


    「もう乗り切った。一度味わえば何度だって同じだ」


    　お、かっこいいかも。


    「それに、あれぐらいなら俺の水虫のほうがかゆい」


    　汚い話だな……。


    「ふん、ならば耐えられなくなるまでかゆくなってもらおうか！」


    　そこに水鉄砲が噴射される。かわす気のない長久保さんに直撃。


    　水虫よりマシと言っていた長久保さんは、やっぱりかゆがって、顔を手で覆おおっていた。無理だったらしい。


    「よし、いるかん、行こう。班長のかゆみを無駄にしてはいけない」


    　バカなことをやってるような気もするが、後方待機のＣ班は攻撃されるなどと思っていなかったので割りと本気で混乱していた。地面という地面がつきたまに占拠されて、まともに立つこともできないし、あまりいい状態ではない。


    「鶴つる見みさん、いるかん、いいことに気づきました」


    「いいこと？」


    「これ、つきたまですから、地面のやつもデリートできますよ。はい、はい、はい！」


    　自分の手の近くにいたつきたまをいるかんが消した。


    　和わ光こう市しと飯はん能のうと鴻こうの巣すが消された（あくまでつきたまについた名称です）。


    　あ、そうか。トラップの役目を果たそうがつきたまには変わりはないのだ。それなら、どうとでもなる。


    「ちっ！　正しよう丸まると東ひがし村むら山やま、出てきなさい！」


    　高たか島しまよ、東村山は埼玉県ではなく、ぎりぎり東京都だ。


    　いるかんのつきたまデリート速度のほうが高島の増援速度より速いらしく、やっと、地面に立てた。


    　一部、被害者を出しながらも俺たちは窮きゆう地ちを脱することができた。


    　だけど、これからどうしようか。


    「班長いなくなっちゃいましたし、一度山の下まで戻りましょうか」


    　近くのつきたまを消滅させつつ、いるかんが提案する。本当に梱こん包ぽう用のプチプチをつぶす感覚と同じだ。なんか、いるかん一人に頑張らせれば、人間はともかくつきたまは全滅させられそうな気がしてきた。


    　マニュアルによれば、「班長がいなければ、ほかの指揮官の指示に従うこと、そういう人間がいなければ退却すること」となっていた。


    　ルールとしても、いるかんの言うことが正しい。


    　でも、不安の種があった。


    「あのさ、俺、上まで行ってくる。いるかんは戻ってもいい」


    「えっ？　どうしてですか？」


    「副帝が俺たちのところまで来たってことは、上に行った部隊がすでにやられてる可能性がある。課長補佐のことが気がかりだ」


    　ただでさえ、課長補佐は気合を入れて臨んでいた。深入りしてそうだ。


    　かゆい程度ならいいけど、カヤはつきたまを見ることもできなくさせる。


    　それはつきたまに関わる人生を奪うのと一緒だ。


    「つきたまが見えなくなったら、課長補佐は今の仕事が続けられなくなる」


    「へえ、そうなんですね」


    「そうって何が？」


    「鶴つる見みさんって、滝たき理りちゃんのこと、好きなんですか？」


    　ストレートにいるかんが妙なことを聞いてきた。


    「違う、違う！　そういうのじゃない！　ノット・ラブ！」


    　そりゃ、付き合おうと言われたら付き合うと思うけど、恋愛感情とかはない。狙ねらってたりはしてない。そういうの、課長補佐にすぐにばれそうだしな。ガチで左遷の運命が待っていそうで怖こわい。


    「でも、気になるんですよね？」


    「同僚が危なそうだったら助ける、それだけのことだよ」


    「なんだか、少しずつ鶴見さんの真ま面じ目め度が上がってきてる気がします」


    　不真面目度の高いいるかんにそんな評価ができるのかという気はするが、褒ほめてもらえるのなら悪い話じゃないな。


    「わかりました。いるかんももう少し体動かしたいからついていきますよ」


    「いるかん、恩に着る」


    「はい、あとで『ぜんまいの限界集落』と『わらびの廃村』買ってくださいね。『たけのこの農村』の姉妹品で限定版なんです」


    　もう少し未来のある商品名にしろよ、お菓子メーカー……。


    　頂上に近づいていくと、まずい事態が待ちかまえていた。


    　細い道をつきたまでできた壁が見事にふさいでいるのだ。


    　高さは四メートルぐらいだろうか。


    　誰だれかが積んだのか、つきたまのほうから積み重なったのかわからないが、石垣のようにそびえている。道が狭いから壁というより柱に近い。


    　ちょうど両側は急斜面で、まわりこむのも骨が折れそうだ。


    「おそらく、全方向から攻めてこられないように、足止めをしてるんだろうな……」


    　頂上へと進む道はいくつかある。Ｃ班以外は違う道を使っていた。


    　よじのぼれないことはないかもしれないが、崩れてきたら危ない。つきたまは痛くないと思うけど、自分が地面に叩たたきつけられる危険はある。


    　だが、俺は忘れていた。


    　ここには頼れる仲間がいるということを。


    「はい、はい！　はいはいはい！」


    　いるかんは立ちすくむこともなく、地面に近いつきたまから、じゃんじゃん消しはじめた。


    　その結果、バランスがおかしくなって、壁も崩れる。


    　奥まで続く長い壁だったらしく、崩れたのは前だけだが──


    「崩れたところから登って、この上、泳ぐようにして進めませんか？　いるかんにはちょっと難しそうだから、もう少し消していきますけど……」


    「ありがとう！　いるかん！　恩に着る！」


    　考える前に手を動かす人間の勝利だな。つまり、俺の敗北な気もするけど、味方が勝利したのだから問題あるまい。


    「課長補佐を見つけてくる！」


    　倒れているつきたまを踏み台にして、壁の上に立──ちはしない。このぷにぷにしたものの上に立ったら、ずぶずぶ沈む危険がある。石垣に見えても所しよ詮せんはつきたまだ。目つきが悪くなっても硬くなったりはしていない。


    　体重が均等にかかるようにサーフボードの感覚で腹ばいに進む。サーフィンなんてリア充度の高い遊びはやったことがないけどな。


    　発想は間違っていなかった。二十メートルほどの壁をその要領で越えた。


    　壁の奥は違う世界だと、肌で感じた。


    　これ、カヤの部屋で感じた空気だ。澱よどんでいる。


    　やっぱり、ここはカヤの本拠地だな。


    　あの石垣が一種の入り口だったんだろう。


    　石垣のむこうには心神喪失気味の迷彩服が何人か道の脇わきに転がっていた。シャレになってない。本当にここは地獄なのかもしれん。


    「これ以上は危ないからやめておけ。この先はボスがいる……」


    「何があったんですか？」


    　迷彩服は思い出すのも嫌いやという顔だ。いい年した大の大人が泣きそうになっている。体より心が疲れている。


    「俺は本当にダメだ……。まさか、つきたま特殊部隊もまともにこなせないなんて……。通常の特殊部隊は自信がないから、つきたまのほうを選んだのに……」


    　やっぱりつきたま特殊部隊って、特殊部隊の中でも二流の仕事なんだな……。


    　だが、この隊員がぬけがらのようになっているのは事実だ。


    「この先に行くなら気をつけろ……。つきたまに吸いつかれると、力が抜ける……。長時間吸われた者には、つきたまが見えなくなったのもいる……」


    　薬やく師し寺じの時と同じだな。


    「ご忠告ありがとうございます」


    　一礼してその奥に向かう。つきたまが道を覆おおっていて、かなり邪魔だが、それ以上の妨害はない。ただ、細い道をふさがれると速度が出せない。バランスを崩すと崖がけに落ちる箇所もあるしな。


    　ところどころ、隊員がうなだれたり、倒れたりしている。死し屍し累るい々るいの中を進む。動けない隊員の上につきたまが乗っていると、本当に食べられているみたいで気味が悪い。


    　まだ課長補佐を目にしていないだけマシか。


    　そして、道は終点。


    　木々の途切れた眺望のよさそうな場所に、コンクリート製の展望スペースが見えた。最近置いたらしい「スカイツリーが見えます」という看板も見える。


    　捜していた相手もいた。


    　カヤは展望スペースのベンチに座っている。


    　そのカヤに対たい峙じしているのは課長補佐。


    　様子を窺うかがうため、ひとまず草陰に隠れた。こそこそ隠れる能力は高い。小学校時代から目立たない性格なのが功を奏した。


    「これ以上、抵抗はやめて家に帰りなさい。中学生ごときが何も支配などできない」


    「敗残の将が語っても説得力がありませんね。それに、中学生だって、グローバルスタンダードの時代なら天下の取り方はあります。あなたの世代とは時代が違います」


    「世代はそう変わらん。これでも二十代だ」


    「干え支とがひとまわり違う人とは会話が通じませんから」


    　カヤめ、言ってはいけないことを……。


    「交渉決裂により実力行使に出る」


    「特殊部隊まで出して交渉と称するのは無理がありませんか？」


    「おっしゃるとおりだ」


    　お互いがにやりと笑う。


    「私の駆除方法は見た目が過激なので、あまり見せたくないのだが」


    　課長補佐が取り出したのは、一振りのナイフだった。いくらなんでも、それは危なっかしいのでは……。


    「もちろん模造品だ。大根も切れん。だが、つきたまなら問題ない」


    　課長補佐が手近なものにナイフを刺した。


    　刺さるというより、押されるようにしてへこんだつきたまが消滅した。


    「まったく素そ行こう不ふ良りようですね。至高の存在をそんなに乱暴に扱うだなんて。行政はやはり地獄逝いきです」


    「それならお前もつきたまを食べるというじゃないか」


    「ええ。つきたま自体に命はありませんからね。つきたまは異世界から遣つかわされたエネルギー体です。だから、食することでそのエネルギーを得られるんですよ」


    「そんなもののの何が至高なんだ？」


    　課長補佐が当惑する。隠れている俺も同じ気持ちだった。


    「つきたまの背後には、異世界の偉大なる存在がいるんですよ。わたしはその力の代行者というわけです」


    「そんな得体の知れない力に人間は支配されたりせん」


    　課長補佐がつきたまを倒しつつ、接近していく。そのままカヤに近づく。


    　だが、その足は簡単に止まった。


    　目の前にあったつきたまが前触れなく爆発したからだ。


    　薬やく師し寺じの時にもあったが、あれとは威力が明らかに違う。


    　そして、隠し切れないほどの禍まが々まがしいオーラがカヤからにじみ出ていた。


    「わたしの力は吸収だけではありません。存在を消さないといけない場合は、こうやって一気に吹き飛ばすことにしています。お姉ちゃんもできなくはないですが、あれはまったくの無自覚。わたしの場合は意図的で威力もコントロールできます」


    　カヤの表情が鋭いものになる。


    「次はもっと近くで爆発させます。近くどころか、あなたにつきたまをくっつけて爆発させましょうか？」


    　ヤバい。今のカヤは歯止めがききそうにない。


    　ずっと山の上にいたせいで、価値観が自分用の閉じたものにせばまってしまっている。


    「あなた、国の差し金ですよね？　あなたを倒せば、国も作戦を見直すのではないですか？」


    「そんなことをしたら、お前の罪も重くなるぞ……」
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    「どこの国の法律にも、つきたまを爆発させてはならないだなんて条文はありません。つきたまが爆発するという証拠なんて提出できませんよね」


    　ダメだ、カヤは本当にやる気だ。


    　つきたまが課長補佐のまわりを囲む。


    「それに──わたしは世界を創つくる者ですよ。既存のルールを恐れて何を創るっていうんですか？　この世界の新しい秩序はわたしからはじまるんです」


    　笑うというより[image: ]あざ笑わらう。


    　弱者をいたぶるような目でカヤは課長補佐を見る。


    　まさか、あの課長補佐がそんなふうに扱われるだなんて。


    「バカなことはやめろ……。これは創造ではなく破壊だ……」


    「バカなこと？　そうですね。安定以外に望みもない地方公務員には、わたしの生き方はバカに見えるでしょうね」


    　違う。課長補佐は俺とちがって地方公務員ではなく国家公務員だと言いたいが、言えるわけがない。こっちは隠れている身だ。


    　まさか、俺に向けて言っているわけでもないだろうし。


    「ですが、わたしは普通とは違う生き方をお姉ちゃんに見せつけられたんですよ。堅実さとか正確性とか中ちゆう庸ようとか、そんな美徳は何の役にも立たないってね！」


    　言い終えたあとのカヤの口元が締まる。


    　それは、カヤの本音に聞こえた。


    　あいつ、やっぱり、薬やく師し寺じに憧あこがれて……。


    　しかし、本音はすぐに殺気にかき消された。


    　つきたまが課長補佐に飛びかかる。


    「運がよければ大ケガですむでしょう」


    　ここはなんとしても止めないと……。


    　でも、どうやって？


    　俺には特殊な能力なんて何もないぞ……。だからって、やらないわけにはいかない。この危機を止めるために俺はここまで来たんだ。職務を遂行せねばならない。


    　何かヒントはないかと考える。さっきまで一緒にいたいるかんのことが頭に浮かぶ。いや、いるかんを思い出しても無意味──なんてことはないな。


    　まず、実践だ。体を動かすんだ。答えは動かしながら考えろ。


    　俺は課長補佐をかばうようにカヤの前に飛び出して──


    　すぐ地面に膝ひざをついた。


    　降参したんじゃないぞ。かといって、刺客のように思われ、あわてて爆破されても困るしな……。


    　まずは関心を自分に集めるしかない。間違ってはないはずだ。その証拠に爆発は起きていない。


    「あら、鶴つる見みさん、あんなところに隠れて何をやってるのかと思いましたよ」


    　ばれていた。


    　けど、そうだよな。こいつの裏なんてかけるわけがないよな。


    「つ、鶴見君……？　どうして、こんなところまで……？」


    　驚かせたのは課長補佐のほうか。ある意味、命令違反してるわけだしな。Ｃ班がこんなところまで来る作戦なんてない。


    「課長補佐を助けに来ました」


    　──とかっこいいことを言ってみたものの、方法は絶賛未定だった。就職活動の面接で「何か得意なことはありませんか？」と聞かれた時の気持ちに似ている。得意なものなんてない！　なかったら悪いのか！　なかったら人間として胸張って生きちゃダメなのか！


    「でも、どうやってその人を助けるつもりなんですか、鶴見さん」


    　にやにやとカヤが聞いてくる。


    　そんなの俺が聞きたいよ！　俺は無力だよ。スポーツも得意じゃないし、まして魔法も武器も使えねえよ！


    　だけど、そんなこと言うわけにはいかない。何の手も打たなければ、こいつは容よう赦しやなく爆破を行うぞ。中学生風ふ情ぜいがやけに大きな力を手に入れて、変になってるんだ。本質的な解決にならなくてもいい。こいつが納得できる答えを提供できればいい。できれば自尊心をくすぐるような手であれば一番いい。


    　何か考えろ。伊だ達てに人生二十年以上生きているわけじゃないだろ。こんな時のために大学まで出たんだろ。


    　よし、これだ！　これでいこう！


    　俺はその場で、土下座した。


    　降参じゃないぞ。俺の中では、少なくとも降参じゃない。


    　小さな枝が額ひたいに当たる。ちくちく痛い。屈辱はどうでもいいが、肉体的に痛い。つきたまみたいにぷにぷにしていたりはしない。


    　カヤを持ち上げる方法は思いつかない。なら、俺が下がってやればいい。


    「課長補佐を助けてくれ……。大切な上司なんだ……」


    　沈黙が訪れた。やけに長く感じたのは、俺の心のせいだろうか。誰だれとも視線が合わないからか、時間が流れるのが遅くなる。


    「いいでしょう。あなた方が手も足も出なかったという事実に変わりはありませんし、そこまでして命を奪っても仕方ないですから」


    　許しの言葉が出て、俺は頭を上げる。


    「二十年以上も生きて学んだのは平気で土下座するという奴隷道徳なんですね。きっとわたしも礼儀正しく生きていたら、そうなってしまったんでしょうね。やはり魔法の研究を進めて正解でした」


    　俺は何も言わない。口ごたえをしない。目的はカヤと戦うことじゃない。ここから課長補佐を連れて、脱出することだ。どれだけ口汚く罵ののしられようとケンカはするな。


    「では、とっとと帰ってください。居座るようなら爆破しますからね」


    　これ以上、カヤを刺激できない。俺はさっと課長補佐の手をとった。俺から動かないと、たぶん課長補佐も動けなかっただろう。


    「あ、鶴つる見み君、すまない……」


    　課長補佐は完全にうつむいている。本人にとってみれば失態なんだろう。


    「ひとまず、帰りましょう。話はそれからですよ」


    　課長補佐はふっと俺の額ひたいに手をやった。


    「土がついてるぞ」


    「あっ……すみません」


    　やっと課長補佐がかすかに笑みを見せた。


    　まだ目は笑えてはいないけども。


    　やはり、課長補佐のショックは大きいらしい。なんてことのない地面のつきたまを思い切り踏んで体が傾く。


    「あっ……！」


    　弱々しい声を出して、斜面のほうに体がよろける。


    　俺のほうは落ち着いていた。どことなく、今の課長補佐に不安を覚えていたためだ。とっさに腕をとって引っ張り上げた。


    　ただ、そこから先のことまでは計算してなかったので、勢い余って俺のほうが背中から倒れた。つきたまがクッションになってるからケガはない。


    　けれど、真上に課長補佐が来る流れになってしまったが……。


    　悪意がないのはわかってもらえるだろう。許してはもらえるだろう。しかし、気まずいことに変わりはない。男と女がこの距離はまずい。


    「ありがとう。助かった……」


    「課長補佐、疲れてますよ。足が上がってませんでした」


    「むっ。そんな年としじゃないぞ」


    「だからこそ、心配になってるんですよ。過剰に疲れてる証拠なんだから」


    「あっ、そうだな……」


    　自分が弱っていることに、やっと気づいてもらえたか。


    　そこでお互い、何を言うべきかわからなくなってきた。


    　というか、何か言う前にどいてもらったほうがいいのだろうけど、上司にどけって言いづらいな……。


    「なあ、鶴つる見み君、今、彼女はいるか？」


    　真正面からの質問が来た。しかも、課長補佐の体重を感じながらの真正面だ。


    　それって、こんな態勢でする質問か？　ランチタイムじゃないぞ。


    「いえ、そんなのいるわけないですけど」


    「そうか」


    「……そうです」


    「なら、私──」


    「もう、アツアツですね～」


    　──といるかんが楽しそうに飛び出てきた！


    　同じタイミングで俺と課長補佐が「わっ！」と声をあげた。


    　いるかんの存在を完全に失念していた。まあ、それぐらい切羽詰まっていたのだが。そりゃ、つきたまの壁が一段落したら道なりに来るよな。


    「やっぱり、その感じは二人、付き合ってたんですね。そうですね」


    「違う！　そんなことはないぞ！　ほんとにほんとにだ！」


    　課長補佐が顔を赤くしながら、起き上がる。そんなに全力で否定されると、少しだけ悲しくなるが、事実なのだから何も問題ない。
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    　なぜか、いるかんにすごく大切なものを壊されたような気がするが、さすがに被害妄想だな。いるかんが壊すものといえば、つきたまぐらいだろう。俺もよっこらしょと起き上がる。さすがにまだよっこらしょとか口から出てしまう年としではない。


    「いるかんは追加で『やまうどの峠』を買ってもらえれば、このことは黙っておきますよ」


    　お菓子メーカー、商品を作りすぎだろ。


    「初はつ瀬せさん、このことも何も勘違いなんだ……」


    　やけにいるかんが勝ち誇った顔をして、課長補佐はずっとばつの悪い顔をしていた。


    　これまでにない新しい関係性が生まれている。生産的なのはよいことだ。きっかけはいるかんの誤解な気もするが。


    　もっとも、それどころじゃないんだよな。


    「惨敗しましたね、俺たち」


    「イチからやりなおしだな」


    　課長補佐の視線は地面ばかりに向いている。


    「やりなおすチャンスは私には当分ないかもしれないが」


    「ネガティブなことを言うの、禁止ですよ」


    　珍しい展開だが、俺が課長補佐を補佐するという流れになっている。強い人間もたまにはもろくなるのだ。むしろ、普段が強い分、時には甘えたくなるものなのだ。課長補佐ならいつでも甘えてもらってけっこうです。


    　あれ？　もしやさっき課長補佐は俺に甘えようとしていたのか？　彼女がいるかどうか聞いてきてたし……。


    　待て待て。実は獲物がかかっていた的な発想はやめよう。建設的じゃない。あの時、努力していたら成功していた系の話は負け惜おしみの要素があるだけ情けない。俺が課長補佐にモテるわけないだろうが。バカか。


    「ひとまず、今日はゆっくり眠りましょう。みんなくたくたですから」


    　課長補佐は笑ってうなずいてくれた。


    　少し切なそうな表情だが、そこは負けたのだから仕方ないだろう。


    　けど、負けたからってすべてを投げ出していいわけじゃない。これはトーナメント戦ではないのだ。


    　極論、勝つまで続けないといけないのだ。


    　でないと薬やく師し寺じ家が立て直せないからな。


    　もはや、一職員の職務の範囲を逸脱している気もするが、ま、そこは目をつぶっておこう。


    　今回は自主的に面倒なことを抱かかえこもうとしてる分、人間的に成長しているのだろうか。


    　もし、神様がいたら、上う手まく転ぶようにおはからいください。


    　どうせなら、転ばずに解決するほうがいいですけどね。
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    ３たま　深夜における会場の無許可使用について


    



    



    　カヤに対する恨みはいろいろとある。大人げないほどにあると言っていい。土下座する羽目になったほどだし、とっつかまえたら目の前で宴会芸ぐらいやらせたい。


    　だが、とくに許せないことが一つある。


    　あいつのせいで通常業務が超多忙になっていることである。


    　つきたまに襲おそわれたという相談件数は増える一方だ。


    　ついに昨日、一日で三桁けたを突破した。特別予算で臨時職員を二人ぐらい採用できそうな勢いだ。昼食の休憩時間も食べてすぐ現場に復帰しないと全然間に合わん。職場環境が劣悪だと厚生労働省に訴えたいレベルである。詳しく見てないけど、労働基準法にはどこかしら抵触していると思う。


    　あれ以来、まだ薬やく師し寺じにも会えないままだ。


    　ただ、悪いことばかりではない。いや、大半は悪いことなのだが。


    　課長補佐が激務の海に投げ出されたことで、落ちこむ暇ひまがなくなったのだ。


    　どうやら、あの山上での作戦は課長補佐が計画したものだったらしく、責任問題とまではならないまでも、精神に少なからぬ打撃は与えていた。


    　しかし、あまりの相談件数の急増により、管理・監督役の課長補佐も窓口に出て仕事をさばきまくることになり、マイナス思考になる時間さえ作れない有様なのである。十分で一つの相談を切り上げ、次、また次と移っていく。


    　このまま、つらかった日々も忘れてしまえばいいのに──って忘れちゃダメだよな。解決しないとな……。


    　しかし、一度カヤに土下座した手前、再び山を目指して行けばどんな目に遭うかもわからず、困り果てていた。あいつの性格からして、次は本当に爆発させてくるだろう。自分にも厳しいが、他人にも厳しいタイプだな、あれ。


    　ううむ、正義の味方はいないのか。だが、まさに正義を愛する魔法少女は看板を下ろしている。白馬に乗った王子様を待つ少女のごとく、俺は救世主を待ちわびていた。


    　そしたら、救世主らしき人が来た。


    　そんな意外な人じゃなくて、マノさんだった。


    



    　マノさんは庁舎が閉まるころあいにわざわざ訪ねてこられた。


    　そうっと便利な小会議室に入っていただく。ここまでご足労いただいたうえに、来客にまともにお茶も用意できない環境で申し訳ない。けど、有名人のマノさんと喫茶店で話すよりはこのほうが安全ではある。


    「先日の決戦はなかなか大変だったようであるな」


    「はい、ぼこぼこにされました──って、どうしてマノさん、ご存じなんですか？」


    　おかしい。わざわざ話したりなんてしてないはずだぞ。勝ったならともかくボロ負けだったし。


    　公務員の世界では、よほどの重大事でない限り、秘密はあっという間に拡散する。「みんなには秘密な」と言った話が一週間で庁舎の半数に知られているなんてのは本当によくある。


    　たとえば、二階の森もり本もとさんと野の口ぐちさんが付き合ってるのを知らない職員はいないどころではなく、野口さんの前の職場である所ところ沢ざわつきたま事務所でも、ほとんどが知っていた。知られてないと思っているのは本人たちだけである。


    　おそらく飲み会の席ででも、ぽろっと言ったのだろう。そしたら、もう終わりだ。ただ、言っちゃったなら諦あきらめもつくが、稀まれに誰だれにも言ってないはずのことまで広まってることがあるので、恐ろしい。


    　ただし、この拡散力は職場の内部に限られる。部外者に広まることは滅多にない。うちに限らず、日本中の企業でもほぼ同じだと思うが、ムラ社会なのだ。情報は内側で完結するので、トラブルにならない。


    　では、マノさんがなぜ知ってるんだ？


    　情報ソースは俺しかいないと思うが、言ってないぞ……。


    「ああ、あの戦い、我わが輩はいも眷けん属ぞくたちと参加していた」


    　衝撃の事実が聞こえてきた。


    「あの山、いくつか登り口があるからな。そちらから頂上を目指したのだ。だが、残念ながら瀆とく獣じゆうを倒せるだけの力が今の眷属たちにはなかったので、引き返した」


    　第三勢力も着々と水面下で動いていたらしい。世界はいつだってそれなりに複雑である。よく、難しいことを簡単に言えてこそ、一人前とか言うが、あれって詭き弁べんである。そんなに単純化してすべてわかったら苦労しないし、それぐらい簡単に理解できたら専門の分野にもっとたくさん人が進出できるだろう。そもそも、しっかり理解していれば難しいことも簡単に言えるって根拠が[image: ]なぞもいいところである。


    　話がそれた。閑かん話わ休きゆう題だい。


    　マノさんが引き返してしまったということは、それほどまでに敵が強いということだ。打開策が見つからない……。


    「しかし、攻略の糸口は見つかった」


    「えっ」


    　砂漠でオアシスを見つけたような気分になった。


    　でも蜃しん気き楼ろうではあるまいな……。


    「その話、本当ですか……？　本当に本当ですか？」


    「鶴つる見み殿、我わが輩はいはヴァンパイアだ。ゆえにその言葉は誠実であり、政治家のような虚飾もなければ、宗教家のような誇大妄想もない。ただ、一人の裸の悪でしかない」


    　かっこいい発言だが、ヴァンパイアにおける悪の要素がない。これでは天使とか聖人とかと同じである。


    「それに、我輩は本気だ。埼玉征服の夢を実らせるにはあの女を打ち倒さねばならぬからな」


    「ああ、そういえばそんな夢を抱いだかれてましたね……」


    　マノさんはなぜか埼玉征服という大きいのか小さいのかよくわからない野望を持っている。戦国時代の地方領主なら壮大かもしれないが、二十一世紀的にはどうなのか。さいたまスーパーアリーナをマノ・フランクのファンでいっぱいにするという方法をもって征服の代替としてほしい。それぐらいなら、すぐにでもできそうだけど。


    「必ずあの瀆とく獣じゆう使いは倒す、それだけは間違いない。しかも、あの女はまだ中学生だろう。正しく学校に通い、授業を受け、勉強をするべきだ。高等教育が必須かは怪しいところもあるが、最低限の知識を身につけなければ立身もままならんぞ。あんな山中に仲良しグループでこもってもキャンプの練習になるだけで、世を渡る知識は学べん」


    「マノさん、発言が正論すぎます」


    　どうしてこのヴァンパイアはいつもいいことを言うのだろう。やはり、人の前に立って堂々と歌を歌う人は違うのか。


    　いかん、話を伺うかがう前から、妙な方向にずれこんでいるぞ……。


    「ちなみに、攻略の糸口というのはどのようなものでしょう？」


    「ああ、あの瀆獣使いは結局、瀆獣に頼ってしか戦うことができん。あいつは力を生み出しているのではなく、瀆獣から借りているだけだからな」


    　わからなくはない。


    　つきたまを爆発させるにしてもけしかけるにしても、つきたまがいなければ何の意味もない。


    「なので、瀆獣を無力化する方法さえ見つかれば何も怖こわくない。これが第一の解法だ」


    「ふむふむ。で、その方法は？」


    「わからぬ」


    　席からずり落ちそうになった。


    　そんな、「理論上にはヘビー級チャンピオンをノックアウトできる可能性が存在するから俺はボクシングでトップに立てる」みたいな話をされても困るのだが。


    「話は最後まで聞きたまえ。あくまで、これは第一の解法だ。最善ではあるが、そんなものがそうそうないことは承知している。使うのは第二の解法だ」


    　よかった。ファーストだけではなく、セカンドもあるらしい。


    「瀆とく獣じゆうの数は有限である。よって、瀆獣では対処できないほどの軍勢で攻めれば必ず勝てる。鶴つる見み殿らが敗れたのは単純に軍勢の数が十分ではなかったからにすぎん」


    　やはりマノさんは冷静だ。


    　見方を変えるだけで、こんなに状況がクリアに見えてくるものか。


    　これなら勝つための方法を見つけられそうな気にもなってくる。


    　だが──冷静すぎるせいで人間の心を考えられていない。


    「いや、それはわかるんですけど……爆弾魔に突っこんでいくことなんてできないですよ……」


    　相手はつきたまを使って人間を吹き飛ばせるのだ。


    　たしかにつきたまが足りなくなるほど、攻めれば必ず倒せるだろうが、解決する前に吹き飛ばされる側がわにまわりたい人間なんていない。


    「鶴見殿、何も我わが輩はいは命を惜おしむなとは言っていない」


    　あっさり俺の杞き憂ゆうは否定された。


    「命を惜しまない兵士はほかにもいるではないか」


    「え、命がけの志願兵を募つのるんですか……？」


    　まさか、自分の熱狂的ファンを特攻させるだなんて言わないよな……。俺もファンだが、死ねるかと言われると生きたいですと答えると思う。死んだらマノ・フランクの曲が聞けないし。


    「ほら、このまわりにも、こんなにたくさんの兵士がいる」


    　マノさんの視線が足下に向かう。


    　そこには、目つきが普通のつきたまたち。


    　つまり、マノさんの眷けん属ぞくたちだ。


    「この眷属たちは我輩の覇権のために命を[image: ]として戦うことを誓ってくれている。眷属たちにとっても、あのような醜悪な同族に支配されるのはまっぴらだろうしな」


    　目には目を。つきたまにはつきたまを、か。


    　悪い発想ではないかもしれない。


    「今、我輩の眷属はその数およそ三百八十。この数を千にまで増やして、攻めかかろうと思う」


    「え、三百八十……？」


    　さらりととんでもない数が聞こえたぞ。


    「うむ。多すぎるので、大半は庁舎の駐車場に待機させているが」


    　窓から駐車場をのぞいた。


    　何か異常があったとしか思えないような数のつきたまが密集していた。


    　いや、密集という表現は不適切だな。


    「これ、整列してますか？」


    　一定の間隔をあけて並んでいるように見える。もはや軍団だ。


    「よく気づいたな。やみくもにわさわさ動かすだけでは威力も小さい。だが、組織的に機能的に派兵できれば、その力は数倍にもなる。我わが輩はいは眷けん属ぞく軍の増強と訓練に明け暮れているのだ。軍事の知識はないから、見よう見まねではあるがな」


    「増強か……。そういえば、箕み原はらの街でこのプレーンなつきたまを見なくなってたな……」


    　今、箕原市内で見るのは大半が目つきが悪くなったバージョンなのだ。


    　これだけのプレーンが集まっているだけでも十分に奇異な光景だった。


    「ああ。徐々に敵も影響力を強めてはいる。だが、街にいるようなつきたまは付和雷同の輩やからに過ぎん。本気で戦う意志のある者は山にいる少数だけだ。むしろ、このへんの瀆とく獣じゆうを我輩が教化して、軍に編成することもできている」


    「これはいけるかもしれません！」


    　久しぶりにテンションが上がった。


    　これまでは漠然と強敵がいると考えていたので、にっちもさっちもいかなかったが、勝利の方程式ができてきた気がする。


    　だが、そこで一つ引っかかることがあった。


    「なんで、マノさんの周囲のつきたまは、その……眷属として動けるんですか？」


    「質問の意図がよくわからんな」


    　マノさんが首をかしげる。


    　本人にとってみれば、眷属が眷属として戦うのは当たり前なんだろうな。


    　しかし、世の中そんなの当たり前でも何でもない。


    「普通のつきたまは人間の言うことなんて聞きませんよ。ただ、そこらに存在しているだけです。隊列まで組んでるっていうのは、なんていうか……人間臭すぎる。どんな教育法があるんですか？」


    　これまでも、マノさんは自分の周囲にいるつきたまを眷属と呼んでいた。


    　それは俺も見てきたから知っている。そこまでならありうる範囲だ。人間につきたまは寄ってくる。自分を慕っているように感じることだってあるだろう。そんなふうに解釈する人間だって、世界規模で見ればそこまで珍しくはない。


    　だが、隊列を組ませるというのは、まったく別の概念と言っていい。


    　もはや、しつけというより教育だ。つきたまを教育したなんて話は全然聞いたことがない。


    「我輩がそう望んだから、眷属たちがそれに倣ならった。そこまで難しい話ではないと思うがな」


    　マノさんはまだしっくりきていないようだ。


    「マノさんは、軍事の専門的知識はないんですよね？」


    「さっきも言ったが、ない。そもそもヴァンパイアにとって軍隊など不要だからな。ただ、我輩が眷属に戦うよう望み、眷属がそれにこたえようとしているだけのことだ」


    「まさか。望んだだけで現実になったら、俺、今いま頃ごろ、石油王ですよ」


    　言って、自分の夢の世俗性に悲しくなった。いつから俺は夢を見られなくなったのだろう。


    　いや、待てよ。


    　ふっと、ひらめくものがあった。


    　もしかすると、これはもしかするかもしれない。


    「マノさん、情報提供、本当にありがとうございました。お礼に次のＣＤ、五枚買います」


    「気持ちはうれしいが、そんなに買うとふところにきついのではないか？」


    「マノさん、お気持ちはうれしいですが、女子高生の立場で社会人の経済状況をガチで心配しないでください……それはそれで傷つきます……」


    　年収というのは、社会人でもそうそう他人に話さない、ある種、恋愛感情よりもミステリーなものだ。だが、それでもマノさんの年収が俺よりはるかに多いことは誰だれでも察することができる。


    　なお、もしお金の話（一例として、宝くじで三十万円当たったなど）を職場の誰かに話すと、通常の[image: ]うわさの三倍を超えるペースで拡散する。これを人類皆現金の法則と勝手に呼んでいる。


    「ちょっと、俺のほうでもよさそうなネタが浮かんだんです。試してみないとわからないですけどね」


    「ほう。鶴つる見み殿も眷けん属ぞくを支配できるのか？　土つち蜘ぐ蛛もならば当然か」


    「その単語聞いたの、前にご自宅を訪問させていただいて以来です」


    　土蜘蛛を名のって大おお土ど呂ろ家に入ったが、おそらくあの日が人生で一番土蜘蛛を意識した日だろう。あれを超える日々がやってくるのは、割りと冗談抜きで勘弁してもらいたい。


    「また土蜘蛛として我わが輩はいの屋敷に来たい時があれば、いつでも言ってくれ」


    　すみません、訪問はしたいですが、土蜘蛛からは一度離れます。


    「つきたまのメカニズムがわかったかもしれません。わかったからといって、俺がそれで戦えるってことにはならないかもしれませんが。それでも──」


    　俺の声はちょっと大きくなっていたかもしれない。


    「つらい思いをしている奴やつを助けられるかもしれない」


    「おっ、鶴見殿、男前な表情になったな」


    「そのお世辞、喜んで受け取っておきます」


    　本当に顔がよければもっと人生は別のルートに移っていただろうが、でも、今の人生は今の人生で意外と楽しいかもしれない。


    　そう思える程度に、思考が上向きになってきていた。思考が踊り場を脱した！


    「では、我輩も眷属の増強につとめるとするかな」


    「はい、ぜひともよろしく頼みます。あの中学生に目にものを見せてやりましょう！」


    「無論、そのつもりだ。ああ、そうそう」


    　何かを思い出したようにマノさんが一つ尋ねた。


    「鶴見殿はマノ・フランクのファンなのだな？」


    「信者レベルのファンです」


    　カラオケ五時間をマノ・フランクだけで通す自信はある。おそらく、そのカラオケの会には二度と呼ばれなくなるだろうが。


    「そうか。では何日かあとの夜にお呼びするかもしれん。場所が大おお宮みやのあたりなのでご迷惑かもしれんが」


    「そんなところで何を？」


    「正式決定ではないので、まだ言えん。それにもしも広まるとまずいのでな。鶴つる見み殿にも言えぬ。申し訳ない」


    　丁重に頭を下げると、マノさんは去っていった。


    　無数の眷けん属ぞくたちとともに。


    　いや、ちゃんとマノさんは数を把握しているらしいが……。


    



    　マノさんが帰っていったあと、俺はまた書庫に入っていった。どれだけ本が好きなのかと思われそうだが、とくにそういうわけではない。それに、論文の類たぐいはいわゆる本ではない。


    　パソコンから論文名で検索をかけることもできるのだが、つきたまの論文の場合、内部でのジャンル分けがさほどないので、結局全部当たってみるしかない。なにせ学問の歴史が浅すぎて、そういう整理をする作業ができていないのだ。
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    　面倒だが、文句は言ってられない。なにせ自主的な行為だしな。


    　残業代を要求できないのが悲しいが、今は金より時間が惜おしい。


    　いかん、いかん、お金の話はやめよう。気分が暗くなる。それにお金お金って言うけど、お金がなくて身動きがとれなくなってる人間より、時間がなくて身動きとれなくなってる奴やつのほうが世の中多いのだ。いや、だから、そういうこと考えるのやめよう。


    　そして、薄っぺらい雑誌をいくつもめくっていると、それらしきものにぶつかった。


    



    「つきたまと関連する蓋がい然ぜん性せいが高い怪現象と関係者の心理状態の分析」


    



    　なんか日本語としてわかりにくいし、日本語として正しいのかも怪しいタイトルだが、つきたまの論文は多かれ少なかれこんなのだ。


    　だが、まだ安心はできない。読んでみたら、全然期待してたのと違うぞってことはよくある。大学で卒論書くために論文あさってた時にさんざん経験した。看板に偽いつわりありだろって思ったことも何度もあった。


    　裏切られたと思わない程度の淡い期待で読みはじめるのが吉だ。


    　あと、立って読もう。この時間に寝落ちすると、夜中に目覚めたりしかねないからな……。そうなると帰るのも確実にラストになってしまう。


    　最後に庁舎を出る場合、何かと手続きが面倒なのだ。あんまり庁舎のロックが遅いと警備会社から庁舎あてに連絡が入るしな……。まだ、この時間なら一人、二人、残務整理をしている人がいるはずだ。そういう人が残っている間に帰りたい。


    　ちなみに論文を読んでいる際に眠る率の高さは異常である。睡眠不足の方は何の興味もないジャンルの論文を読むことを冗談抜きでお勧めする。興味のある分野でも、しばしば眠くなるけど。


    　それで肝心の内容だが、眠気はこなさそうだ。


    　鉄板で求めていた内容が書いてあったからだ。


    　論文要旨を嚙かみ砕いて書くと、こうなる。


    



    　各所でつきたまによるのではないかという怪現象が報告されている。もちろん、事実誤認のものも多数あるが、原因不明のものも少なくない。


    　では、どうして原因不明のまま、話が進まなかったのか？　怪現象の事例に共通項が見えづらいからである。特定の現象だけが起こるなら、つきたまとの因果関係が研究されただろうが、つながりが薄いためにただの勘違いだろうと片付けられる。そのため、つきたまは世界に何も影響を与えないと結論づけられていたのだ。


    　だが、あらためてデータを調べた結果、奇妙な共通点が見えてきた。


    



    　ここでクイズ番組なら、「さて、その共通点は？」と尋ねるところだが、番組じゃないし、クイズを出す人間もいないので、そのまま先を急ぐ。あと、論文なので、事実が列挙されているだけでドラマティックに書いてあるわけでもない。


    



    　怪現象の近くには、その怪現象のことを考えていた人間が存在していることが多い。


    



    　たとえば、つきたまが口から火を噴ふいたと通報した女性は、つきたまによって買ったばかりの新築の家が焼けるリスクはないだろうかと夫に話していたという。


    　つきたまに嚙かみつかれたと訴えた少年は、つきたまに嚙みつかれる夢を何度か見ていた。


    　こういった事例は長らく、こんな結論を下されていた。


    　そういうことをよく考えているから、そういうものを感じたり、見たりしたんでしょうと。


    　仏教圏に住んでいる人間が臨死体験をすると仏様を見るし、キリスト教圏の人間が臨死体験をすると天使を見る。


    　信心深い人は、だから仏や天使が実在すると言うかもしれないが、冷静に考えれば、そういう知識を持っているから、見てしまうのだということになる。もし、仏の「ほ」の字も知らない人たちまで夢で仏を幻視したら、実在も信じたくなるだろうが、そんなことはないはずだ。


    　なので、つきたまの場合でも、つきたまって嚙みついてくるんじゃないかと恐れている人がそんな夢を見ただけだ、とかいう話になって、終わっていた。再現性がない。つまり、気のせいだ、と。


    　しかし、この論文は、その発想を変えた。


    



    　つきたまは人間が望むような状況を現実に引き起こしてしまうのではないか。


    



    　論文の著者はそこそこ有名な大学の教授だ。まあ、読み物としては面白いが、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいだねという評価をされたんだろう。論文としての知名度は高くない。もちろん、世間一般的に知られているつきたまの論文なんてない。専門家の間限定ではある。


    　なお、面白いというのは、これも論文というフィールドにおいての面白さであって、世間一般的なエンターテイメントの足下にも及ばないので注意。ワクワクもドキドキもしない。


    　しかし、俺はそんな論文を読んで例外的にドキドキしているかもしれない。


    　論文の説は今のところ現象となんら矛盾しない。


    　あとは機械的にその論文が参照している先行研究を拾い上げていけばいい。でも、このまま続けると最後に庁舎を出る職員になってしまうので、論文だけコピーして帰るか。


    



    　言うまでもなく、コピーしてきた論文にも先行研究のチェックがあるので、片っ端から読んでいくと全部目を通すのに三日ほどかかった。確実に大学生時代より真ま面じ目めだ。ただし、大学生時代より不真面目な時期など、俺の人生のどこにもない気がする。


    　読んでいくと、精神感応性だとか幻像発現性だとか論文によって、それぞれ都合のいい言葉が作成されていた。


    　ただ、言ってることはだいたい一緒だ。人間の考える力がつきたまに影響を与える。ただし、本当につきたまが火を噴ふいたと思ってるような研究者はごく一部で、この説を唱える人間も、さすがにもうちょっと影響力は小さいと考えているのが普通だ。


    　そりゃ、アカデミックな場で、こんなことを発表したら白い目で見られかねないだろうし、わからなくはない。どれだけ強い信念があっても、躊ちゆう躇ちよするだろう。


    　そもそも、現象を観測するのが難しいし、つきたまとの関わりも断定できない。なので、稀まれに可能性を示し唆さする研究者がいる程度にとどまっていたというわけだ。もちろん学会の外に話が出てくることもなかった。


    　だが、俺の周りで起こっていることを説明するとすれば、この説の可能性がかなり高い。


    　薬やく師し寺じが魔法を使うことも、カヤがつきたまで悪事を働くことも、マノさんが眷けん属ぞくの部隊を作りはじめていることも、一つの共通点がある。


    　思いこみの強さだ。


    　あるいは「常軌を逸した思いこみの強さ」ぐらい言ってもいいかもしれん。


    　マノさんは自分をヴァンパイアだと信じている。薬師寺も幼い頃ころは自分が魔法少女だと信じていた。だから、自在に魔法が使えていた。


    　しかし、自分がヴァンパイアだと確信を持っている人間なんて一般的には存在しない。いたとしても、つきたまを眷属だとは考えない。普通は考えないよな。


    　俺と出会った時の薬師寺がスランプに陥おちいっていたのも、魔法少女は年としをとってくると魔法が使えなくなるという発想をどこかで持ってしまったからではないか。


    　そういう設定のアニメとか漫画とか多そうだし（魔法中年より魔法少女のほうが映える）、幼い時期は純真だから魔法が使えたり妖よう精せいが見えたりするというのは、漠然とした常識としてすりこまれているだろう。


    　そういったものが少しずつ薬師寺の自信を揺らがせた。一度、使えなくなると、余計に揺らぐから、悪循環に陥って、まったく使えなくなるというオチだ。


    　なので、普通の人間の社会では、つきたまが奇妙に振る舞う現象も観測されない。常識だけを信じる人間が大多数の集団の中では、つきたまも常識的にしか動かない。


    　だから、つきたまに対して理想も期待も抱いだいてない社会では、つきたまは無害なだけである。ぷにぷにしているだけである。いや、本当にぷにぷになのかすらわからない。見た目からしてぷにぷにしていると誰だれもが直感で思っているがゆえに、つきたまはぷにぷにしだしたのかもしれない。世界中の人間が、つきたまを石のように硬いものと信じたら、つきたまはごつごつしているものに変わるかもしれん。


    　もちろん、社会全体のつきたまに対しての価値観など、そうそう変わらないだろう。だが、個人なら別だ。


    　一部の人間が強固な信念のもとに、つきたまに力があると考えはじめれば、そこに特殊な現象が生じる。


    　カヤが力を使ったのも、すべてつきたまが媒介になっていた。


    　あれはカヤの力ではなく、つきたまの力なんじゃないのか。


    　力というより、たんなる性質なんじゃないか。


    　もし、それが事実だとしたら……。


    「その信念を揺らがせることができれば、勝ち目はある」


    　部屋の布団ふとんの上でよくわからない自信？　を得た。もっとも、こういう自信はあまりよくないのだ。テスト前日になぜか勝った気になる現象に似ている。


    　だいたい、可能性ができたことと、結果として勝つことを混同しているのだ。


    　しかし、お先真っ暗というのよりはよい。


    　さて、風呂入って、歯磨みがいて、寝るか。寝る前になったら、部屋にいる目つき悪いつきたまを窓から捨てておこう。害はないが、ぶつかってこられると寝づらいのだ。


    　──と、そこに電話がかかってきた。


    　マノさんだった。


    　なんか風呂に入ろうとする時間によくかかってくるな。生活リズムが絶妙にマッチしている気がする。それとも絶妙のミスマッチなのか。どっちかわからない。


    　そんなことはどうでもいいので、とっとと電話に出る。スリーコールまでに出ろというのが公務員の研修で学んだ鉄則だ。それ以降は相手の機嫌がだんだん悪くなると思え。


    「はい、鶴つる見みです」


    『鶴見殿。もし時間があれば、大おお宮みやの競技場に来てくれないか？　駐車場は開いてないので、そのへんに停とめておいてもらえればいい』


    「え、今からですか？　ちなみに自家用車はないので電車とタクシーで行くことになるかと」


    『うむ。無理なら無理でいいぞ。ではな』


    　情報量の少ない通話だったが、俺はとっとと靴下を履きだしていた。


    　無論、行く。


    　これでダルいから行かないとかいう奴やつはファン失格だ。


    



    　大宮の地名の由来になった氷ひ川かわ神社のそばにある競技場にタクシーがついたのが、夜の十二時。


    　Ｊリーグの試合があった日ならいざ知らず、そんなもの、何もないので周囲は静まり返っている。だが、箕み原はらよりはるかに人口の多い都市だけあって、つきたまの数はそれなりだ。


    　しかも、つきたまの動きが思いのほか激しい。やはり、何かはじまろうとしているのか？


    　なお、つきたまは目つきが普通のバージョンばかりだった。まだ、県庁所在地には影響がきてないらしい。さすがにこのあたりでまで被害が確認されたら、全国的な大ニュースになってしまう。


    　実は、つきたまが凶暴化していると箕原がテレビで扱われたこともあった。テレビでやると、かえってたいしたことないのに騒いでるように認識されるらしい。実情を知らない人からはどうせ眉まゆ唾つばだろうという書き込みがインターネットレベルでは見受けられた。


    　所しよ詮せん、つきたまはそれが目に見える全人口の五パーセントにとってしか、興味のない情報なのだ。見えても興味のない奴やつもいるだろうから、気にかけている奴はさらに少ない。


    　ほっとすればいいのか、自分たちのやってることが所詮大たい勢せいには関わりがないものだという事実を悲しめばいいのか難しいところだ。


    　さて、どこから入場すればいいのかと競技場の周囲をぶらついていると、車などの搬入用の門が開いていた。


    　断りもなく入っていく。警備員さんに怒られたら、マノ・フランクに呼ばれたと答えよう。業界関係者だと思われれば対応もゆるくなるかもしれない。


    　中をうろちょろしていると、客席のほうに移動できた。


    　夜の競技場ってこんなに気味の悪いものなのか。空気が刺しこんでくる感覚。ハレの時にしか使わないはずの場所のケにあたる時間。


    　Ｊリーグのチームの本拠地だけど、サッカーボールなんて決して転がっていない。裏方の人間しか目にしないものを俺は見てしまっているのか。深夜や早朝にテーマパークの掃除をしている人の気持ちってこんなのだろうか。


    　人っ子一人いない一万人強を収容できる観客席──だけど、寂しくはない。


    　ぷにぷにしたものが無数に観客席に座っているからだ。ほぼ満席のように見える。足下にいるものも含めたら、倍のカウントぐらいはいるだろうか。


    　つきたま。


    　つきたま。


    　つきたまによる満員御礼。


    　人口の多い地域だと、こんなところにまで住み着いているのか？　そんなバカな。こんなに多かったら情報として入ってくるはずだ。


    　かといって、こんな時間に何も催もよおしなんてあるはずが──


    　ライトがついた。


    　競技場の中心を照らす。


    　中央に用意されたステージにマノさんが上がってきた。


    　遠いから顔は見えないけれど、すぐにわかる。


    　それだけじゃない。ほかのメンバーも一緒だ。


    　まさか、これ、マノ・フランクのメンバー全員なのか……？


    「あ、あ～。聞こえるか？　マノ・フランク深夜特別バージョンだ。本日は珍しくＭＣを多目にやるぞ。我が眷けん属ぞくとなり、瀆とく獣じゆう使いに立ち向かえる者たちを、我わが輩はいは求めている。そして、お前たちが我輩の歌を求めていることも知っている。今日は存分に歌を聞き、力を手に入れるがよい！　そして、戦うのだ。ロック・イズ・デッド！」


    　普段のマノ・フランクのライブなら放送事故寸前のヴァンパイアバージョンのＭＣのあと、ライブははじまった。


    「Floriography」「マーガレット」「ワールズエンドスターバースト」「デート」「アンハッピーアイスクリーム」……手抜きなしの真剣勝負で曲が流れていく。


    　とにかく前に出られるだけ出る。


    　そこで一人で跳ねていた。


    　明日、筋肉痛になるかもとかいっさい考えなくていい。


    　今は今だけを楽しめばいい。


    　ライブとはそういうものである。


    　──と、つきたまたちまで跳ねていた。


    　どこに跳ねる筋肉が存在しているのか完全に[image: ]なぞだが、楽しげにしているのはほぼ間違いない。


    　ジャンプして転んでもつきたまがいる。そのクッションを利用して、もう一度飛び上がる。


    　腕を振り上げる。高く高く振り上げる。さっきよりも高く。


    　つきたまもそれに続く。つきたまに感情などないという常識もあっさり抜け落ちてしまっていた。


    「アンハッピーアイスクリーム」のあと、マノさんのＭＣが入る。


    「鶴つる見み殿、どうだ」


    「いいです！　超いいです！　愛してます！　結婚してください！」


    「まだ高校生だから結婚は無理だな」


    　すごく冷静に返された。よく考えたらライブのノリで無茶苦茶なことを言ってしまっていた。この声、思いっきり聞こえてるんだよな……。距離感が通常のライブと違うのだ。


    「観客が俺だけなのに、こんなに真剣にやってくれる皆さんにほんとに感激しています！」


    　ここまで手を抜かないのがプロなのだろうか。いや、プロでも手を抜く時は抜くよな。やはり、マノ・フランクはすごい。


    「観客は鶴見殿以外にもたくさんいるではないか」


    　きょとんとした顔でマノさんに言われた。


    　あ、そうか。つきたまも客なんだ。


    「さて、すべての眷けん属ぞく候補たちに次の曲を贈る。あと、見に来てくれている、鶴つる見み殿にも。『ほら、ごらんプレデター』」


    



    「ほら、ごらん？　プレデター　君が失くした心は♪


    　涙と笑顔のとても単純な仕組みで♪


    　春、夏、秋、冬、赤、白、黒、色々♪


    　彩る世界の真ん中で君を待っている♪」


    



    　まさしくこれはつきたまたちに対して歌われた曲じゃないだろうか。


    　会場には赤い奴やつも、白い奴も、黒い奴も、色々な色のが集まっている。マノ・フランクの曲を聴いている。人間を狙ねらうプレデターにしてはのんびりしすぎているが。


    「鶴見殿、聞こえるか？」


    　曲が終わったあと、マノさんがマイクで俺を呼んだ。


    「聞こえてまーすっ！　すごくクリアですっ！」


    　とにかく大声で、ノドが嗄かれる勢いで叫んだ。


    　接客業なのでノドは大切にしないといけないのだが、知らん。ここで叫ばない奴はファンではない。ロボットだ。


    「たしかに、今、箕み原はらは瀆とく獣じゆうの数が増えている。だが、たかが箕原がそうなっているだけのことではないか。その外側には無限に近いほどのつきたまがいる。大おお宮みやのつきたま、川かわ口ぐちのつきたま、上あげ尾おのつきたま、朝あさ霞かのつきたま、秩ちち父ぶのつきたま、熊くま谷がやのつきたま、川かわ越ごえのつきたま、所ところ沢ざわのつきたま、浦うら和わのつきたま……いくらでも、いくらでもつきたまはいるのだ。そのつきたまの力を借りればたかだか箕原のお山の大将などひとひねりではないか」


    「まさか、マノさん、埼玉中でライブをやって眷属を増やす気ですか……？」


    　だとしたら、とてつもない規模になるぞ。


    　埼玉征服という言葉が現実味を帯びてくる。


    「そこまでは残念ながらやれん。眷属を増やしてもお金にはならんからな。みんな、ゲリラライブを繰り返せるほど暇ひまでもない」


    　そこは現実的な回答が返ってきた。そういうところはビジネスライクな発言をするのがマノさんである。変なだけでは長く音楽活動をやっていくことはできないのだ。


    「あと、密閉された会場がないとな。駅前などでやると混乱が起きる。路上ライブがやれるほど無名ではないのだ」


    　そうだよな……。つきたまのためのライブだって言ったって、通じないよな。人間が押しかけるよな……。


    「本当は箕み原はらで歌って、瀆とく獣じゆうどもを一斉に我わが輩はいの眷けん属ぞくに宗しゆう旨し替がえさせたいと思っているのだが、人目につきすぎるからな。手はずが整う前に敵に知られるのも面倒だ」


    　たしかに敵が殺傷能力を行使できる以上、あまり歯向かう意志があることを伝えないほうが無難か。


    「これが我輩の戦い方だ」


    　誇らしげにマノさんは言った。


    「県には県の戦い方があるだろう。魔法少女には魔法少女なりの戦い方があるだろう。作戦から、勝利の目的まですべて違っていていいのだ。悔くいのないようベストを尽くせばいい。そして、我輩なりのベストがこれだった」


    　マノさん、いや、マノ・フランクかっこよすぎる。ああ、感動の涙が……。これは泣くよ。やむをえんよ。人生最良の日の一つだ。


    「ありがとうございます！　生きる力が湧わきました！」


    　子供っぽいぐらいの大声を上げる。そういえば、こんな大声出したの、いつぶりだろう。カラオケあんまり行かないしな。


    「その生きる力をほかの人間に分けてやってくれ！」


    「はい！」


    「今日は火曜か。よし、次の火曜だ。月の位置も申し分ない。我が眷属たちと勝ちどきをあげるには絶好の日だ。血の火曜日となるだろう」


    　ぼそりぼそりとマノさんはつぶやいていく。


    　異様な内容のはずなのに、不思議と違和感はない。


    　マノさんのカリスマ性のせいで、ここで何を口にしても、当然のことになってしまうのだ。


    「来きたる火曜日、我輩は眷属たちとともに瀆獣使いと瀆獣に攻撃を敢行する！　奴やつらは我輩が創つくろうとする国家プランにふさわしくないからである！」


    　マノさんが大きく手を広げた。なぜか、その手がどんどん伸びていって、地球まで包みこんでしまうような錯覚を覚えた。


    「もし、鶴つる見み殿が間に合いそうなら手を貸してくれ！」


    「わかりました！　どうにかできると思います！」


    　マノさんはステージの裏へと下がっていった。


    　アンコールはやめておこう。俺以外にコールできる人材がいないしな。一人だけアンコールとかむしろアーティストへの侮辱に近い気もする。


    　やはり、スターは違うな。


    　何より、スケールが違う。


    　極論、マノさんが眷属を集めて攻めるだけで、カヤに勝てるかもしれない。


    　いくらカヤでも、さばく数には限度がある。こんな数のつきたまが向かってきたら降伏するよりないだろう。


    　だが、この方法はあまり穏便ではないんだよな。


    　これって、力を、より強い力で押さえつけているだけだ。大義はあるかもしれないが、後味は悪いだろう。


    　ぜいたくな悩みだけどな。それだけ、見通しが立っているってことなのもしれない。どうしようもない状態だったら、どんな荒っぽい解決策でも諸もろ手てを挙げて受け入れるだろうし。


    　それでも、もう少しソフトに着地させたいところなんだが、どうしたらいいかな。


    　ひとまず、わかったデータから策を練るか。


    「よし、俺も帰ろう。箕み原はらまでかなり時間かかるからな」


    　だが、そこで重大な問題に気づいた。


    「電車走ってないぞ、もう……」


    　箕原市のマンションまでタクシーだなんて蕩とう尽じんを行うには俺の財布の状況は厳しすぎる。この財布、ダイエットしているわけでもないのにやせ細っているのだ。


    　途方に暮れる俺を残して、つきたまたちは会場を出ていく。


    　どうやら、箕原市のほうに向かうらしい。もう向かうのかよと思ったけど、たしかにつきたまの時速なんて二キロがいいところだろうし、早目に移動しないと間に合わないかもしれない。


    　頼むぞ、つきたまたち。見事、勝利をもたらしてくれ。


    　で、問題はどうやって帰るかだよな……。


    　仕方ないので、大おお宮みや駅前のカプセルホテルに泊まって、朝イチで起きて出社した。


    　そのせいで、あまり眠れなかった。


    　やはり、有休を使うべきだったか……。


    



    　早朝から、早朝のくせに座れない電車に揺られていたが、気分は悪くなかった。前を向いていた。


    　薬やく師し寺じ、もうちょっと待ってろよ。


    　俺の力じゃお前は救えないけど、カヤを降参させる手伝いぐらいはできそうだ。参考になりそうな論文が見つかった。


    　手伝いか。そうだよな、公務員の仕事ってそういうものだよな。市民の代わりに何でもやる組織じゃなくて、困ってる時に手伝う組織だ。


    　結局、座れるタイミングがないまま、箕原についた。


    　気分は悪くないが……疲れてはいた。

  



  
    



    


    ４たま　妄想実現機関としてのつきたまについて


    



    



    「ふあ～あ～あ」


    　つきたま事務所に入るなり、あくびが出た。これが今日初めてというわけではなく、朝起きてからずっとだ。


    　大おお宮みやからやってきたせいで、睡眠時間たったの三時間半。時間が足りてなくて、まだ、頭が翌日になったと理解しておらず「おらおら、もっと寝かせろ」と言ってきている。俺だって寝たいのだ。我慢してくれ。


    



    　お気楽公務員川柳③　公務員とは しのぶことと 見つけたり


    



    「む？　やけに眠そうだな、鶴つる見み君」


    　課長補佐はできる女なので、いつも朝からしっかり仕事モードである。むしろ、ギャップ萌もえのためにあくびとかしてほしいが、お願いする勇気はない。


    「実は大宮から出社したので、相当眠いんですよ……」


    「大宮？　どうしてそんなところに……？」


    「ちょっと夜に呼び出されて。それで、ホテルに泊まってたんです」


    　つきたま向けライブがあったと話すのもまずい気がするし、こんな感じでぼかしておこう。


    　だが、予想外のことが起きた。


    　なぜか、課長補佐の顔がやたらと赤くなっている。


    　しかも、どこか怒ってもいるように見える。


    「つ、鶴見君、そ、そういうことを堂々と話すのは、セクハラだぞ……」


    　えっ？　大宮にそんな要素なんてあるか？　何かの隠語なのか？


    「ホテルで朝帰りだとか……」


    　やっと失言に気づいた。


    「違います、違います！　僕、彼女いませんから！」


    「彼女じゃない女性とホテルに入るというのは、余計によくないな。使うのは個人の自由だが、私に話すというのはどういう料りよう簡けんだ……？」


    　あれ？　むしろ悪化したぞ……。


    　いかん、これはデリバリーなんとかと勘違いされている気がする……。事実無根もはなはだしいぞ。


    「鶴つる見みさん、大胆ですね～。いるかんもびっくりしました。そういうキャラじゃないと思ってたから」


    　いるかんまで話に入ってきた。


    　まずい。早くも第三者に話が広まっている段階だ。


    　なんだ、このムラ社会の[image: ]うわさの拡散性は……。早く沈火せねば、職場にいづらくなる。しかも倫理的によくないことをして糾弾されるならともかく、[image: ]えん罪ざいではないか。


    「あっはははは、嫌いやだなあ、誤解ですよ。大おお宮みやで夜遅くにライブがありましてね。車も持ってないし、仕方がないから電車とタクシーでライブ見にいったんですよ。ライブは最高でしたよ。わざわざ行ってよかったと思えるレベルでしたね。でもね、終わったのが深夜一時ですよ。帰りの電車もないし、タクシーを使う勇気もない。それならと、格安のカプセルホテルに泊まって朝イチで出勤してきた、起きたのも早いからまだ眠気がとれてない、それだけのことですよ、あっはははは」


    　ウソは言ってないぞ。まったく言ってないぞ。


    「わかった。そういうことにしておこう。疑って悪かったな」


    　そう言った課長補佐の顔がかなり不機嫌そうである件について。


    　信用されてないな……。


    　もっと真剣に弁解するべきか？　けど、彼女でもない相手にやたらと弁解するの、不自然だよな。しかも、相手がわかったと答えている以上、話を引き伸ばすと、納得したと言っているのを信じていないのかと、より不快にさせるリスクもある……。


    　マノさんの名前を出すべきだろうか。おそらく、すぐわかってもらえるだろうと思うけど、つきたまの作戦もばれそうなんだよな。


    　というか、かえって変な誤解されたらシャレにならんぞ。


    　大人の世界は厳しいぜ……。


    　できれば、小三ぐらいの世界に戻りたいぜ……。


    　やはり、風邪引いたとでも連絡して、有休をとるべきだっただろうか……？　それなら宿代をケチって二十四時間開いてるファミレスで時間つぶして始発で帰るなどという方法も取れたのだが……。


    



    　お気楽公務員川柳④　有休を とれる勇気が 笑顔生む


    



    　ダメだって。よく考えたら課長補佐に連絡しておかないといけないことがあるのだった。


    　タイミング最悪だな……。今はご機嫌斜めだし。


    　ひとまず、すぐに言い出さずにある程度仕事してから声をかけようと思ったら、今日の窓口業務も、例によって行列のできるラーメン屋のごとき状態になってしまい、声をかけるのが大幅に遅れた。


    「課長補佐、お耳に入れたいことがあるのですが、小会議室まで来ていただけませんか……？」


    　と、切り出したのは結局夕方の四時過ぎだった。


    「なんだ、一体？　ここで話しづらいことなのか？」


    　すぐ了承してもらえると助かったのだが、その場で聞き返された。


    「いえ、ここでもさほど問題はないんですけど、話の成り行き上、あっちのほうがいいかなと」


    「そ、そうか……。わかった。すぐ行く……」


    　何かあまり乗り気じゃない顔というか、後ろめたいことがあるような雰囲気で言われた。


    　話し出す前から暗雲垂れこめているのだが、大丈夫なのか？


    



    「課長補佐、お忙しいところ、すみません」


    　これはいわゆる社交辞令なのだが、課長補佐の場合、本当に忙しいので、ほかの「お忙しいところ、すみません」よりは心がこもっている。


    「え、ああ……夕方はすいてくるし、大丈夫だ……」


    　なんか、課長補佐、微妙に挙動不審だな。何かあったのか？　いるかんがおかしくても、普段の言動がアレなのでまったく目立たないが課長補佐の場合は相当目立つ。


    「あの、課長補佐、実は──」


    「朝のことはすまなかったな。君を疑ってるわけじゃないんだ……。というか、疑うも何も、君のプライベートに立ち入る資格なんて私にはないのだものな……。不快にさせてしまったのなら、申し訳ない……」


    　なんだ、この展開……。呼び出された課長補佐のほうが俺に話をするという[image: ]なぞの流れに……。


    　どうなってるんだ。


    　あと、これからどうなるんだ？


    「最近、私も落ち着きがないな……。やはり、上司といっても、年齢的にまだまだ経験も足りないからな……。君に迷惑をかけているのだったら、本当に申し訳ない……」


    「は、はあ……」


    　先が読めないが、ひとまず過去に研修で習った『傾けい聴ちよう』の姿勢でじっくり聞くとするか。


    『傾聴』とは自分の考えや意見を脇わきに置いて、相手の言葉をまずすべて受け入れようという、窓口対応をする人間の基本的心がまえである。


    　ただ、基本だからこそ難しい。相談相手が言ったことに、つい「いや、それはお前が悪いよ。謝ったほうがいいよ」とか返してしまい、機嫌を損ねられたことが人生、誰だれしも一度や二度はあるはずだ。


    　窓口職員がこれをやるとマジで業務上のトラブルになるので、絶対避けねばならない。そのためには『傾聴』は必須なのである。


    　以上、相談業務における『傾けい聴ちよう』の重要性についてでした。


    　閑かん話わ休きゆう題だい。課長補佐のお話に戻る。


    「その……付き合ってるわけでもないのに、こういうことばかり突っこんで鬱うつ陶とうしいよな……。どういうつもりだという話であるな……」


    「あ、はあ……」


    『傾聴』の場合、相あい[image: ]づちだけ打って相手に話を続けさせるものである。黙っていると、人間って話しづらいからな。


    　電話で相手の話を黙って聞いていたら、「ちょっと聞いてるの？（イラッ）」と相手がムッとしたという経験を誰だれしも二度や三度お持ちなのではないだろうか。


    　着地点が見えない。まるで恋のようだ──という比ひ喩ゆを使おうとしたが、よく考えたら、恋愛経験とかほぼ皆無なので、よくわからん。


    「今回のことで、わ、私を嫌いにならないでくれ……」


    「は？」


    　しまった、意味不明すぎて、ちょっと強めの声で聞き返してしまった。一応相談のプロなのに、この対応はダメだろう。だけど、それぐらいインパクトある言葉だったしな……。


    「あの、すみません……。なんで課長補佐を嫌いになるんですか……？　なんかいろいろとすっ飛ばして話してませんか？　まさか俺が左遷されるとかそういうことなんですか……？」


    　落ち着け、埼玉県は辺境でもたかがしれている。島に飛ばされるとか、そういうことはない。


    「左遷？　違う、違う！　仕事の話じゃない！　人間関係的なことだ！」


    「ああ、よかった……。だったら、嫌いになるとか、ありえないですよ」


    「わ、悪い……。小会議室でするような話だから、てっきりそういうことかと……」


    　乙女心というか課長補佐心が複雑で対処できん！


    　これが異文化コミュニケーションか……。誰か乙女心わかる女子助けてくれと、何人か思い浮かべてみたが残念ながらわかりそうな人がいなかった。


    　マノさんは頭のネジがどこか外れているというか、むしろ刺さってなくていいところにネジがある感じだし、いるかんは空気読む能力ないし、薬やく師し寺じは自分のことしか見えてないし、どうにもならんな。ほかの女性職員はちょっと乙女っていう年齢では……。


    　とにかく、朝のホテルの件だろ。


    　あれをどうにかすればよいのなら、どうにかするまでだ。


    「課長補佐、あんなしょうもないことで逆ギレして上司呼び出すような奴やつだったら、僕、すでにこの職場辞めるしかない流れになってますよ。職場じゃ怖こわくて陰口も叩たたけないような性格です。ご安心ください」


    「こっちにとっては、しょうもないことではないぞ」


    　なぜ、そこでムッとする？　げに難しきは乙女心よ……。


    「僕は怒ってなどいません。だから、嫌いにもなりません。ついでに言っておきますと、ライブ行ってカプセルホテル泊まったのはすべて事実です。つか、これだけすぐに[image: ]うわさが広まる環境でいかがわしいホテルに泊まったことなんて話す奴やつ、いないでしょ？」


    「そうか……ならばいいんだ」


    　課長補佐は、ふうと胸を撫なで下ろした。


    　なかなかかわいい仕草だった。正直、ちょっとぐっときた。ぐっと！


    　課長補佐がもし、高校教師でもしていたら、少なからぬ数の男子高校生を迷わせるのではないか。


    「では、私は仕事に戻るぞ」


    「はい、お疲れ様です」


    　おや、何かが抜けている気がするぞ。


    　抜けているどころか、むしろ、何も行われてないよ。ランドセルを家に忘れて登校した小学生よりひどい失態だよ。


    「課長補佐！　俺のほうからの話、まだしてません！　カムバック！」


    「あ、そうだったな……」


    　あやうく庁舎完成以来、一番無意味な小会議室の利用法になるところだった。暫ざん定てい一位は俺の初はつ瀬せ射いる鹿か教育係長就任の件だと思う。


    「何の話だ。忙しいので早くしてくれ」


    　悩みが解決したのか、ちょっと課長補佐、強気だぞ。


    　おかしいな。さっきは、夕方はすいてくるから大丈夫だったはずなのに……。


    「あのですね、薬やく師し寺じカヤの力の秘密がわかったかもしれません」


    　用意していた論文のコピーを課長補佐の前に出す。


    「秘密？　ああ、吉よし村むら清きよ照てるの『妄想実現機関としてのつきたま』か。四年ほど前の論文だな」


    　あれ、割りと淡白な反応だぞ……。すでに知っていたみたいだし……。


    「薬師寺カヤは思いこみのせいで、つきたまに特殊な力を与えている可能性があるなと。なので、そこを突けばいいのかなと思いまして……」


    「そこを突くってどう突くのだ？」


    　マジでアグレッシブだぞ。圧迫面接のごとき攻撃力だ……。


    「ええと、ほら、お前の力は思いこみに過ぎないのだと言えば……」


    「相手がそんなことはない、ウソをつくなと言い張って終了だ。君は人殺しに狙ねらわれてるという妄想でふるえている人間に、それは妄想だと言った途端、妄想が消滅するとでも思っているのか？　まして実際に力を行使できている人間がそんなものを信じるわけがない」


    「それは粘り強く言ってやれば……。何度もお前の力は思いこみによるものでしかないって……」


    「鶴つる見み君、私は研究者を目指していた人間だ。この論文も目を通したことはある」


    　課長補佐が元研究者志望だったことを思い出した。


    　釈しや[image: ]かに説法だったか……。


    「目のつけどころは悪くない。薬やく師し寺じカヤとみずから対たい峙じして、これではないかと考えたこともある。だが、もしそうだとしても我われ々われにはどうすることもできんのだ」


    「え？　そんなことはないんじゃないですか……？」


    　こんなにいいチャンスが目の前にあるのに、どうして食いつこうとしないんだ？


    「鶴見君、人生でこれまでに自分の思いこみでつきたまに怪現象を起こせたことは？」


    「ないです」


    「だろうな。私もそうだ。では、そこにつきたまがいるが」


    　小会議室の中にまで目つきの悪いのがいた。かなり増えている。というか、「密室」の中にいるんだったら、密室じゃないな。


    「これを爆発させられると思いこんで、爆発させてみろ」


    「爆発したら危ないじゃないですか！」


    「ならば、風船のごとくふくれて破裂する程度でいいぞ。縮んでつきたまが消滅してしまうというものでもいい」


    　一応ふくれろと念じてみた。なぜか、脳内に南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南無阿弥陀仏と言葉がリフレインした。極楽浄土に行ってどうする？


    「無理です……。ぷくりともしません……」


    「それが答えだ」


    　課長補佐は一度だけ論文に目を落として、俺の顔を見つめた。


    「それが答えっていうと、どういう意味でしょうか……？」


    「普通の人間はつきたまを特別なものだと思いこめない。そんなわけないだろうとどこかで考える。爆発やらなんやらを起こす時点で、それは病的なほどの妄想だ。表現を変えようか。もしもその説が本当なら薬師寺カヤは、『現実に力を発生させるほどの妄想ができる能力』を持っているのだよ」


    「妄想が能力……？」


    　それじゃ、世の中の変態はみんな能力者なのか……？　たしかに異能といえば、異能かもしれないが。


    「まさしく能力だ。恐ろしいほどの確信と自信があって、初めてつきたまに怪現象を起こせる。そんなことができるのは最初から選ばれた者だけだし、一般人が思いこみでそんな連中を圧倒することもできん。そして、そこまで確信と自信がある人間を、こちら側がわの言葉で突き崩すこともできん」


    　課長補佐の言葉にはとてつもないほどの説得力があった。


    　たしかに、軽い思いこみで奇跡が起きたら、この世界は奇跡だらけだ。


    　人類もつきたまの性質にもっと早く気づいていただろう。


    　それがわからないのは奇跡の頻ひん度どが低すぎるから。


    　なぜ、頻度が低いかといえば、思いこみに非常な純度と強度が必要だから。


    　今までに起こったことを考えれば、論文に書いてあることは正しいのかもしれない。なのに現実は変わらないのだ。常識が強すぎて。


    「エネルギーがつきたまから得られるのではないかという研究が頓とん挫ざしたのも、大人にそんな思いこみが成立しないからだろう。可能性に期待する程度の気持ちでは無理だからな。一人ならまだしも、多人数が共同幻想として、そんな確信を持つことなどありえないだろう」


    「た、たしかに……」


    　科学的に研究すればするほど、客観的に事実を得ようとすればするほど、つきたまは力を失う。逆に、人になんか頼らなくてもいいという、ひとりよがりな思いこみでつきたまを信じれば信じるほど、つきたまは力を生み出してくれる。


    「つまり、公務員などという選択肢を選んだような我われ々われでは、対処できないのだ。つきたまによって世界を我が物にできるとか、つきたまは超高度の生命体で人類は彼らに従うべきだとか、何の迷いもなく信じこむことなどできるか？　それを可能にするのは火刑台にも喜んで上がるような宗教的情熱だよ。先天的な思いこみの強さ、その思いこみをスポイルせずに育つことができた環境、いろいろな要素が組み合わさって宝くじ的な確率で生まれたのが薬やく師し寺じカヤだ」


    　答えがわかることと、問題が解決することは別のもの。


    　わかってはいたが、はっきりわかりすぎると苦しいな。


    　狭い行動力で、宝の地図を手に入れたと思ってたということか。


    　まあ、いいんだ。これで。


    　おそらく、マノさんはその宗教的情熱と言えるほどの思いこみで、薬師寺カヤを倒すだろう。


    　必要とあらば、埼玉県中のつきたまを眷けん属ぞくにするぐらいのことは、あの人の行動力ならやると思う。本人は否定してたけど、それはまだそこまではやらなくていいと判断しているからだろう。


    　薬師寺カヤがどれだけ抵抗しても限度がある。


    　ただ、あまりにも熾し烈れつな争いになりそうなので、ほかの手を考えたかった。


    　どこかでマノさんのような折り合いをつけなければ、強すぎる思いこみを持った人間は社会の中での一切の居場所を失ってしまう気がして。


    　生きるのを諦あきらめてしまいそうな気がして。


    　だって、縁起でもない話だが、こんな事件を起こせるだけの奴やつは、もっと容易に自殺なんて方法を選択できそうじゃないか。


    　それでは、薬師寺家は永久に崩壊してしまう。


    　どうして、ここまで薬やく師し寺じ家の問題に躍起になるんだろう。


    　これが他人事じゃないからだろうな。


    　もし、俺が薬師寺に出会わなければ、あいつは魔法が使えないままだったかもしれない。でも、カヤを刺激することもなかった。


    　もう、俺は関わってしまっているんだ。


    　けど、俺はあいつのクラスメイトでも友達でもなくて、今はこれ以上関わることすら難しい。


    「全否定する形になって申し訳ないが、鶴つる見み君の努力はよくわかった。また、何かよい案があれば教えてくれ」


    「はい、出直します……」


    「では、仕事に戻るか。子供の思いこみに大人程度の思いこみでは勝てないということだよ────あっ」


    　席を立ちかけた課長補佐はまた腰を下ろす。


    「どうかしましたか？」


    「少し待ってくれ……。いけなくはないかもしれんな」


    　腕を組んで、何やら課長補佐は思案していた。その表情だけでも偏差値が高いことがよくわかる。こういう知的な表情、俺もしたい。


    　そして、腕組みを解いて、俺の顔を見た。


    「鶴見君、君の提案にも価値はありそうだ」


    「本当ですか！」


    　切れたと思った可能性がつながった！


    「君、薬師寺エナと仲はいいな？」


    「はあ、まあ、不仲ではないと思いますが……」


    　最近は、どうにも気まずいんだよな……。そんなこと、課長補佐が知っているわけもないのだが……。


    「彼女は自分を魔法少女だと信じていたそうだな。魔法も使えていた」


    「あれ、どうしてそんなことを……？」


    　明確にその話はしなかったと思うのだが。どっかで言ってたっけな……？


    「薬師寺カヤがあんな状態なのだぞ。家族構成なりなんなりは聞き出している。ご両親からも情報は得ている」


    　たしかに隠している場合じゃなかったよな。


    「ご両親の話だと、薬師寺カヤは姉が魔法少女として力を使っているのを見ていた。その姉に憧あこがれ、超えることができないかと考えていたそうだ。その結果が今の力として実を結んでいる、ありえない話ではない。とくに『魔法』を見ていたのであれば、そんな力が実在すると信じるハードルもはるかに下がる」


    「なるほど……。よくわかります」


    「しかし、薬やく師し寺じエナは妹を止めようとして力を奪われ、魔法はおろか、つきたまを見ることもできなくなった、合っているな？」


    「はい、そうです……」


    　課長補佐の目が怖こわい。


    　何か薬師寺に個人的な憤いきどおりさえ持っていそうな顔だ。


    　まあ、基本的に薬師寺みたいな、考える前にまず行動って奴やつは嫌いだろうな……。


    「薬師寺エナなら、妹を倒せる可能性はある。薬師寺カヤから力を奪うことはできなくても、薬師寺エナに妹を圧倒するだけの魔法を与えることはできるかもしれん。最初から魔法を使えたぐらいなんだ。さらなる思いこみが生まれれば、道はある」


    「そうなってくれればいいなと俺も思ってます……。でも……」


    　結局は、ここに帰着するんだよな……。


    「どうやったら、魔法って使えるようになるんですかね……」


    　それがわかっていたら、薬師寺だって活動再開に奮起しているだろう。


    「巨大としか言いようのない心理的ショック」


    　課長補佐は、さらっと言ってのけた。


    　ああ、なるほど、巨大な心理的ショックか──とはならんぞ、さすがに。


    「それって、つまり、どういうものですか……？」


    　抽象的な言葉で誤ご魔ま化かされているだけの気がする。ものすごくする。


    「わからん」


    　あっさり匙さじを投げられた。


    　少しだけ期待したのに、裏切られた！


    「はっきり言って、私にわかるわけがない。前例もまともにないのだし、そもそもその説が正しいのかも私にはわからん。それにこれは薬師寺エナという少女個人の問題だ。何が彼女を感動させて、何が彼女にショックを与えるかなんて、知りようもない」


    　居直っているように聞こえるが、課長補佐の顔は淡々としている。


    「ですよね。僕もわかりませ──」


    「だが、私よりは君のほうがわかるだろう」


    　課長補佐の笑わない顔と目が、俺を見据えている。


    　だから、これがふざけているんじゃないということはわかるけど……。


    「君だったら、心理的ショックを起こせるかもしれん。上司として、そう断言しよう」


    「それ、本気で言っているんですよね？」


    　何か答える代わりに、課長補佐は微ほほ笑えむ。


    　その笑み、卑ひ怯きようですよ、いろいろと……。


    「どのみち、彼女には一度ちゃんと会っておいたほうがいいぞ。いや、会っておいてやれ。もちろん、心理的ショックを与えるためにな」


    「そうですね。仕事の一環でもありますし」


    　論文の説が正しいかどうか、つきたまが一体何なのかなんてことはさておいて、俺は薬師寺に会わなくちゃいけないし、姉妹の問題もできることなら解決してやりたい。


    「ずっと、魔法を信じて生きてきた人間から魔法を取り上げるのは酷こくだろう。思いこみで取り戻せるなら悪い話じゃない」


    「言われなくても、最初から会うつもりでしたよ」


    　俺も笑顔で返した。


    　言葉は半分本当で半分ウソだな。


    　会いたいとは思っていたけれど、きっかけが足りてなかった。俺、基本的に受け身なんだよな。前に会った時も、ちゃんと薬やく師し寺じは「またね」って言ってくれてたのに。


    　けど、会ってしまえば、もうそれは本当だろう。


    「子供のことは大人がサポートしないといけませんからね」
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    ５たま　つきたま不知覚者の再認識法について


    



    



    「いったい、何なの？」


    　ブランクがあったので、薬やく師し寺じの声を聞くのはなかなか新鮮だった。


    　土曜日、笹ささ舟ぶね駅の改札前に来てくれとメールを入れていた。


    　来るかどうかは[image: ]かけの部分もあったが、どうにかこの[image: ]には勝ったらしい。


    　本戦に参加するチャンスだけはもらえたな。


    　しかし、土日勤務を進んでやるとか自分が社会人として馴じゆん致ちさせられているようで気味が悪くもあるが、おそらくこれは仕事じゃない。仕事だったら、もっと嫌いや々いややってるだろうからな。


    「つきたまについて調べてるうちにいろいろわかってな、話しておこうと思って。喫茶店入るか」


    　笹舟の駅前となるとさほど選ぶ場所もないので、ヴィド・フィレンチェになった。喫茶店といえばそこしかないからな。


    「今は何してるんだ？」


    「受験勉強を進めてる。これまではつきたまに関して学ぼうと思ってたけど、もう見えなくなっちゃったし、どっか文系の学部で探そうかなって」


    　ううむ、ここまで変わるか。


    　どこにでもいそうな女子高生（どっちかというと真ま面じ目めに受験のことを考えているので模範的なほう）になっている。


    　こいつ、このまま生きたほうが将来的に幸せなのではないかという気もしたが、選択肢程度は提示してやるべきではないかという方針でいくことにする。


    「あのな、その話なんだけどな──」


    「お茶と一緒に秋限定のモンブラン、頼んでいい？」


    「ああ、まったくかまわんぞ」


    「それから、このコーヒーゼリーと、チーズタルトも頼んでいい？」


    「かまわんが、お前、食いすぎだ」


    　食欲に関する部分は何も変化がなかった。甘いものが別腹でも、その別腹も埋まるぞ。そりゃ、人格に関する点じゃないしな……。


    　カウンターでの過剰なスイーツの注文が終了し、席に着く。


    　やっと会話する雰囲気になった。


    「あのな、薬師寺、つきたまが見えなくなっただろ」


    「うん。カヤに魔力を吸い取られちゃったからね」


    「その点なんだけどな、それはカヤのせいじゃないんだ」


    　薬やく師し寺じの顔に「？」が浮かんだ。


    「そしたら、どうしてつきたまが見えなくなったの？　思いっきりカヤに攻撃された直後だよ？」


    　そう考えるのも、もっともだ。しかし、そこに落とし穴がある。


    「つまりな、カヤが魔力を吸い取れると強く信じて、お前がその思いこみに負けたってことなんだよ」


    　カヤは薬師寺と違って、大量に本を読んでいた。オカルト本で理論武装したって、オカルトに違いはないのだが、それを知っていた薬師寺にとってはカヤの力に対する説得力を感じてしまった部分もあるだろう。


    　勉強してない奴やつは、勉強してる奴がすごい力を持っているのではないかと考える節ふしがあるからな。実はほんの少しの努力の違いだったりするのだ。さらに勉強程度で他にたいしたことができないこともよくあったりする。


    「いわば、お前の魔法少女の信念が、あいつの信念に追い抜かれたってことだ」


    「そんなわけない！」


    　薬師寺は、机を大きく叩たたいた。


    　喫茶店に音が響く。


    　ああ、こういうシーン、過去にもあった気がする。音が響いて迷惑だろ。熱くなるとそのあたりのことを考える余裕がなくなるんだよな。


    　けど、熱くなったところを見られただけでも俺としては満足だ。


    　それは未練があるって、確かな証拠だからな。


    　はりぼてみたいな優等生人格を前に出されても話がしづらい。それが板についているならともかく、この二週間程度の、本当のはりぼてでしかないからな。


    　やっぱり魔法少女を経験した少女は、ただの少女じゃない。


    「私、一回攻撃をされた程度で魔法少女として終わっただなんて考えないよ。そりゃ、力を奪われてる感覚はあったから、不安にはなったかもしれないけどさ！」


    「だから、その不安を消してやるんだ」


    　はっとした顔に薬師寺はなる。


    　薬師寺は単純だ。誘導尋問みたいにこっちの話したいところに入ってくる。


    　だが、それぐらい単純だからきっとこいつは魔法少女になれたのだ。


    　単純であることとダメということは何のつながりもない。


    「あのな、魔法少女として戦えてた人間なんて、世界でほぼ皆無だろ。それぐらい魔法少女になることも、魔法少女であり続けることも難しいんだ。絶対に自分は魔法少女だっていう気持ちが必要なんだよ」


    「やけに魔法少女について詳しいみたいに話すわね」


    「まあ、もう少し聞いてくれ。つまりな、魔法少女であるには、魔法少女なんだって気持ちが百パーセント必要なんだ。もし、数パーセントでもその気持ちが揺らいだら魔法は使えなくなる。お前はカヤの攻撃で数パーセントが揺らいだんだよ」


    「あっ……」


    　薬やく師し寺じが恥ずかしげに下を向く。


    　心当たりはあるよな。だって、いかにも黒魔術ですって雰囲気で攻撃されたら、自分がどうにかなったって思っちゃっても不思議はない。力を盗とったと言われたら、信じちゃうこともあるだろう。誰だれあろう妹の言葉ならなおさらだ。


    「不安なんてあったらなりたたないんだよ、魔法少女は。前にも一度魔法が使えなくなってたけど、あれだって年としをとったせいで魔法少女じゃなくなるかもって不安が頭をよぎったせいだと思う。気持ちが弱まると、もうダメなんだ」


    「そっか……」


    　薬師寺がテーブルにうなだれる。


    　だけど、だんだんと昔のあいつが戻ってきてる気もする。感情が表のほうに上がってきてる。


    「カヤのほうが心が強かった……私は妹に負けたのね……」


    「負けたって言うにはまだ早いぞ」


    「どういうこと？　いい大学入って、いい会社入って、幸せになれば社会的には勝ったって言えるってこと？」


    「お前、やけに俗っぽい発想持ち出してきたな」


    　魔法少女休業のブランクは地味に影響が大きいな……。


    「俺、魔法少女じゃなくなるって言ったけど、二度と魔法が使えなくなるとは言ってないだろ」


    「そ、そうね……」


    「また気持ちが百パーセントになれば、お前は魔法が使えるんだ。つきたまはお前に力を貸してくれる。つきたまが気持ちに反応するって論文を見つけたんだよ」


    「魔法が使える……」


    　この目は再チャレンジしたいって目だな。


    　思いこみの部分は適度に誤ご魔ま化かす。種ばらしをして、信じきれなくなったら元も子もない。


    「でもさ、魔法が使えるようになっただけじゃ、カヤを超えられない……」


    　また、薬師寺がうなだれて頭を下げる。


    「もちろん、復活しただけならな」


    　その頭に、ぽんと手を載せた。


    「ひゃっ！」


    「あのな、つきたまを愛と正義のために使うって気持ちの純粋さ次第で、つきたまが与えてくれる力も変わるんだ。ほら、薬やく師し寺じ、俺を生き埋めから救ってくれたことあったよな？」


    「うん、あの時はたまたま上う手まくいって……」


    「あれは、どうして上手くいったと思う？」


    　薬師寺の顔が赤くなる。


    　赤くなることを言った覚えはあんまりないんだがな。もしかして、魔法少女の過去が黒歴史と化しているんじゃないだろうな……。恥ずかしがるようじゃ、もう無理だぞ……。


    　ひとまず、このまま進めよう。


    「誰だれかが埋まった。自分の力を使わないと死ぬかもしれない。そうお前は思って、魔法を使おうと必死になったんだ。それで魔法がまた発動した。想いで威力は変わる」


    「じゃあ、カヤよりもはるかに強い気持ちで戦えば……？」


    「理論上は勝てる。理論上は、絶対にあいつの力を超える」


    　薬師寺は俺の目を不思議そうに見つめている。


    　俺が珍しく、公務員にしては「絶対」だなんて言葉を使ったからだろう。俺の目が未来をすべて見てきたような自信に満ちているからだろう。


    　自分を[image: ]だましている。思いこんでいる。


    　薬師寺なら勝てると。この苦境だって抜け出せると。


    　思いこみですべてが変わるのなら、俺だって思いこんでやる。それで世界のルールが変わることを証明してやる。


    　俺は薬師寺に託す。


    　ゆっくりと薬師寺から手を離す。


    「あいつの世界を支配しようって心と、お前の世界を救おうって心の力比べだ。話自体はわかりやすいだろ？」


    　話すことは話した。あとは薬師寺がどう考えるかだ。


    　これでやめておくと言われたらそれまでだな。それは薬師寺の意志だから俺も尊重する。大人は子供を見守らないといけないけど、勝手に都合のいい向きに引っ張っていっちゃならない。


    「どうにかしたい……」


    　よし、最低でも意欲はあるな。


    「けど……どうしたらいいか、私にもわからない……。つきたまも見えないし……」


    　受験参考書が売ってるわけでもないし、ググっても何も出てこないだろうし、誰も教えてくれないし、立ち往生するしかないよな。


    　けど、そこは俺が手伝ってやればいい。


    「ちょっと、トイレ行ってくるわ」


    　俺はおもむろにカバンを持って、トイレの個室に入る。


    　そこでさささっと着替えをすませる。といっても、下は最初から穿はいているから問題なし。黒いジャケットを上に羽織って、昨日、ドンクホーテで買ってきたシルクハットをかぶる。それと、これもドンクで買ってきたステッキ。千円でお釣りが来たが、人生で今後どのように使っていくかは[image: ]なぞだ。きっと、半永久的に傘立ての中にはまっているだろう。


    「待たせたな、薬やく師し寺じ」


    「何、その格好？　マジシャン……？」


    　薬師寺のツッコミはすこぶる正しい。だって、これ、マジシャン用に売られていたパーティグッズだからな。


    　だけど、俺はあえて、


    「違う」


    　と答える。なぜなら、


    「これは魔法使いの服装だ」


    「ぷっ」


    「おい、お前、鼻で笑っただろ……」


    　けっこう、恥ずかしいんだぞ、こっちも。


    「鶴つる見みは魔法使えないでしょ。ただの国家公務員でしょ」


    「だから、俺は県の公務員だっての！　いいかげんに覚えろ！」


    「余計にしょぼい」


    「県の職員全員に謝れ。ついでに埼玉県にも謝れ」


    　この姿であまり大きな声を出したくないので、ツッコミもソフトだ。


    「たしかに俺は魔法なんて使えない。だから、今から練習するんだよ。つきたまを信じる心があれば、魔法は使える。俺がそのことを証明してみせたら、お前だって、俺の言ってることを認めるしかない、信じるしかない」


    「それは、そうだけど……」


    「ああ。だから、お前も付き合ってくれ。元魔法少女がいてくれたら、心強いしな。もちろん、お前もつきたまを見る練習をしてくれていいぞ」


    　薬師寺はぽかんと俺のことを見ている。


    　できれば、何か言ってほしいんだけどな……。このシルクハットを早目にとりたい。


    「それとも、あの魔法少女の衣装着るの恥ずかしいか？　黒歴史になったのか？」


    「わかった……。私、もう一度やってみる……」


    　薬師寺の目は恐る恐るだけど、目的を持った人間の強い意志も宿っていた。


    



    　薬師寺と別れたあと、俺は至急電話をかけた。


    『鶴見殿、何の用か？』


    「マノさん、眷けん属ぞくはどれぐらい集まってますか？」


    『およそ二万七千五百』


    　当初の予定をはるかに超えていた。球場の動員数のようだ。


    「ええとですね、お願いがありまして、一度薬やく師し寺じにカヤと戦うチャンスをあげてほしいんです」


    　証拠はないが、薬師寺にカヤを倒させたほうが無難だと思うのだ。


    　カヤも自分の気持ちと折り合いをつけるには、姉と戦うほうがいいだろう。


    『それはかまわんが、あの魔法少女は魔法が使えるのか？』


    「これから、使えるようにします」


    『確証のないことを言うのは公務員らしくないな』


    　ここは、たしかに「善処します」とでも言うべきなのかもしれないが、いくらなんでも、それはまぬけだろ。


    　俺は大人だ。薬師寺の代わりに責任をとったっていい。


    　ぶっちゃけ、とれないけどね……。保護者ですらないしね……。あくまで、気持ちの上で、とるぐらいの覚悟があるってだけのことです。


    「大丈夫です」


    『わかった。その言葉を信じよう。鶴つる見み殿は同盟者であるからな』


    　お許しは出た。


    『だが、チャンスは一度だけであると断っておく』


    　ただし、マノさんの声は一貫して硬い。


    『これは姉妹だけの問題ではなくなっているのでな。瀆とく獣じゆう使いは倒さねばならん』


    「そこはわかってます」


    『なら、問題はない。日時の変更はしない』


    「はい、三日後ですね」


    『うむ、満月が上るヴァンパイア復活祭の日だ』


    



    　日曜の朝、俺はひたすら車を秩ちち父ぶ方面に飛ばしている。


    　いかにも人口の少なそうな広い道、国道二九九号線を通っていくと、少しだけ道の両側がにぎやかになる。このあたりが秩父市の中心地だ。ただし、にぎやかなところは目的地にならないので、ここから国道一四〇号線に入っていく。


    「ねえ、まだ着かないの……？」


    　助手席から苦情が来た。もちろん薬師寺だ。


    「あと、四十分ぐらいかな。ナビだとそうなってる」


    「けっこう、長いわね……」


    「一応安全運転で走ってるからな。やっぱり、このへんまでくると、つきたまの数も少ないな」


    　たまに沿道に出てきているのがいるが、たまにだ。うじゃうじゃというレベルじゃない。やたらと多い蕎そ麦ば屋の看板のほうが頻ひん度どが高いぐらいだ。それと、秩ちち父ぶ三さん十じゆう四よん箇か所しよの観音霊場の案内板がたまに見えた。


    「そっか。まだ、私、見えてないんだね」


    「だから、こんなところまで来てるんだろ」


    　市街地を抜けていくと、だんだんと山が深くなってくる。


    　そして、目的地についた。


    　やけに勢いのある筆書きのような看板が山小屋のような建物にかかっている。


    



    　神じん通つう力りきマンダラ研究所


    



    「ちょっと……本当にこんな怪しいところで大丈夫なの……？」


    「大丈夫だ。ここで、つきたまが見えるようになった人間は何人もいるらしい」


    　と言いつつ、俺もすごく不安だった。「この研究所は特定の教団とのつながりはいっさいありません」とサイトに書いてあったので選んだのだが（つきたま関連の新興宗教はけっこうある）、自主的に特訓方法でも考えたほうがよかっただろうか……。


    　かといって、魔法を使う練習をしようにもつきたまが見えないのではやりようがない。


    　やはり、つきたまが見えるところからはじめるべきだろう。


    　実のところ、今日中に魔法が使えるところまで戻ってくれないと、火曜日のマノさんの作戦に間に合わないと思う。


    　なので、どこまで信用の置けるデータか不明だが、実績があるらしいこの神通力マンダラ研究所に修行の予約を入れたのだ。


    「心配するな。日本中の施設を調べて、ここが一番評価が高かったんだ。[image: ]だまされたと思って」


    　ここで疑われると、上う手まくいかない危険性があるので、なんとか信用させたい。ただ、信用させるに足るだけのデータを俺が持ってないので、根拠のないことしか言えない。


    「日本で一番いいところが偶然、埼玉県にあったの？」


    「そうそう。それぐらいの偶然あるって。つきたまログの平均点八十三点だぞ」


    　それっぽい固有名詞でリアリティを出す作戦。


    「わかったわ。この施設は信じられないけど、鶴つる見みの言葉は信じる」


    　よかった。罪悪感はあるけど、よかった。


    　事務所に入ると、ダルマにヒゲを生やした道場主みたいな人が出てきた。


    「あ、ご予約いただいていた鶴見さんですね。どうも、どうも。ワタシ、この研究所の所長の吉よし永なが明みよう寛かんと申します。エベレスト登って、思うところあって、日本の霊場まわるようになりました。お坊さんの資格もあります。うちの修行場、ものすごいパワースポットですし、木々はフィトンチッドし放題ですし、小さいながらも滝もあってマイナスイオンとかゲルマニウムらしきものも出ていますから、絶対大丈夫です。もちろんマンダラパワーも強いですから開かい眼げん間違いなし！　今日は雲一つないいい天気ですし、どんどん修行して、メンタルから健康になってくださいね！　あ～、修行用の服は更衣室兼ねてる小屋が奥にあって、そこに入ってます。Ｓからキングサイズまで全部[image: ]そろってます。自由に使ってね。終わったら洗濯機のカゴにぶちこんでくれたらいいから。ＯＫ！　ＯＫ！　はははははっ！」


    　嵐あらしのような自己紹介と解説を受けて、山の修行場へと向かう。


    　言いたいことはいろいろとあるが、できるかぎりノーコメントでいきたい……。


    「やっぱり、怪しいじゃん……。絶対変だよ……」


    「と、とにかく特訓するぞ……。怪しいけど、ここがつきたまスポットなのは間違いない」


    　山間部は普通はつきたまの数は少ないものだが、修行フィールドの岩場やら滝やらはつきたまがやけに集まっている。本当にパワースポット的な[image: ]なぞの力に引き寄せられているのか、所長の濃いキャラが好きなのかはわからない。


    「つきたまにとって、何もない土地ってわけじゃないらしい。完全な詐さ欺ぎってことはないだろ」


    「そっか。こんなところにも、つきたまがいるのね……。わかった、やってやるわよ！　まずはつきたまが見えるところまで戻してやる！」


    「よし、つきたまで魔法だって使えたんだ。やる気になれば、復帰なんてすぐだ」


    　魔法までは難しくても、最低限つきたまが見えるようにはしてやりたい。


    「それじゃ、特訓のマニュアル通りにやるぞ」


    「うん、受けて立つわ！」


    　薬やく師し寺じはテンション高く、両手を握り締めた。


    「じゃあ、まずは──座禅だ。……お前、即座に嫌いやそうな顔になったな」


    　内容を言ったと同時にテンションが下がった。そのまま顔に出るところは直さないと、大人になった時、苦労するぞ。


    「だって、足痛くなるし、地味だし、だるそうだし、足痛くなるし」


    「足が痛くなるの嫌なんだな。でも、だからこそ訓練の意味があるんだろ」


    　石が平たくなっているところで、足を組む。ひたすら、座る。これが大事なのだ。


    　これがつきたまを見るのに直結しているのかはわからんが、修行でつきたまが見えたという報告はいろんな宗教から届けられているので、修行っぽいことをするのはいいのだろう。


    　ただし、つきたまが見えることが悟さとりとか幸せとかに近づいたと言えるのかは不明だが。というか、何の関係もないと思うが。


    　さすがに本当に座ってるだけではダメだ。私語は厳禁。座りながら腹式呼吸。ヘソの下に意識を集中させる。目は閉じておく。


    　所長の話によると、座禅が終わって目を開けた途端、つきたまが見えるようになった人間もいたとのこと。つきたまが見えるようになったら、開かい眼げんと言えるのだろうか。むしろ、真理の目が濁って、さらに見なくてもいいものを見てしまっている気もする。


    　それじゃ、はじめるか。黙って座るぞ。


    「……………………」


    「……足痛い」


    「お前、開始十秒でしゃべるなよ……」


    　つきたまを見るのが目的で悟さとる必要はないのだが、悟りから最も遠いところにいる人材だろうな……。


    「……………………」


    「…………眠くなってきた」


    「もしかして寝不足か……？　何時間寝た？」


    「七時間半」


    　寝てるじゃねえか。


    　──三十分後。


    　予想していたが、何の成果もなかった。


    「足痛い」


    　足が痛くなっただけだった。


    「じゃあ、次のカリキュラムな」


    「次はもう少しアグレッシブなのがいいわ」


    「ああ、アグレッシブなのは間違いないぞ。滝たき行ぎようらしいから」


    「帰る」


    「お前、今日、考えるより早く本能で発言してるな」


    　性格だけは元に戻ったけど、肝心の能力が戻ってくれないようだ。


    　だが、こういうのはまず隗かいよりはじめよというやつで、俺がやらねばならんだろう。俺は俺で、魔法を使うんだって気持ちで臨まねばならない。


    「嫌いやだったら、やめとけ。俺はやるからな。魔法使いになって箕み原はら市の危機を救ってやる」


    　正直、こんなことで魔法が使えるとは思ってない。


    　というか、ここまで来たのも明らかに薬やく師し寺じのリハビリのためだし、場所の設定自体も魔法の習得向けじゃない。うさんくさいこの研究所だって、つきたまが見えるようになるとは謳うたっているけど、魔法が使えるとまでは言ってない。


    　かといって、薬師寺のためとだけ答えたら、あいつが変に恐縮する可能性がある。迷惑をかけていると思わせてしまう。


    　迷惑に決まっているのだ。だけど、迷惑でかまわないのだ。人間、多かれ少なかれ、周囲の厄やつ介かいになるものだし、まして、高校生なら大人に迷惑をかけてナンボだ。大人は子供のアシストをして、その分、ちょっとだけ尊敬やらを受ければいいのだ。


    　しかし、迷惑をかけるぞと意識して、迷惑をかけられる人間もいない。ややこしいけど、こうやって安全弁をいくつも作っておいてやるしかない。


    　そのために、俺は魔法使いにならないといけない。


    　少なくとも、なろうとしないといけない。


    　薬やく師し寺じの精神的負担を軽減するためだけに。


    　自分でも何が本音で、何が建前かわからなくなってきたが、ウソは言ってないと思う。


    　更衣室用の小屋で修行用の服に着替えて、いざ滝たき行ぎよう。


    　滝の高さは五メートルぐらいか。近づいてみると、意外と高い。


    　水量も少ないと思っていたけど、近づいてみると、意外と多い。


    　というか、秋の秩ちち父ぶ、メチャメチャ寒いんだけど……。


    　バチバチと舌打ちの上位交換版みたいな音が、水が打ちつける岩からしている。


    　寒いというより、痛そう……。


    　指を差し入れて、すぐに戻した。


    　きつくないと特訓にならないというのはわかるけどな……。


    「あっ、怖こわいんだ。別に無理しなくてもいいんじゃない？」


    　しぶきもかからないところで、薬師寺が笑っている。イラッとくる。わざわざレンタカー借りてまでここに来たのはお前のためでもあるんだぞ。


    「こんなの怖いわけないだろ。こちとら、もっとヤバい目に遭ってきてるんだ」


    　間違いではない。山で埋まって死にかけたからな。


    　思い切って、頭を入れてみた。


    　頭に重い衝撃がきた。やはり寒いというより痛い。これが水の質量か。いや、水の位置エネルギーか。頭がくらくらしそうになるぞ……。


    　薬師寺、これはお前のためじゃないからな。俺が魔法を使うためだからな。お前が悔くやしがるような魔法マイスターになってやるからな。ゆっくりしてたら、俺がカヤも倒しちゃうからな。


    　たいしたことない。頭を使わなくていいだけ接客より楽だ。こんなの、じっとしてるだけだ。ストレスがたまるようなことを言われるわけでもなんでもない。心に傷を受けるわけでもない。いける、いける！


    　どうにか、十分を乗り切った……。手足の感覚がない。


    「すごいわ……人間、やれるものなのね……」


    　こんなに頑張るとは思ってなかったのか、薬師寺も素直に賞賛してくれているらしい。


    「さあ、俺はやったぞ……。社会人を舐なめるな……。ちゃんと納税して社会にも貢献してるんだからな……」


    「それで、魔法は使えるようになったの？」


    「ええと、足下の石、動け……」


    　直径五センチぐらいの石に念を送ってみた。


    　微動だにしなかった。


    　隣にいたつきたますら動いてくれなかった。つきたまに動けと念じてはないけど。


    　そもそも、魔法って、どの属性の魔法なんだ？　滝たき行ぎようとかして身につくとしたら、修しゆ験げん道どう系なのか。だけど、修験道系の魔法とか知らんぞ。マントラみたいなのを唱えないといけない気がするが、般はん若にや心しん経ぎようすら唱えられんから、どうしようもないよな……。


    　あるいは、でたらめでも何でもいいから、魔法の設定を緻ち密みつに作っておかないとダメなのだろうか。もっと、具体的なイメージを思い描くことが必要なのだろうか。薬やく師し寺じでさえ、魔法の呪じゆ文もんぐらいは持ってたからな。


    「なんだ、やっぱりダメなのね」


    「お前な、滝行だけで魔法が使えたら、昔から日本はシャーマンやウィザードだらけだっての。あくまでも修行の第一歩だ」


    　滝行を終えた達成感はあるが、これだけで魔法使いになれるとまでは思いこめない。もう少し、いろいろと試す必要があるだろう。


    　あと、仮に魔法が使えたとしても、石が動かせるなんてレベルで、カヤに勝てるわけないしな。石を時速五〇キロ程度で飛ばせられれば、話は違うが。


    「よし、次は薬師寺の番だな」


    　薬師寺の顔色がさっと曇った。


    「え……だって、こんなことしたって無駄だし……」


    「魔法が使えるかはわからないけど、つきたまを見るのには効果もあったらしいぞ。つきたま見たくないのか？」


    　ちょっとだけ、Ｓっけが入ったのを告白しておく。あれだな、先輩にしごかれた後輩が上級生になると同じことを繰り返す感覚に近い。


    　すでに滝行をした人間は強気なのだ。


    「こんなにつきたまがいるのに、見えないなんてかわいそうだな。うん、なんともかわいそうだ」


    「わかったわ……。やればいいんでしょ！　やってやるわ！」


    　やたらと地面をどしどし踏みつけながら、薬師寺は更衣室に入っていった。やる気らしい。


    　更衣室には修行用の服も置いてあるので、それに着替えるのだろう。


    　しかし、予想ははずれた。


    「これで、いいのかしら……？」


    　いいかどうかと言われると、何かが間違っている。


    　なぜか水着姿で薬やく師し寺じが登場したからだ。


    「滝たき行ぎようみたいなのあるかもしれないって思って、用意してきたの……。夏はとっくに過ぎちゃってるけど……」


    「あ、ああ……。それなら濡ぬれても問題ないし、いいんじゃないか……」


    　ただ、修行者がピンクのビキニっていうのは、どうなのだろう。仏ぶつ道どう修行じゃないからいいのだろうか。


    　それと、わかってはいたことだが、胸はないな。ビキニもフリルつきのかわいい感じだが、あれも胸のなさを誤ご魔ま化かす方便と見た。


    　なぜか「はちきれそう」とか「けしからん」とかいう、よくある単語が頭をよぎり、無常感を覚えた。そんなに世の中、上う手まくはいかん。


    「鶴つる見み、今、失礼なことを考えてなかった？」


    「お前は修行に専念しろ」


    　図星だったので、話題をそらした。公務員をやっている手前、はっきりと「考えてない」と答えるぐらい、わけもないのだが（わかってても言ってはいけないことが世の中にはたくさんある。公務員の場合、とくにたくさんある）、ここは罪悪感が残らない方法をとる。


    　だいたい、知り合いの女子高生に欲情するとか大人として終わってるし、公務員的にも面倒くさいことになりそうなので、これでよいのだ。
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    　薬やく師し寺じは、滝にそっと手を入れては、


    「ひゃうっ」


    　また手を抜くという所しよ作さを繰り返している。


    　ずいぶん用心深いが、その気持ち自体はよくわかる。どのタイミングで踏みこんでいいのか、わからないのだ。


    「薬師寺、つきたまのためだ」


    　厳密に言うと、つきたまのためじゃなくて、薬師寺のためなんだけど。


    　人間、自分のためと思うよりほかの誰だれかのためと思うほうが、頑張りやすい。例外もあるけどな。俺はこいつのためと思わず、自分のためと思うことにしている。


    「お前が勝たないと、カヤにつきたまが支配されるぞ。つきたまのために戦え」


    「言われなくても、わ、わかってるわよ……。わざわざ着替えたんだし、とことん滝に打たれてくるわよ」


    　そして、思い切って頭を滝の下に入れた。


    　合わせて、俺は自分の時計に目をやる。ちゃんと時間をはからないとな。こっちは記録係だ。


    「うっ……！　が、がまん……。つきたまのため……つきたまのため……。うっ……」


    　思ったより、薬師寺は根性がある。十五秒で離脱みたいなことにはならなさそうだ。


    　水が薬師寺の頭の上で跳はね返る。


    　両手は握り締めて、くちびるも目も閉じる。滝に負けないために、雑念を排して、自然と心を一点に持っていこうとしてしまうのだ。


    　伝統のある修行法にはそれなりの意味があるのだと感心する。これは勝手に集中力がつく。


    「カヤが……ああなったのは……わ、私のせいだから」


    「えっ……？」


    　そんな懺ざん悔げみたいな言葉が漏もれてくるとは思っていなかった。


    「きっと、カヤはうらやましかったはずだから……。魔法少女になりたかったはずだから……。なのに、そんなの無理よって、すげなくあしらって……。もっと、向き合ってあげたら、カヤがグレることはなかった……」


    　その因果関係がまったくないとは言えないと思う。


    　だけど、それは不幸な事故みたいなものだ。薬師寺が責任をとらないといけないレベルのものじゃない。


    　それを自分から認められる薬師寺は本当に偉いと思う。大人だ。


    　いや、子供だからできることなのか。


    　大人になってしまうと、背負うものや関わるものが多すぎて、素直に生きることができなくなる。


    　謝罪会見で、知らなかったとかわかってなかったとか、誰が見てもわかるようなウソをつく責任者は、たんに人間としてずるいんじゃない。本当のことを言えない立場にいるのだ。


    　もちろん、だからってウソをつくことが許されるわけではないし、真実を話すほうが正しいとは思う。


    　でも、背負うものが増えれば増えるほど、正しさを追求するのが難しくなるのは事実だ。


    　謝ったほうが楽だけど、組織で決まってることだから、知らないと言うしかなくて、三日後風向きが悪いからやっぱり本当のことを言うしかなくなり、隠してましたごめんなさいすみませんと答えるという一連の流れ。


    　あれ、本当に怒りより先に悲しみがやってくる。いろんなものに縛られてしゃべる言葉すら決められてしまった大人の悲しみ。子供よりはできることが増えたはずなのに、かえって選択肢は狭せばまっている。


    　変な話、俺がこうして薬やく師し寺じに関われるのも、背負うものがまだ軽いからだ。


    　俺が三十歳で、結婚してて、子供がいて、だなんてことになっていたら、休日を女子高生一人のために割さけただろうか。仕事のためと言ったって、社会的にも、倫理的にも認めてはもらえなかっただろうし、俺もそれを理由に関わりにふたをしただろう。


    　そういう意味では、薬師寺は大人になる直前の時期を全力で生きているのかもしれない。


    　全力だから、もう一度魔法少女に戻ろうとして、いらない苦労をしている。


    　完全に諦あきらめれば、それですむことなのだから。


    「負けるか！　負けてたまるか！　つきたまを見て、魔法少女に戻るの！　カヤを更生させるの！」


    「頑張れ！」


    　無意識のうちにエールを送っていた。


    「頑張れ。世の中には報われないこともたくさんあるけど、お前の気持ちは絶対にどこかで報われる。だから、頑張れ、頑張れ！」


    　また絶対だなんて言ってしまった。根拠なんてどこにもない。誇大広告と文句を言われても仕方がない。


    　なのに、俺は恐れもなく、そんな言葉を使っていた。


    　それぐらい、薬師寺の目に強いものを感じた。これなら薬師寺は立ち直れる。きっと、近いうちに。


    「ねえ、鶴つる見み……今、何分……？」


    　時計をチェックするのを忘れていた。


    「あっ、もう、十分過ぎてるな……。すごいぞ、もう終わりでいい」


    「せっかくだから、十五分やるわ」


    　残りの四分強を薬師寺は滝の下で無言で耐えた。


    　本当に強い奴やつだと思った。


    　元から強かったのか、強くなったのかわからないけど。


    　今の薬やく師し寺じは強い。


    



    「あ～、疲れた……」


    　滝たき行ぎようを終えた薬師寺は岩場にあおむけに転がっている。完走したマラソンランナーのような風格があった。


    「お前、よくやったな。正直、侮あなどってるところあったけど、その努力は認める」


    「どうしてこれまで侮ってたのよ！」


    「いや、まあ、いろいろと総合的に評価した結果なんだが……。それで、つきたまは見えるか？」


    　俺の周囲だけでも、四体ほどがぼうっとしている。いや、ぼうっとしているのかどうかはつきたまにしかわからないし、そもそもぼうっとするという概念があるのかわからないのだが、人の目から見るとぼうっとしているように見える。


    「あっ…………」


    　途端に薬師寺の顔が曇ってしまう。


    「見えない……」


    「そっか……」


    　そんなインスタントにはいかないものか。努力と成果は違うラインを走っている。極端な話、運で結果が決まるかもしれないのだ。


    　つきたまが見えるきっかけなんて、どこに転がっているかわからない。まして、見えなくなったものがまた見えるようになるだなんて、レアもレアのケースだ。


    「ごめん、ここまで連れてきてもらったのに」


    　つらそうな顔が俺を見上げた。


    「これは俺が魔法使いになるための特訓だ。お前は便乗してきただけだ。謝られるいわれはないっての」


    「私、このままつきたまが見られないのかな」


    　薬師寺の近くにつきたまは寄っていかない。


    　つきたまにとって、薬師寺は人口の大多数の見えない側がわの人間でしかない。


    　薬師寺のけなげな質問に答えることはできなかった。


    　今度は、さすがに絶対大丈夫とは言えない。


    「落ちこむ前に、まだやれることがあるだろ」


    　そのあとも山中を走り回ったり、川で泳いだり、体力回復を兼ねてもう一度座禅したり、木刀の素振りをしたり、とにかくいろいろとやった。何かしてないと薬師寺も俺も落ち着かなかった。


    　だが、薬師寺の目につきたまが映ることはなかった。


    　俺たちは、ただトレーニングをしていただけだ。


    「もう、無理だね……」


    　一番言ってはいけない言葉を薬やく師し寺じは口に出す。


    　薬師寺の心のほうが折れかけている。


    　本人が無理だと言った時点で魔法なんて使えるわけがない。


    「そう思うなら責めはしない。勝手に言ってたらいい」


    　どうせ俺は口でしか言えないし、口で言えることはさんざん言ってきた。自己啓発本のように、突然薬師寺をやる気にさせられる一言なんて持っていない。


    　自分のメニューをこなすことだけを考える。


    　最後は、岩場での宙ちゆう吊づりか。


    　山中の修行でよくあるやつだ。体に縄をくくりつける、いや、むしろ体を縄にくくりつけるというほうが正しいのではないかというような太い縄で命綱を作り、崖がけから宙吊りになる。いわば高い位置で静止するバンジージャンプみたいなものだ。


    　ほとんどイジメみたいな内容だが、自主的にやる分には問題ないのだろう。


    　命綱は地面に突き刺さっている金属製の金具で固定されている。宙吊り中に金具が抜けたら大変なことになるけど、そこは大丈夫と信じよう。インターネット上では、この施設は死人を出してないはずだ。


    　命綱を自分の足に結びつける。あの所長を呼んでからやったほうが安全だろうが、それだと試せないことがあった。


    「えっ、鶴つる見み、それもやる気？」


    　お前、この種目だけは避けようとしてただろ。表情でわかる。無理だと言ってたのも、何割かはこれをやらずにすます方便だったんじゃないか。


    「人生、何事も経験だ。どうせなら、やってから帰る」


    　嫌いやなことをやるから意味があるケースもある。俺はショック療法だと思って試すぞ。


    「それじゃ、薬師寺、終わったら引き上げてくれ」


    「え、絶対やめといたほうがいいって！」


    「ここまで来て、中途半端に終わらせたくないだろ。こういう体験コースってけっこう金かかるんだよ」


    「私はやらないからね……。高いのも苦手だし……」


    「ああ、そこは強制しない。一応、やり方だけ言っておくぞ。宙吊りになりながら、本音を全部ぶちまけていって、それが終わったら、引き上げるらしい」


    　極限状態で洗いざらいぶちまけろってことだろう。懺ざん悔げの方法と近いな。


    「じゃあ、給料上がりますようにとか、変な客が来ませんようにとか願うことになるわね」


    「お前の公務員理解はよくわかった。否定もしないけどな……」


    　それなりに合ってます。給料の上昇は諦あきらめているけど、仕事の楽さと楽しさはお客さん次第で大幅に変わるので、切実である。


    　覚悟を決めて、体を崖がけに張りつかせていく。


    　目の前に緑が見える。テレビで見た時は、何十メートルって下に落ちる感じだったけれど、ここはもっとしょぼい修行道場だから、そこまで崖も高くはなさそうだ。それでも怖こわいけど。


    　この仕事をしてて、崖から宙ちゆう吊づりになることがあるとは思わなかった。遊園地のジェットコースターにしか乗らない人生を送ってきたのに。人生先は読めないものだ。


    　つかまっている岩から手を離して宙吊りになる。


    　よし、本音を叫ばないとな……。かなり縄でくくった足が痛いのだが、もしかして、これって胴にするものなのだろうか。


    「ま、魔法使いになる……」


    　これで自分のことは言ったな。


    　よし、次のステップに移ろうか。


    「こ……この事件が無事に解決しますように！」


    　地面を見ながら叫ぶ。声は微妙にふるえていた。目もつ下かの願いはもちろん、これだ。解決しなかったら、元も子もない。


    　だけど、これじゃ抽象的すぎるな。より、具体的にわかりやすく。


    「不幸なものが何も残りませんように！　ちゃんと薬やく師し寺じ家に平穏がおとずれますように！　ええとそれから……薬師寺がまた魔法を使えるようになりますように！」


    「こんなところで、体面考えなくていいわよ！」


    　真上から苦情が飛んできた。


    「これって、本音を言わないとダメなんでしょ！　きれいごとじゃなくて、本心言いなさいよ！　じゃないと魔法使いにもなれないんじゃない？　私のことはどうだっていいよ！　鶴つる見みのこと、願いなさいよ！」


    　少し、その声は涙ぐんでいるように聞こえた。聞こえるだけだ。だって、顔なんて見られないからな。


    　見えるのは岩肌と地面の木々だけだ。茶色と深緑だけ。


    「ここまで連れてきてくれただけでいいよ。迷惑かけてるって自覚もあるよ！　だから、もういいよ！　かまわなくていいよ！　魔法のことなら、私でなんとかするから！　自分のこと、もっとちゃんと願ってよ！　公務員だからって、市民のことを先に願わなくていいのよ！」


    　ふん、甘いな、薬師寺。お前、俺のこと、舐なめてるだろ。


    「薬師寺が幸せになれますように！　薬師寺が幸せになれますように！　すこやかに、立派に、育ちますように！　幸せになれますように！」


    　イヤガラセのように、薬師寺のことを願う。願ってやる。


    　俺は県の職員だぞ。県民のために表向きは誠心誠意働いてるんだ。


    　それを本音にして何が悪い。


    「お前にここまで関わっちゃった以上、お前が幸せになれないと、先に進めないだろ！　俺は自分の仕事が無事に、安あん穏のんにすめば満足なんだよ！　だから、これでいいんだ！」


    「だから、そういうのやめてよ！　お返しができないのって、こっちだって疲れるんだから！」


    　何か水のようなものが顔にかかった。まさか、涙が落ちてきたのか？　いや、そんなロマンチックなことはないだろう。


    「鶴つる見みもとっとと幸せになりなさいよ！」


    「じゃあ、お前が先に幸せになれよ！　そしたら、考え事が一つ減って、幸せになれるからさ！」


    「私だって、魔法は使いたいよ！　でも、こういうのって自分のために努力したんじゃダメなの。誰だれかのために使おうとしないと、やっぱりダメで……そのきっかけがつかめなくて……。ああ！　だから、もうほっといてよ！」


    「ほっといてほしいんだったら、ほっといても問題ないってぐらい、強く生きてから言えよ！　ほっとけないだろ！　危ないだろ！　俺だって、それぐらいに善人なんだよ！」


    　こっちも腹が立ってきた。薬やく師し寺じが完かん膚ぷなきまでによくできた人間で、取りつく島もないです、一人で戦っていけます、リア充ですって女子高生なら、こんなに関わるか。俺も自分のことだけに専念するさ。


    　できないだろ。一寸先はわかっても、一日先は不安だろ。


    「魔法は誰かのために使わないとダメだとしても、お前のためにもお前が魔法を使えるようになったらいいな」


    　うん、我われながらいいことを言った。


    　それなりに薬師寺の心を揺さぶったのではないだろうか。これであいつももっとのめりこんでくれるはずだ。つきたまのために一いち途ずになるはずだ。やはり、崖がけから宙ちゆう吊づりというシチュエーションはインパクトあるな。


    　巨大としか言いようのない心理的ショックを与えろと課長補佐は言った。


    　ならば、箕み原はらの街中なんかじゃダメだ。同じ言葉でも、こんなタイミングのほうが効き目が大きいはず。


    　よし、もう一押しするか。


    「薬師寺、命綱が緩ゆるんで、落ちるかもしれない……」


    「えっ！　ど、どうしたらいいの……」


    　もちろん、ウソだ。


    　ピンチの演出で薬師寺にさらなる衝撃を与えるのだ。引き上げてもらった時に感動の救出のような演技ができれば、人の命を救ったという自信がついて、そのはずみでつきたまが見える程度にはなるんじゃないか？　我ながら策士だ。


    　体がずるっと、スライドした。


    　何が起きた？　あわてて、薬やく師し寺じが引き上げた？


    　違う。


    　むしろ、ずり落ちてる。


    　縄から足が抜けそうになっている。


    　本当に落ちそうになっている……。


    　結び方が甘かったか……。やっぱり、これ、胴に結ぶものだ……。足じゃなかったんだ……。しかも、足だったら、ずり落ちそうでも縄をつかむこともできん……。


    　俺の頭に巨大な心理的ショックが起こっていた。


    「薬師寺……お前に謝っておかないといけないことがある……」


    「何？　それどころじゃないよ……」


    「俺はウソをついていた。落ちないのに落ちるかもしれないと言ってたんだ」


    「ひどい！　最低！　エイプリルフールでも許されない冗談よ！」


    「だが、罰ばちが当たったのか、本当に落ちそうになっている……」


    「…………へ？」


    「綱もつかめないし……このまま落ちるしかないと思う……」


    「え…………ちょっと！　何やってるのよ！　死ぬじゃん！」


    「死ぬとは限らんだろ……不吉なことを言うな……」


    「死ななくても大ケガするでしょ……。どうするのよ」


    「ヒゲの所長を呼んできてくれ……」


    「それ、間に合いそうなの……？　その状態で大丈夫なの……？」


    「わからん」


    「あっ！　どんどん抜けそうになってる！」


    　どうしよう。


    　結論からいくと、どうしようもなさそうだ。


    　ええと、木が生い茂ってるから、案外大丈夫なんじゃないかな……。大丈夫だといいな……。頭が真っ白で何も考えがまとまらなくなる……。


    　恐怖心が全身を覆おおい尽くして、塗りたくる。二重三重と塗りたくっていく。


    　意外と、こういう気分になった経験はある。夢だ、夢。殺される系の夢で、こういう気分になるんだ。これも夢だったらいいな。夢だったらいいな……。覚めろ、覚めろ、覚めてくれ！


    「や、薬師寺……い、生きてたら、また会おう……」


    「縁起でもないこと言わないでよ！　心の準備とかこっちもできてないし……」


    　足が縄からはずれた。重力に逆らうものがなくなる。


    「鶴つる見みっ！」


    　体がゆっくりと落下していく。ゆっくりなわけないから、体感速度が変になっているだけか。これ、いよいよ死ぬ流れか。扱いとしては殉じゆん職しよくなのか？　いや休日だから無理か。最悪、女子高生とデート中に死亡とか、嫌いやな三面記事にされるかもしれん。それは親に申し訳が立たんな。弁明したいけど、死人に口なしと言うしな。


    　あの日、廃校で薬やく師し寺じに声をかけなかったら、こんなことにはならなかっただろうな。


    　のんべんだらりと公務員をやれていただろうな。休日の今いま頃ごろは部屋でだらだらしていただろうな。


    　それって、つまらん人生だな。


    　会えてよかった、薬師寺と。


    　我が人生に一片の悔くいなしとまでは言わないけど、お前に会った悔いはない。


    　──と突然、体が引き上げられた。


    　薬師寺か？　そんなわけない。どんな手の長い人間でもつかめないって。じゃあ、何なんだよって考える間もなく、落ちた地点を追い抜いて、命綱を垂らしていた地面も追い抜いて、上昇して、上昇して、空に舞い上がって──一瞬薬師寺と目が合った。


    　薬師寺は必死の表情で、両手を広げて、まるで魔法の呪じゆ文もんを唱えているみたいだった。


    　まさか、魔法が……。


    　魔法が使えるようになったのか……？
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    　で、上空二十メートルは舞い上がった体は、落下をはじめる。


    　げっ。


    　浮くんじゃなくて、一回体が持ち上がって、落ちるだけかよ……。


    　どうにか、もう一度崖がけの下に落ちることはないと思う。修行場の地面には落ちられそうだ。待て待て待て、この高さから薬やく師し寺じのいる地面まで落ちても大ケガじゃないか？　このあたり、岩盤だし。でも、止めようがないし、落ちる落ちる落ちる落ちる落ちる！　やっぱり、これも夢だったらいいな。夢だったらいいな……。覚めろ、覚めろ、覚めてくれ！


    



    　ざぱぁぁぁぁん！　滝つぼに落ちた。


    



    　助かった……。何重にも奇跡が起きて、どうにか助かった……。


    　ちょっと、言葉にはならないな……。世界一恐ろしい絶叫コースターでもこんな興奮は味わえないと思う。


    「鶴つる見み、鶴見！」


    　走ってくる薬師寺もどこか夢みたいに見えた。


    「今の魔法かな……？」


    　薬師寺も判断ができないらしい。


    「自然現象では説明がつかなくて、お前が魔法を使おうとしてたのであれば、魔法なんじゃないか……」


    「そ、そうかな……あっ」


    　どこか、気の抜けたような声が薬師寺から出た。


    　それから、近くのつきたまを抱きしめて、ぷにぷにした。お前、本当につきたまが好きだな。


    　あれ？


    「つきたまが見える！　つきたまが見えるよ、鶴見！」


    「よ、よかったな……」


    　俺はまだ味わった恐怖が抜けきらなくて、喜んでやる余裕がないわ……。


    



    　まあ、骨折もしなかっただけ、よしとしようじゃないか。

  



  
    



    


    ６たま　つきたまを介した姉妹間抗争の顛てん末まつについて


    



    



    「いざ、箕み原はら！」


    　いざ、鎌かま倉くら！　みたいなノリで言ってみたら、全然雰囲気が出ず、言った直後から後悔した。


    　そもそも文字数が合ってないし、「いざ、鎌倉！」は本拠地がピンチの時に駆けつけるって意味だから、敵の本拠地に攻めこむために使うのにも合ってない。つまり、無茶苦茶なので、前言撤回したかった。


    　場所は箕原神社の境内。


    　ここから敵の本丸を目指す。


    「何が『いざ、箕原！』なの？」


    　きっちり、薬やく師し寺じが聞いてきた。


    「悪い、気にしないでくれ。ギャグが大きくすべったような気持ちなんだ」


    　こちらの軍勢は三人。俺・薬師寺・マノさんだ。


    　時間は昼と夜の境目、六時過ぎ。この時間なら仕事はけてから来られるし、ヴァンパイアのマノさんも月の位置的にありがたいらしい。神社も人ひと気けがなくて、やりやすい。


    　今日の薬師寺は、久々の魔法少女コスチューム。


    　絶対に何か勘違いしている猫耳もついている。


    　お前の魔法の要素に猫が関係していることがかつてあっただろうか？　いや、ない。実際にツッコミを入れると怒られるので、脳内で反語形式でツッコミを入れておく。


    　あと、腋わきが全開でまぶしいが、仕様なので見て見ぬふりをする。腋ばっかり見るのは、ある意味胸ばっかり見るより性せい癖へき的に問題がある気がする。


    「いよいよね。カヤを悪から解き放ってあげる」


    　薬師寺は魔法のステッキ的なものをぎゅっと握りしめた。


    「そういや、お前、そのステッキって魔法を使うのに必要なのか？」


    　崖がけから引き上げられた時は、ステッキどころかコスチュームも着てなかったぞ。というか、水着だったぞ。


    「必要ない」


    　あくまで雰囲気のためか……。


    「けど、山の上だから杖つえがあったほうが歩きやすいでしょ？」


    「そっちか。いやでも、それ、短いから使いづらいと思うぞ」


    「では、先さき触ぶれは我が眷けん属ぞく、第一軍が行うとするかな」


    　マノさんがいつもと変わらない落ち着いた表情で言う。服装もマノさんの普段着だ。多少、ロック色が強いが、合戦用のスタイルではない。


    　だが、落ち着いていていいのかというような状態になっていた。


    　文字通り、数えきれないほどのつきたまがずらずらずらっと並んでいた。


    「ええと、数、どれだけになったんですか、最終的に？」


    「三万を超えた」


    　はっきり言います。


    　つきたまに関わる人類の中で、この人、絶対に最強だ。


    　マノさんがカヤみたいに変な思想を持ってなくてよかった、と心底思う。たとえば、つきたまを寄生させて人間を操れるとか思いこまれていたら、とてつもない悲劇が箕み原はら市で起こっていただろう。ガチで背せ筋すじが寒くなる。


    「当初はもっと少数精鋭で戦うつもりだったのだが、志願者が増えすぎてな……。だが、埼玉征服にはこれぐらいの数がいたほうがよいし、全員連れてきた」


    「マノさん、もし、イラっとすることがあったらお気軽に言ってくださいね。俺がマノさんの愚ぐ痴ちのはけ口になります。とくに破壊衝動とか起きたら率直に言ってください。二～三発だったら殴なぐってもらってけっこうです」


    「まさか、鶴つる見み殿はそんな趣味があるのか？」


    　俺の人類のための仏心は変態の心と受け取られた。


    「だが、特殊な性せい癖へきの人も平和に生きられる社会を、埼玉征服をなしとげた時には作りたいものだ。変態を許容できぬ社会がヴァンパイアを認められるわけがないからな」


    　一周まわって、仁じん愛あいに満ちた素晴らしいコメントになった。三万を率いる大将は格が違うのか。


    　だが、いくらなんでも三万もつきたまがいると置き場所に困る。


    　あまりにも場所をとるため、それぞれ三段になっている。


    　つきたまの上につきたまが乗って、そのまた上につきたまが乗っているわけだ。


    　アイスクリームが三つのっているのをイメージしてもらえると、比較的近い。


    　現代アートだと言い張れば、たいていの人を[image: ]だませそうだ。そんなことを考えていると、本当にアーティスティックに見えてきた。


    「この数でかかれば、瀆とく獣じゆう使いに仕える下っ端ぱは倒せるだろう」


    「俺もそう思います」


    　問題があるとすれば……。


    「こいつら、どうやって戦うんですか？」


    「我が身を省みず、体当たりを行う」


    　つまり、ぷにぷにした体でぶつかるだけか。


    　目つきの悪い奴やつも人間にぶつかってくるだけなので、つきたまそのものに本質的な攻撃力はないらしい。


    　攻撃力がない状態で敵に勝てるかわからないが、この数なら、どうにかなるのかな。マノさんの活躍に期待したい。


    　ピコピコハンマーを持った人が一人やってきても、そんなに怖こわくはないだろう。しかし、三万人がピコピコハンマーを持ってやってきたら、言葉で表現できないような恐怖を感じるだろう。絶対怖い。


    「魔法少女よ」


    　マノさんが無表情で薬やく師し寺じのほうをちらっと見た。この二人が一緒にいるのは、祭り以来か。


    「な、何よ……？」


    　マノさんはクールなので、何を考えているかは読めない。


    「魔法がまた使えなくなっていたようだな」


    「それが、ど、どうかしたの……？」


    　いきなりの指摘で薬師寺も困惑しているようだ。俺もびくびくしていた。決戦の前から仲間割れは勘弁してほしい。


    　しかし、考えてみれば当たり前の話ではある。思いこみが強い人間しか戦力にならないのだから、そんな人間が集合したら、対立が発生するリスクは十二分にある。だからって、対立されたらシャレにならんが。


    「魔法が使えたり、使えなくなったりするということは、お前の弱さを示している。どこかに自分は間違っているのではないかという迷いがあるのだろう。それが我わが輩はいとの差である」


    　げっ。本当に否定をはじめたぞ。それはまずい……。


    「わざわざ言わなくてもいいでしょ！　ケンカ売ってるの？　まずあなたからやっつけるわよ！」


    「だが、その都度、復活してくることは確かな強さの表れでもある。ヴァンパイアの我輩とは異なるタイプの強さだ」


    　フォローの言葉が出てきて、俺はなかば外野でほっとしていた。このストレスはけっこう大きい。


    「歌手にもいくつかのタイプがいる。マイペースに自分がいいと思うものを揺らぎなくひたすら作り続ける者。毎日毎日悩み抜き、作っては壊し、作っては壊し、心身すり減らして感動の大作を生み出す者。どちらかといえば、お前の生き方は後者なのだろう」


    「私の場合、悩んで復活してるっていうより──」


    　ちらっと、薬師寺が俺のほうを見た。


    「人にその都度、助けられているだけなんだけどね」


    「世の中には、誰だれも救えぬほどダメになってしまった人間もたくさんいる。それと比べれば、救いの手を差し伸べられて立ち直れるのも立派な才能だ」


    　すごくいいこと言うけど、この人、何歳なんだろう。ティーンエイジャーの台詞せりふじゃないだろ。


    「魔法少女は人の弱さがわかる。ならば、瀆とく獣じゆう使いの弱さも認め、許すことができるのではないか」


    「そうね……。なかなかいいこと言うじゃない……。ところで、トクジュー使いって何？　というかトクジューって何？」


    　上う手まく話がまとまったと思ったのに、余計な質問がついていた。


    「瀆獣というのは、古代邪悪な魔術師たちによって地獄より呼び出された……この話、長くなるが、鶴つる見み殿、よろしいかな？」


    「よろしくないので、俺が説明します。薬やく師し寺じ、瀆獣使いとはカヤのことだ」


    「特牛使い……たしかに荒々しくて悪そうな名前ね」


    　また、情報伝達が失敗しているようだけど、まあいいや。


    「瀆獣使いの処遇は姉である魔法少女に任せる」


    「あ、ありがと……」


    　顔色も変えず、マノさんは約束どおり、その役目を薬師寺に譲ってくれた。よくできた人だ。


    「しかし、力不足と感じた場合はその限りではないぞ。せいぜい、力を示せ」


    「わかってるわよ。あの妹におしおきしてやるわ」


    「それじゃ、作戦開始といきますか」


    　神社の許可を得ているとはいえ、三万のつきたまは十分に非常事態だ。あまりとどまるべきではない。


    「うむ。では、第一軍『無む明みよう』よ、行け！　続いて第二軍『混こん沌とん』も用意！」


    　うにゅにゅにゅにゅにゅ！


    　眷けん属ぞくたちがついに動き出した。


    　その無明とか混沌とか二つ名みたいなのが気になるが、戦艦に大和やまととか武蔵むさしとかつけるようなものなのだろうと解釈する。わざわざ確認していると明日になってしまう。なにせ三万以上だからな。第五十軍ぐらいまでありそうだ。


    「ねえ、その無明とか混沌とかって何？」


    　だから、わざわざ聞くなって。


    「もっと、かわいい名前にしなさいよ。あさがおつきたまとか、ひまわりつきたまとか」


    「そんな名前だと弱そうではないか」


    　正論が戻ってきた。あと、薬師寺よ、その幼稚園レベルのアイデアはどうにかならんのか。


    「よし、我われ々われも進軍するとしよう」


    　そうそう、ここで待機しているわけにはいかないのだ。


    　つきたまがこちらに携帯で連絡してくれるわけではないので、戦況はこっちで見極めないといけない。


    「もう少し、眷けん属ぞくに能があればいいのだが、その都度、命を下くだすしかないのだ」


    　まあ、このぷにぷにしたものを見て、自在に操れると思えというのは無理な話だ。しかし、もし、万能な生物だと思いこんでれば、そんなふうにつきたまも変化するのだろうか？


    　あるいは、いいことをしてあげたら、人間に化けてお返しをしにきてくれる──と信じぬいたら、本当にそんなことが起こるのだろうか。鶴つるの恩返しみたいなことが実現するのだろうか。


    　もっとも、どんな美女でも、まったく知らない人間がマンションにいきなり来たら、ドア開けないけど。怪しすぎる。まして、開けたとしても、「この部屋は決して見ないでください」とか言い出したら、通報すると思う。


    　そろそろ山上への道も覚えてきた。できれば、これでしばらく登りおさめにしたいところだ。毎日登山を日課にする老人じゃないんだからな。でも、登っておしまいじゃなくて、みんなで下山できる方向で。


    　しばらく登っていくと、人影が見えた。


    　こんなところに出てくる人間なんて選択肢はほとんどない。


    「ふははは！　東の副帝山やま本もとと──」


    「──西の副帝高たか島しまよ！」


    　あの変な中学生男女か。


    　けど、どっかおかしいぞ。


    「お前ら、東西、逆になってないか？」


    「高島さんがずっと逆で覚えてるから、ひっくり返した」


    　山本（男のほう。スポーツ刈りだけど、ちょっと伸びてきた）が恥ずかしそうに言った。敵は敵で苦労しているらしい。もちろん、同情などまったくしないが。


    「性しよう懲こりもなく現れたわね。ここは副帝二人が──」


    「やれ、第一軍」


    　ぼそっとマノさんが言った。


    　その一言で勝負がついた。


    　ぶわわわわっ！　ぶわわわわわっ！


    　排水管が破裂したような激烈な音とともにつきたまが高島（女のほう。ポニーテール）にぶつかっていく。


    　そのまま、数に押されて転倒した。


    　高島は無数のつきたまの中に沈んでいく。


    　ボールプールに埋没する幼児のようだ。


    「きゃっ！　ギブアップ！　ギブアップ！　タイム、タイム！」


    　開始数秒で降参か。悪いな、書面で提出してもらえないと証拠能力がないんだ。


    　こいつらは適度に反省させたら、元の生活に戻れそうだな。それぐらいゆるいのが救いだ。


    「マックの無料券をあげますから！　目高家の大盛りサービス券もつけますから！」


    　そんな百円前後のサービスで懐かい柔じゆうされるわけないだろ。社会人の経済力を舐なめるな。


    　しかし、こいつは本気なのか、ふざけてるのか、よくわからんな。


    　これで副帝一人は倒したな。


    「くっ！　俺にはデスたま銃がある！」


    　山やま本もとは目つきの悪いつきたま（本人いわくデスたま）を、水鉄砲にセットした。


    「薬やく師し寺じ、マノさん、あの水鉄砲は面倒です。すごくかゆくなります」


    「何、そのふざけた能力。バカにしてるの？」


    　まっとうなツッコミが返ってきた。だが、それは事情を知らないから言える言葉だ。


    「あのな、薬師寺、本当のかゆみはな、痛みと同じぐらい苦しいんだぞ。俺も経験したことないけど」


    「心配いらん。第一軍『無む明みよう』、行け」


    　それほど勢いのない液体が眷けん属ぞくに当たった。


    　眷属のつきたまが押し寄せて、壁になったのだ。


    　もはや、足の踏み場もないのは当たり前で、一体踏むぐらいだったら幸せだと思えというほど詰まっている。


    　ちなみに、水鉄砲の当たったつきたまに被害はない。


    　おそらく、かゆみの概念もないだろう。壁に山やま芋いものすりおろしをかけても、かゆがらないのと同じだ。山芋がもったいないだけだ。もっとも、かゆくなってるのだとしても、手とかないからかけないだろ。というか、つきたまがかかって、かゆくなるつきたまってシュールすぎる。


    　あるいはつきたますらデスたま銃を食らえばかゆくなると思いこんでれば威力もあるのかもしれないが、この中学生もそんな無意味なことを信じることはしないだろう。


    　もっとも、つきたまをかゆくしてもこの数じゃ意味がないけどな。


    　二発目もつきたまに適当に当たった。


    　身を挺ていして俺たちを守ってくれたのか、偶然当たったのかは[image: ]なぞだ。世の中は結果が一番大事である。俺たちに当たらなかったのだから、それでいい。


    　そして、山本にぶつかっていく無数のつきたまたち。


    　山本も「ぶわっ！」と情けない声を出して、ひっくり返った。


    「お前ら、負けを認めろ。認めなくても負けてるけど」


    　後ろから「だからギブアップって言ってるのに！」と声が飛んできた。


    「そっちの高たか島しまは武器も何も持ってないから、ちゃんと下山しろ。山本は水鉄砲を捨てろ。いいな？」


    「下山してマックに行っていいですか？」


    　無料券を使うつもりだな。


    「その前に警察に行け。次、ふざけたら、お前ら二人の家のトイレをつきたまで埋め尽くして使えなくするぞ」


    「山やま本もと君の家はいいけど、こっちはやめてください。私は将来、箕み原はら市を支えていく人材ですから」


    「ちょっ!?　高たか島しまさん！　どうして俺が将来役に立たない人材ってことになってるの？」


    　最後まで緊張感のない敵は退散していった。


    　これで副帝二人はかたがついた。


    　これだけの軍事力でぶつかればあっという間だな……。圧倒的な数を前にしたら戦略も何もない。


    「うむ、第一軍、でかした。大儀である」


    　マノさんが時代劇に初挑戦したような言葉を並べている。マノさんの場合、時代劇よりゴシックホラーのほうが似合うとは思うけど。ヴァンパイア的に。


    「それでは、我わが輩はいはここであらためて軍団に命を下くだすとするか」


    　だが、その時、マノさんに異変が起こった。


    　近くのベンチに座るなり、頭ががくりと沈んだのだ。


    「マノさん！　大丈夫ですか？」


    「どうやら……力を使いすぎたようだ……。我輩としたことが、このような大事な場面で……。やはり、ヴァンパイアの魂たましいは人間の娘の体には十分に定着せぬようだな……」


    「まさか、三万のつきたまを使役するのに、エネルギーが……？」


    　ここまで常識はずれの数ならありうる話だ。思いこみによるものとはいえ、マノさんはとてつもない精神力を使っているのではないだろうか。


    「体が重い……。前世では颯さつ爽そうと空を舞っていたというのに……」


    　見た様子では、相当つらそうに見える。


    「そりゃ、人間ですからね……。あの、どうしますか、帰宅しますか……？」


    「いや、よい。ここで軽く休めば、どうとでもなる。理由もはっきりしている。その病理をとりのぞけば、すぐに元に戻るだろう……」


    「病理って何ですか……？」


    「寝不足だ」


    　割りとよくあるやつだった。


    「ここ最近ずっと夜中にライブをやっていたし、昨日珍しく徹夜して、眷けん属ぞくの編成をしていたからな……」


    「そういえば、マノさん、規則正しく早寝早起きしてましたよね……」


    　健康的な生活をしている人が少しそのリズムを崩すと、途端に体調が悪くなるという、あの現象が起きているようだ。


    　ただ、休めばなんとかなるレベルのことなので、ひとまずほっとした。


    「座った途端、疲れが来てしまった……。少し休息をとることにする……。眷けん属ぞくには後ご詰づめの指示を出しておこう……」


    「ありがと、ヴァンパイア。ここからは私が戦うわ」


    　薬やく師し寺じも戦友に丁てい寧ねいにおじぎをした。


    「妹に引導を渡してやるがいい」


    　どっちかというと、引導を渡す展開にさせないために薬師寺に来てもらってるんだけどな……。


    　今のところ、薬師寺カヤは誰だれかに大ケガさせたわけじゃないし、中学生だから停学もない。このあたりで手打ち式にしたい。


    　その役目は家族の薬師寺がやるべきだろう。


    　いや、家族じゃないにしても、何度も挫ざ折せつを味わってる薬師寺が適任だ。


    　マノさんは強すぎる。


    　おそらく何かを諦あきらめたり捨てたりすることなく、ここまできちゃったタイプだ。そういう人間をぶつけると破局になりかねん。


    　かといって、俺は大人という異質の存在だ。


    　仮に正しいことを俺が言ったとしても、カヤとの間には海一つ隔へだてているほどの距離がある。中途半端に聡さといカヤを俺の言葉で説得することは、不可能だ。


    　くじけても、[image: ]はい上がってきた薬師寺みたいなタイプが一番相手を共感させられる。


    「危なくなったら言うがいい。三万の援軍が駆けつけるだろう」


    「気持ちだけもらっておくわ。まずは、私がカヤに向き合ってみる。カヤを叱しかってみる。それが姉の仕事でしょ」


    　あまりにもまともな、薬師寺の言葉に少し感動した。


    　あれだな、ギャップ萌もえというか、不良が捨て猫にミルクをやると、すごくいい人に見えるのと同じ現象だな。だけど、不良だって、別に猫好きはいるよね。苦しんでる人を助けたなら、いい人ってなるけど、猫が好きだからって、人間に対して善良かはわからないよね。


    　閑かん話わ休きゆう題だい。


    　いよいよ、本丸を落としに行くぞ。


    「健闘を祈ふぞ……」


    　ちょっと、マノさんの声にはあくびが混じっていた。


    「もちろんです。マノ・フランクのファンとして恥じない戦いをしてきますよ」


    　薬師寺の手をとった。


    「あっ、鶴つる見み……」


    　戦えない俺がエスコートするのもおかしな話かもしれんが、妹のところまで連れていかないとな。


    「行こうか、薬やく師し寺じ」


    「うん……」


    　ちょっと照れたようになった薬師寺だったが、


    「カヤに愛と正義を教えてやるわ」


    　薬師寺はステッキをぶんぶん振る。


    「それ、打撃系武器じゃないだろ」


    「そうだけど、気がはやってるのよ」


    　やる気はある。あとは結果だ。


    「カヤは悪い子じゃないわ。きっと、私みたいな立派な人間になれるわ。魔法の力だって、愛と正義のために使おうと思うようになるはず」


    「お前、自分が立派って前提を恥ずかしげもなく、出すんだな」


    　こんな姉がいたら、グレたくもなるよな。


    　しかも、そんな姉が魔法を使いだしたら理不尽だとも思うだろう。


    　けど、グレるのにもほどがある。


    　二人で敵の元へと急ぐ。


    　いや、急ぐ必要はないから自分たちのリズムで歩いていく。


    　薬師寺もいい顔をしている。


    「あ、そうだ、薬師寺、聞いてなかったんだけど」


    「何？　こんなタイミングで？」


    「あのさ、あれからお前が魔法を使うの見てないんだけど、ちゃんと使えるようになってるのか？」


    　修行のあと、すぐに秩ちち父ぶから帰った。けっこう時間がかかるし、あまり女子高生を遅くまで連れまわすべきじゃないからな。


    「知らない。私も試してないから」


    「ふうん。そしたら、ぶっつけ本番だな…………はっ!?」


    　聞いてはならないことを聞いたぞ、今。夢なら覚めてほしいレベル。


    「お前、まさか常時魔法が使えるか試さずに、ここまで来たの……？　マジで言ってるの？　記念受験に来た学生ぐらいしか許されないような話だぞ、それ……」


    「だって、前日にやったりして上う手まくいかなかったら、余裕もなくなってくるでしょ。また逆戻りなのかも……まずいかも……魔法が使えなかったらどうしようって不安になって、当日も引きずったりするかもしれないじゃない。だから、今回もぶっつけ本番がいいかなって」


    「お前、自分の受験の時も同じこと言えるんだな？　言えるんだな？」


    「何よ！　つきたまが見えるようになったのは事実だし、大丈夫だって！　いける、いける！　つきたまが力を貸してくれるって！」


    　もしや、俺の計画は完全に破は綻たんしていたのではないだろうか……。


    　相手がここまで無責任とは考えてなかった。やはり、公務員してると、職員はある程度まともだからな……。


    　頭に嫌いやな汗をかきそうになっていたら、手を強く握られた。


    　薬やく師し寺じが力強く笑っていた。


    「鶴つる見み、ここは私を信じて」


    「根拠は？」


    「ないわ」


    「…………マノさん、呼ばない？」


    「ここは私がカヤを倒すのが、筋すじってものでしょ！」


    　言葉に間違いはないが、倒せるのだろうか……。


    「眠ってるところを起きてもらってでも、一万でも二万でも眷けん属ぞく貸してもらったほうがいいような……」


    「だから、ヴァンパイアより私を信じなさいよ！」


    　薬師寺は、つきたまの入った瓶びんを取り出して、俺に見せた。


    　なつかしいな。あの瓶からハチミツみたいなつきたまが出てきたんだ。そんなにいい思い出でもないけど。


    　その瓶が薬師寺の力の源泉か。


    「大事なのはハートよ」


    「大事なのは実力だろ」


    　足を踏まれた。


    「わかった、行こうぜ……」


    　薬師寺といると、ついつい余計な本音を言ってしまう。


    　だけど、意外とどうにかなる気もしていた。そういうのは空気でわかるものだ。論理的に説明はできないし、いかにも日本人的な表現だなという気もするのだけど、そういう空気というものを人間は多かれ少なかれ感じ取って、生きていると思う。


    　そして、俺たちは邪悪な空気を山頂に近づくにつれて、感じ取るようになる。


    　もうすぐラスボスだ。


    　もちろん、薬師寺カヤだ。


    「あら、珍しい方々がいらっしゃいましたね」


    　またカヤは偉そうに展望スペースのベンチに座っている。


    　ずっと、こうしているせいか、偉そうな雰囲気が板についてきたな……。


    　もちろん、本当に偉いわけではない。カヤはただの中学生だ。こんな奴やつがふんぞり返って、人間をあごで使う時代はきちゃいけないのだ。せいぜい、つきたまだけにしとけ。


    　周囲にはべっている目つきの悪い奴は側近か何かだろうか。側近といっても、たんなるワルたまなんだろうけど。


    「何かご用ですか？　普通の女子高生さん？」


    「カヤ、あなたを更生させにきたわ。いろんな人に迷惑かけすぎよ」


    「いいんですよ。誰だれもわたしを止められないんですから。もうすぐ、箕み原はらにはつきたまによる国家が生まれます」


    　イメージしようとしたがシュールすぎて無理だった。


    　それとも、思いこみさえ強ければ、そんな野望さえ可能なのか？


    　もっとも、そのまま思いこませるメリットはどこにもない。


    「薬やく師し寺じカヤ、残念ながらお前の敗北は決定的なんだ。もうすぐ三万のつきたまが攻めてくる」


    「三万？　冗談はやめてほしいですね。そんな数を使役できる人間なんていませんよ。間違った目的にそんなに多数のつきたまが協力するわけありません」


    　カヤは鼻で笑った。やっぱり、信じてもらえてないな。


    　俺も鼻で笑い返してやった。


    「何ですか？　どうして勝ったような表情なんですか？」


    「勝利を確信したからだよ。お前が想像できないような数のつきたまがもうすぐやってくる。だから、負けを認めろ」


    　相手の想像の範囲を凌りよう駕がした時点で決着はついた。


    　三万のつきたまを現実に見せつけられたら、カヤの価値観は崩壊するだろう。


    「カヤ、今なら許してあげる」


    　もう一度、カヤは嫌いやな顔をした。こちらがやけに余裕を持っているように見えたからじゃないだろうか。


    「魔法も使えなくなったお姉ちゃんが来ても怖こわくありません！　私はまともに勉強してお姉ちゃんを超えたんです！　お姉ちゃんとは基礎が違うんです！」


    「悪いわね。私、また魔法が使えるようになったのよ」


    　※あくまでも本人の希望です。


    「どういうことですか……？　力はすべて吸い取ったはず……」


    　お、効いてるぞ。


    　自分の力が何かに否定されたと聞いて、冷静さを欠きはじめている。いい兆候だ。


    「たしかに、あなたはつきたまを見えなくさせる。けど、それはリセットボタンでしかないわ。つきたまを愛してさえいれば、つきたまは何度でも人間に微ほほ笑えむのよ！　つきたまへの愛があれば魔法だって使えるようになるのよ！」


    　※つきたまへの愛で魔法が使えるようになったのかは不明です。


    「ならば、もう一度魔法が使えなくなるまで吸い取ってあげます！」


    　グレたまだか、ワルたまだかが薬やく師し寺じに突撃をかけてきた。


    　突撃というような速度じゃない。これ、百キロは出てるんじゃないか？　野球のボールがぶつかってくる感覚だ。


    　カヤのほうも、長らく山にいただけあって、前回より自信を深めて威力を増している。


    　いきなり来たけど、薬師寺、大丈夫か？


    「フタタビイデヨ、モトニナオレ、アクヨキエヨ！」


    　薬師寺に接近したつきたまは、目つきをやわらかいものに戻し──


    　ふにゃっと、薬師寺にぶつかって跳はね返った。


    「決まったわね。浄化の魔法よ。悪あしき心をリムーブオフしたの」


    「おお！　魔法が復活した！　口だけじゃなかったんだ！」


    　本当によかった。なにせ、対処できる方法があるだなんてまったくわかってなかったからな……。なんて、心臓に悪い戦いだ……。


    　でも、まだ向こうにはつきたまがいくらでもいる。数をこなされるとボロが出るかもな──と思っていたが、やけにカヤはショックを受けていた。


    「どういうことですか？　こんな魔法があることなんて聞いてないですよ……。まるで、私が作ったワルたまを元に戻すためだけに生まれたような魔法じゃないですか……。あまりにも都合のよすぎる効果です……」


    「魔法ってそういうものでしょ？　何か問題あるの？」


    　薬師寺のほうは妹のショックの意味もわかってないらしく、首をかしげた。


    「だって、魔法にも厳然たるルールがあるんですよ！　そんな好き放題に力が使えるものじゃありません！　わたしは研究を重ねて、吸収や爆発の魔法を手にしたんです！」


    　カヤめ、秀才タイプの弱さが出たな。


    　こいつ、パターンから外れたものの存在を認められないんだ。正しく手順を踏んでないものが力を持つことに納得ができていない。魔法の体系とか緻ち密みつに作っているんだろう。


    　でもな、薬師寺はそんなこと何一つ考えてないからな。すべてにおいて思いつきだからな。もしかすると、本人の中では決まっているのかもしれんが、外から見ると、完全にデタラメだ。ある意味、天才タイプ。


    　むしろ、テキトーなのに自分ができると信じることができる、そこがすごいのだ。


    　勉強しない人間の生き方を舐なめるなよ。あまり認めたくもないけど。


    　よし、ここはセコく追い討ちをかけよう。


    「カヤよ、悪いけどな、これが実力の差だ。お前の姉は魔法体系を超越した理論を学んでいるから、お前の魔法などすべて無効化できるのだ」


    「ウソです！　お姉ちゃんがそんな高度なことができるわけがありません……」


    　さすが、妹。よくわかってるな……。高度なことだったらたぶん薬やく師し寺じ本人もできないと思って、効力がなくなるだろう。


    　薬師寺は何の疑いもなく、あったら便利な魔法ばかり考えている。


    　そのおおざっぱさと態度のデカさが魔法の決め手だ。


    　もっとも、こんな雑で強引な薬師寺の魔法こそ、本来の魔法なんじゃないかという気もしている。


    　だって、魔法の原点は、こんなことができたらいいなという素朴な人間の願いだと思うのだ。学問的な正確さなんて、そこには含まれていない。


    　科学じゃなくて魔法なんだからな。理論的な説明ができなくたって構わない。「厳然たるルール」だとか、そんな大人の価値観から解放されてもいいだろ。


    　せめて、魔法の世界でぐらい子供っぽくいようぜ。


    　もちろん、そんなことはカヤには言わない。こいつには姉がとてつもなく強いと思わせておけばいい。


    



    「おかしいです……。仮にお姉ちゃんにそんな技術があったとしても、習得するまでの期間が短すぎます……。二年はみっちりやらないとこんなことは……」


    「カヤ、諦あきらめなさい。私のほうが強いの」


    　そして、単純な薬師寺はカヤを追い詰める。


    　こんな姉を持ってたら、たしかに大変だな。無茶苦茶なのに力は本物なんだからな。


    「今のは偶然です。もう一度試します！」


    　再び、ワルたまが向かってくる！


    　だが──


    「モトニモドレ、キノウニナレ、ヒックリカエレ！」


    　また浄化の力が発動する。つきたまは何もしない普通の目つきに戻った。


    「さっきとどうして呪じゆ文もんが違うんですか……？　一応別個の呪文なんですか？　言葉の規則性もよくわかりませんし……」


    　規則性などあるわけがない。カヤよ、いいかげんお前も教条主義から自由になれよ。お前の姉がそんなものを守ってるわけないだろ。


    　──なんてことを思えるのは、他人事だからだろうな。


    　自分がこれが正しいと信じて構築してきた仮説が、目の前でぶち壊されるなら、抵抗もしたくなるか。それって、人生の否定だもんな。


    「おかしいです……。魔術的に、この土地は私にとって最強の場所のはず……。こんな簡単に無力化されるだなんて……。おかしいです……」


    　青ざめた顔でカヤは「おかしい」を繰り返す。


    　カヤは自分の力を信じてはいるが、その根底には妥当な決まりごとが無数にある。その決まりを遵じゆん守しゆしているから自分は勝てると考えている。


    　なら、それを上回る思いこみが出てくれば、ルールは通用せず、衝突する。


    　その衝突が起こった時、自分を信じられるかどうかで魔法使いの強さは決まる。


    「今日の私はあなたより強いわ。守るべきものがあるから。守るべきものがある魔法少女はどんな魔法だって使えるの」


    　乱暴なものが秩序を壊す。


    「フタタビイデヨ、モトニナオレ、アクヨキエヨ！」


    　また周囲のつきたまたちの目つきが戻る。


    　よし、飽きるまでこの呪じゆ文もんを口にしてもらえばいい。


    「そ、それなら爆発させるまでです……」


    「ハゼルナ、ヤケルナ、モエルナ！」


    　ぽん。


    　目つきの悪いつきたまが数体、風船のように割れた。


    　威力は風船が割れたよりも小さい。


    「今のは爆発を封じる魔法よ」


    「なんですか、それ……。あと出しじゃんけんですよ……」


    　まさしく、あと出しだ。今の薬やく師し寺じは全能感を覚えている。そうなったら、魔法は止まらない。


    「カヤ、悪に染まったあなたの心も浄化してあげる」


    　確信を持った声で薬師寺が言う。


    　このまま、無事にすみそうだな。


    　努力家対破天荒人間の勝負が後者の勝利に終わるのは、どことなく腑ふに落ちない部分もあるのだが……。ある面、これは人間社会の縮図だな。天才には勝てない。


    「努力が必須と決めつけてしまったカヤの負けだ」


    　もう、戦後処理に俺も入るか。


    「そんなのダメです！　努力した人間が報われないじゃないですか！」


    　カヤが悲鳴のような声で叫んだ。


    　これは俺が答えたほうがいいだろうな。薬師寺より気持ちはわかる。


    「もちろん努力は大切だ。なまけてるだけですべてが上う手まくいくわけない。けど、世の中には努力だけじゃどうしようもないものもたくさんある。生まれ持っての部分でどうしようもなかったり、たいして努力してない奴やつに抜かれることだってある。そんなよくある現実が起こってるだけだ」


    　自分が努力するのは大切だけど──


    「他人の才能や素質をお前は認めようとしなかった。その結果がこれだ。努力は自分を高めるためにやることであって、周囲を否定するためにやることじゃない」


    　狭量な性格が、自分の世界まで狭せばめて自じ家か中毒を起こした。


    　カヤの魔法は薬やく師し寺じの魔法に、力で負けている。


    　それは魔法の力を比較してしまったからだ。


    「多分、お前は姉と自分を比べて生きてきて、姉のほうは天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんな生き方をしていたんだろう。その差が出たな。どちらがより強いか考えだした時点で、それは自分への疑いと一緒だ。その時点で魔法の力は弱まる」


    「何の話をしてるの？」


    　薬師寺は蚊か帳やの外だった。まあ、こいつには理解できない話題だろう。


    「鶴つる見みさんはこんな世界でいいんですか？」


    　苛いら立だった目がこちらを向く。


    「お姉ちゃんみたいに自堕落な人間が才能って言葉だけでどうにか世を渡ったり、魔法を使えたりする世界でいいんですか？」


    「ぶっちゃけ、ムカつくこともあるぞ」


    　さらりと俺は答える。


    　カヤはほっとした顔になる。


    「やっぱり、鶴見さんも──」


    「けどさ、自堕落そうな人間もそれなりに苦しんだり、悩んだりしてるんだよ。目を向けたらよく見える」


    　薬師寺がボロボロになったのを見てきたからな。


    　あの薬師寺はそれでも[image: ]はい上がってきたから、ここにいるんだ。


    「自分に厳しく生きてるからって、他人にも厳しさを要求するなら、それはただの傲ごう慢まんだ。まして、姉妹ゲンカを箕み原はら市内に持ちこむなら超傲慢だ。カヤ、負けを認めろ」


    　最後は大人として厳しい顔で言ってやった。こんなこと言ってたら、子供に無茶苦茶嫌われるだろうな。でも、実の姉を憎むよりはいいだろ。俺、公務員だから嫌われるの、慣れてるし。


    「あと、お姉ちゃんにごめんなさいって言え」


    「カヤ、帰っておいで。今日はゴーヤチャンプルーじゃなくてビーフシチューだよ」


    　姉からも降伏勧告が来た。


    　これで俺のやるべきことはやった。もう、残りは薬師寺家の問題として処理してくれ。公務員の領分じゃない。


    　もっとも──理屈で子供のケンカが終わることなんて滅多にない。


    「嫌いやです」


    　カヤは提案を蹴けった。


    「わたしの力はこれだけじゃありません。つきたまの本質を世界で一番知っているのはわたしなんですから」


    　カヤは両手を前に突き出すようなポーズをとる。


    　どこまでも魔法使いっぽい格好だ。


    「ワルたま、集まりなさい！」


    　足下のワルたまにほかのワルたまがくっつき──一つになる。


    　また、そこにワルたまが入り、さらにワルたまが入り…………途中から剛速球のように遠方からもワルたまが入り……。


    　数秒のうちに体長十メートルはあるワルたま一体が現れた。違うか、もっとはるかにデカい。巨大なものが目の前に現れたせいで、サイズが把握できない。


    　いわば、つきたまのビルができたようなものだ。


    「なんだ、この大きさ……」


    　マノさんの三万もチートに近かったが、このサイズもずるいぞ……。


    　色も水質に問題のあるドブ川のような茶色。あらゆる種類の絵の具を混ぜまくったらグロくなったというような印象だ。


    「つきたまの本質はエネルギーの塊かたまりです。だから、わたしはつきたまを食べて、生存できたんですよ。エネルギーならば、足し合わせることも可能ですよね」


    　カヤが理屈を説明するが、それが正しいのかはよくわからない。


    　問題なのは、カヤが正しいと思いこんでいることだ。


    「さあ、ワルたま、飲みこんでしまいなさい！」


    　建物が倒壊するように、ワルたまが傾いてきた。


    「どうしよ……。このサイズじゃ、浄化できない……」


    　げっ。大きさを見て薬やく師し寺じが無理だと感じてしまった。


    　そう思った時点で、浄化は不可能だ。


    　だんだんとワルたまが迫ってくる。


    　透明だから、影はできないが、威圧感はたしかに感じる。


    「ど、どうしよ……鶴つる見み……」


    　薬師寺の不安げな声。


    　俺の頭に浮かんだのは、土砂崩れのあのシーンだ。


    　気づいたら、薬師寺のところに飛びこんで抱き締めていた。


    　意味があるかと言われればわからない。おそらく何もないだろう。


    　ただ、人間って何かに包まれると不安感が消えるって話だ。


    　ならば、ちょっとでも、薬やく師し寺じを楽にできるかもしれない──だなんて理屈で考えたわけじゃないけど。


    　もう、本能でそうしてたんだ。


    「つ、鶴つる見み……」


    「薬師寺！」


    　逃げる場所もないし、俺は薬師寺を抱く力を強めた。ほかに何もできることがなかった。


    　そこにワルたまが落ちてくる。


    　ゼリー状のものにぶつかった感触があった。


    　そこにずぶずぶ入っていく。


    　うわ、意外とひんやりしてる……。


    　これ、取りこまれるとどうなるんだ？


    　体、溶けるのか……？


    　意識はどうなるんだ……？


    　──走馬灯みたいにいろんなことを短時間で考えた。考えたというより、思いついたに近い。箇条書きのように、ライトの点滅のように、ぱぱぱっと考えが出ては次に飛んでいく。


    「鶴見、大丈夫!?　鶴見！」


    　目の前から声が聞こえるけど、すごく遠く感じる。
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    　早くも意識混濁か。もう少しもってくれよ。でも、じわじわなぶり殺しみたいになるのも嫌いやか。


    　口が動いてるのかもわからないけど、記憶があるうちに何か伝えておくか。


    　────取りこまれたら、俺と薬やく師し寺じも溶け合うんだな。


    　軽口というかブラックジョークみたいなものだった。気持ち悪いこと言うなって怒ど鳴なられる展開を期待してた。


    　だけど、反応は違うものだった。


    　小さいけれど強烈な光が、薬師寺の胸あたりから起こった。


    　それは、瓶びんに入っていたつきたまだ。


    　その光が俺を貫つらぬいて、ワルたまのほうにまで入っていく。


    　なぜか、眠りに落ちそうだった意識がまたクリアになってきた。


    　かろうじて首を後ろに向けて、状況を見た。


    　ワルたままでだんだんと発光しだしている。


    　まだまだ大半はドブ川色だけど、俺たちのあたりだけ金色に輝いている。


    「グレたまも善良なつきたまにスピンオフしなさい！　できるはずよ！」


    「お前、いくらなんでもスピンオフの使い方おかしいぞ！」


    　だが、その発光はまた弱まっていく。


    　くそ、力不足か。まだカヤの力には届かないのか。


    「鶴つる見み、私だけじゃ無理みたい」


    「みたいだな。でも、お前はよくやったぞ」


    「だからさ、鶴見も魔法の力を貸して」


    　意味がわからなかった。


    「俺は魔法使いじゃないんだから、そんなの──」


    「魔法使いになるために山の中まで行ったんじゃなかったの？　修行もしたでしょ！」


    　たしかに俺も真剣にやりはしたけど……。


    「まだ、一度も魔法なんて使えたためしがな──」


    「諦あきらめたらダメって言ったのは鶴見だよ」


    　そうだな。


    　薬師寺みたいに信じればいいんだ。


    　それに、俺が絶対に魔法を使えない根拠なんてどこにもないんだから。


    「地方公務員を舐なめるなよ！」


    　真っ暗な庁舎に一斉に電気を灯ともすイメージ。


    　最低でも薬師寺がまだいけると思えるように。


    「明るく楽しい箕み原はら市のために日々戦ってるんだよ、俺は！　光れ！　光れ！　光れ！」


    　発光がまた再開する。


    　それが、薬やく師し寺じの心にも火をつけた。


    「グレたま、愛を信じるつきたまに変身しなさい！　つきたまは愛の化身なんだから！」


    「どのあたりが愛の化身かわからないけど、お前を信じる！」


    「魔法少女はね、愛する人を守ろうって時に最強の力を発揮するの！　いきなさいっ！　いけっ、いけっ、いけ！！！！！」


    　浄化の光を浴びた部分から、グレたま（せっかくなので薬師寺の用語のほうに合わせよう）に切れ目が入る。


    　最初は小さなひび割れのようなものだった。だが、そのひびはじわじわとグレたまに広がっていく。


    　そのひびには、小さな目のようなものがある。


    　普通のサイズのつきたまだ。亀裂が大きくなり、その一つが飛び出てくる。目つきも悪くないプレーンタイプのやつだった。


    　その横から二つ目が分離する。三つ目、四つ目、五つ目……。反応は止まらない。止まらないどころか加速する。


    　巨大なグレたまは急速に解体されて、小さなつきたまを吐き出していく。


    　一分も経たった頃ころには、俺たちのまわりにうじゃうじゃぷにぷにした小さなものがたまっているだけになっていた。


    　つきたまの海に溺おぼれそうだ。というか、なかば溺れていた。


    　足場がおぼつかないので、抱き合ったまま流されている状態だ。人生で初めての奇妙な体験なので、極めて感想に困る。


    「どうにかなっちゃった……」


    　ほうけたように薬師寺が言った。


    「だな……。お前、よく土ど壇たん場ばで浄化できるって信じられたな……」


    「なんだろ……あ、愛の力を信じられたから……なら、どんな奇跡も起こせるって……」


    　歯の浮くようなセリフだけど、ある意味、適切なのか。


    　だって、魔法少女の言葉なんだからな。


    　魔法少女は愛の化身ぐらいでちょうどいい。悪の化身よりはよっぽどいい。


    「希望の光の勝利ですね」


    　どこか遠くからカヤの声が聞こえた。


    「わたしの負けですよ。ごちそうさま」


    　あきれたような、笑ったような声だった。


    「ごちそうさまって、つきたま食べるのはあなたでしょ」


    　薬師寺の返答にまた笑い声が返ってきた。


    「こんなに愛や正義を謳うたう側がわがチートで強いなら、悪を名のるのもばからしいですね」


    　カヤは両手をあげて、腕を伸ばして、ベンチに腰をおろしていた。


    「お前、もう少しちゃんと反省の意志を示せよ」


    「それって脅迫ですか？　体を要求されてるんですか？」


    　小悪魔的な顔で言われた。こいつ、根本的に性格悪いな……。


    「ま、わたしも一応は反省しますよ。新しい戦い方を模索します」


    「戦い方って言葉が不穏だけど、信じてやる」


    　カヤの相手をするほど、俺も大きくかまえてられないんだよ。なにせ……。


    「酔いそう……」


    　いまだに薬やく師し寺じと抱き合ったままで俺は言う。


    　そう、まだ抱き合ったままで。


    　つきたまだらけで地面に足がつかないので、お互い離れづらいのだ。危機を乗り越えた直後だからか、あんまり胸がときめいたりはしない。むしろ、ほっとする。


    「薬師寺、魔法ありがとな。また、お前のおかげで助かった」


    　なんだかんだで何度も命を救われているのだ。もう、薬師寺に足を向けて寝られない。


    「いいよ。鶴つる見みは私に魔法をかけてくれたんだし」


    「どういうことだ？」


    　絶対に事実誤認だと思うが。


    　俺が魔法を今さっき使えたと仮定しても、薬師寺にはかけてないし。


    「こ……こいの、まほ……」


    　小さな声で上う手まく聞こえなかった。


    「薬師寺、今、何て言った？」


    「もう、言わないわよ」

  



  
    



    


    エピローグ　箕み原はら市は今日も普通です


    



    



    　事件から一週間。


    　俺も無事にごく普通のお気楽公務員に戻っている。


    　職業上背負うべき一生分の危険を冒した気がするので、これからは平穏無事に過ぎてほしいところである。トラブルもアドベンチャーもいりません。売られたケンカも買いません。買った場合は大至急クーリングオフする所存でございます。


    　それにしても、あの世界の終わりが近づいたような混雑具合がウソのように庁舎はガラガラである。祭りのあとという言葉がよく似合う。たしかに箕原祭りのあとの神社はガラガラだった。毎日、おおにぎわいの神社も、古式ゆかしいのとは違うタイプの宗教のようで嫌いやだけど。


    　理由はもちろん、目つきの悪い奴やつ（グレたま・ワルたま……ｅｔｃ．）が消滅したせいだ。圧倒的多数を占めていたつきたまに襲おそわれたという事案がなくなったのだから、利用者が減るのも自明なことである。


    　とくに昼の二時を過ぎるとほとんど利用者がいなくなる。職員を減らされるのではないかと本格的に心配になるほどだ。


    「暇ひまだ……」


    「暇でもそんなこと、つぶやかないように」


    　そばに課長補佐が立っていた。


    「わっ！　いつのまにいたんですか！　完全に気配ありませんでしたよ！」


    「前の戦いで無様なところを見せてしまったからな。古武術の教室に通って、気配を消す特訓をしている」


    　確実に県の窓口で使える技術ではなかった。


    「心配しなくてもお客さんもいないので、聞かれてまずいということもないですよ。そのあたりのことはわきまえています」


    「たしかにここ数日は閑かん古こ鳥どりだからな。まったく、つきたまに左右される商売だ。だが、結局、つきたまとは何だったのだろうな」


    　課長補佐が遠い目をして言った。


    　庁舎の隅すみの遠いところにいるつきたまを見ているせいだった。


    「なあ、鶴つる見み君。どう思う？　つきたまとは何だろうか」


    　深い質問なのか、浅い質問なのか、判断に困った。


    「わかりません」


    「反射的に答えるな。君なりに考えてみろ」


    　テレビのニュースの街頭インタビューなみに俺の意見になんて何の価値もないのだが、求められた以上、答えねばなるまい。


    　ちょっとボケようかとも思ったが（ちなみに、つきたまとは地球を守る愛の戦士ですなどと答えるつもりだった）、ギャグと認識されなかった場合やツッコミが来なかった場合、窮きゆう地ちに立たされる気がして、まともな回答に変更した。


    「そうですね。つきたまとは『無意味なことに意味を持つもの』でしょうか」


    「よくわからん。説明してくれ」


    　課長補佐に変な顔をされた。そりゃ、これだけでなるほどなと相あい[image: ]づちを打たれたら、心を読まれている恐れがある。


    「この世の中は、ほとんどのものが意味や目的を持っていますよね。お店で売っているものは、すべて意味があると言っていいですし、変な進化を遂とげた生物だって、それは生き残るためにそんな体になったわけです。いわば、世の中は意味であふれている。僕たちは意味に窒息しているわけです（お、この表現、ちょっとかっこいいぞ。今度、どっかで使おう）。無意味なものは時間の無駄であり、悪であるとすらされています」


    「そういう風潮はあるな。大学でも就職に役立つ研究がやたらと求められていた」


    「でも、そういうの、疲れません？」


    「疲れる」


    　どことなく誘導した感じもするが、いいだろう。お互い、大学卒の二十代の公務員なんだから、価値観の共有は行われているはずだ。


    「そんな中で、つきたまはどうあがいても無意味です。ぷにぷにしてるだけです。でも、だからこそ、遊びようがあるというか、いろんな人間を受け入れる余地があるなって思うんです」


    　課長補佐が深くうなずいてくれていた。よし、いいこと言ったぞ、俺！


    「君の言いたいことはよくわかった」


    　そして、笑いながら、


    「三十点の意見だな」


    　と言った。実は五十点満点だとしてもさほど高くなかった。


    「えー！　けっこう頑張ったのに、特定の答えがあるような質問でもなかったのに、三十点ですか！」


    「内容は否定はしない。君の発言は明らかに矛盾しているのだ。無意味がどうこうと言いつつ、つきたまに意義があると力説している。それでは有意味だ」


    「たしかに、そうかもな……」


    「なので言葉を変えよう。つきたまとは媒介だ」


    　課長補佐はやけに楽しそうだった。


    「つきたまは何も考えてはいないし、あるだけだが、本来何のつながりもなかったものを結びつけ、新たな価値を与える。どこにでも転がっていて、無価値に見えることは、媒介としての広がりを持つ時、有利に作用する」


    「課長補佐って真ま面じ目めですね。あと、無意味なものなんて、課長補佐にかかれば存在しなくなりますね」


    「君の上司が不真面目でもまずいだろう」


    　それもそうだな。上司がいるかんだったら、厄やつ介かいなことになりそうだもんな。絶対に不ふ祥しよう事じ起こす。


    「あっ、ところでちょっと話があるのだが……」


    　なにやら課長補佐がおどおどと航空券のようなものを取り出した。誰だれか出張にでも行くのか？


    　嫌いやな予感がした。


    「明日から、君はシベリアにある研究室に異動になった」とか、さらりと言われたらどうしよう……。


    　よくよく考えれば、この人は国の差し金なのである。県内と言わず、強制的に石いし垣がき島の研究所とかに飛ばされたらどうしよう──って、それだったらリゾート気分で仕事したらいいや。いや、ポジティブに考えるな。シベリアの可能性もなくはない……。


    



    　マノ・フランクの武道館公演のチケット（ペア）


    



    「あ、シベリア行きじゃなかった」


    「ん？　何の話だ？」


    「あの、どうしてこんなものを……」


    「ちょ、ちょっと……最近聴きはじめてな……。ただ、ライブなどあまり行ったことがないので勝手がわからないんだ。よかったら鶴つる見み君、一緒に行かな──」


    「行きます」


    　マノさんの美声を聴きに行くに決まってるだろう。台風が五つ並列で来たとしても行く。


    「そうか。わかった。では、この日は予定空あけておいてくれ」


    　言葉はそっけなかったが、やけに上機嫌に課長補佐は戻っていった。


    　たしかにチケットが余るというのはかなり寂しい事態の一つだから、埋まればうれしいのだろう。


    「あらら、滝たき理りちゃんがついに動き出しましたね」


    　いるかんが後ろの机で笑えみを押し殺していた。いるかんの勤務態度以外にそんな笑うべきところはないだろうに。


    「これ、知らないうちに外堀埋められちゃう展開ですね。けど、そういうのを周囲から見るのも面白いですしね」


    　外堀？　もしや、いるかんは城攻めとかに興味あるタイプなのか？　いや、それはないよな。きっと、珍妙な名前のお菓子か何かの話だろう。自分の話でもないし、どうでもいい。眠らない程度にぼけえっとしておこう。


    　窓口が平和ということは事件が何もないということで、県の職員として誠に喜ばしいです。これからもみんなの笑顔が絶えない箕み原はら市であってほしいです。公務員に対する風当たりも小さくあってほしいです。


    　しかし、平和は破壊されるためにある。


    　これは本当の話なのだが、トラブルメーカーは庁舎の自動ドアを開けて入ってきた瞬間、わかる。空気が変わるのだ。


    　トラブルメーカーというと無論、薬やく師し寺じである。


    　むしろトラブル以外に何かメイクできるのか。もちろん、姉のほうであって、妹は来ていないが、妹のほうも深刻なトラブルを引き起こしていたし、薬師寺一族とトラブルのつながりは深い。むしろ、イコールで結べるのではなかろうか。


    　だが、今日は特殊なパターンだった。


    　隣にマノさんがいるのだ。ピンじゃない。


    　なんだ？　前回の打ち上げでも開くとか？　けど、俺の仕事がはけるにはまだ時間ありすぎるし、何の連絡も聞いてないぞ。


    　あの二人のツーショットは珍しいので、目的が見えない。


    　二人は発券機から紙もとらずに待合スペースに座った。


    　何やら話しているようだが、何なの……？　すごく気になるが、俺の席までは聞こえてこない。こういう時、悪口を言われているのではないかという被害妄想に駆られる。わざわざ本人いる前で悪口言う奴やつはいないだろと論理的に考えれば答えは出るのに、悪口言われている気になる。


    　五分後。


    　薬師寺のほうだけが立ち上がり、俺のところに来た。クッション代わりに、青紫のつきたまを一体拾いながら。


    「空すいてはいるけど、一応発券機使えよ……。相談件数にデータ上入らなくなるだろ……」


    「鶴つる見み、あ、あ、あああのね！」


    「お前、満を持じして来た感じの割りには、相当あがってるな……」


    「仕方ないでしょ……。あのね……」


    「お前、あのねから何も進行してないぞ」


    「卒業するまで待ちなさいよ……。だ、大学生になってるから……」


    「話が読めないんだけど。あと、お前、まじめに勉強しないと浪人生になってる可能性があるぞ」


    「まともに指摘するな！」


    　怒られた。まともに指摘しただけなのに怒られた。


    　木ぼく石せきのように見える窓口職員でも怒られたりすると普通にこたえる。ただし、こいつみたいにデフォルトで怒ってるようなのは別である。いちいち真に受けていたら、胃に穴が空あいてしまう。


    「とにかく浮気せずに待ってたら、奇跡が起きるかもしれないから……」


    「そんなに奇跡ってぽんぽん起こらないだろ」


    「起こるわよ」


    　自信たっぷりという表情に薬やく師し寺じはなった。


    　ただし、自信に根拠があるかは不明だがな。


    「だって私は魔法少女なんだから」


    「ああ、そうだったな」


    　俺はごく自然に首しゆ肯こうした。


    　つきたまが何かわからないものだとしたら、こいつは何でもありな奴やつなのだ。


    　既成概念が叩たたき壊されてしまう可能性は、そこいらの常識人と一緒にいるより何十倍も高いだろう。


    「けど、どうせ起こすなら俺にとって幸せな奇跡にしてくれよ」


    　命の危険はいいかげん勘弁してほしい。警察官よりはるかに危ない仕事ばっかりしている気がする。


    「わ、わかってるわよ……し、幸せにするから……」


    　青紫のつきたまを薬師寺は、ぎゅっと胸で抱き締めた。


    「そこまで期待はしてないけどな。ただ、せめて最低限、お前自身が幸せになるような奇跡にはしろよ」


    「それは、大丈夫だから」


    　今度は断言された。


    「わかった。お前の言うこと、信じておく」


    「それじゃ、私は帰るからねっ！」


    　マノさんが「よくやった」と薬師寺に声をかけていた。どこかに褒ほめられる点があったのか。俺は女子高生ではないので、価値観の共有ができておらず、わからない。


    　あと、帰りぎわに「地方公務員は思っている以上に給料は安いので注意しておくように」などと若じやつ干かん失礼なことまでマノさんは薬師寺に話していた。その情報、薬師寺がどう利用するんだ。


    　あいつが帰ってから、あることに気づいた。


    「お客さんの椅い子すに、つきたま載せて帰ったな、あいつ……」


    



    　その日の帰り、庁舎から出る俺の手には青紫のつきたまがいた。


    　理由は、とくにない。なんとなく手て慰なぐさみで持ってきてしまった。重さはほぼないし。


    　駐車場のところで、空気が変わった。ただし、そんなに邪悪ではなかった。


    「カヤ、お前、何の用だ？」


    　振り向く前から言ったけど、正解だった。


    「ごめんなさい」


    　抵抗も何もなく、カヤは頭を下げた。


    「ちゃんと言えてませんでしたから」


    「お前、そのためだけに、わざわざ来たのか？」


    「そういうところは適当にしてはいけないと思いますから。これからは心を入れ替えて、罪滅ぼしの意味もこめて、お二人の仲をつなぐ役目をしたいと思います」


    　おい、罪滅ぼしのために、何か余計なことをされるっぽいぞ……。


    「待て。お二人って、俺といったい誰だれだ……？」


    　カヤはきょとんとしていたが、すぐに、人の悪い笑えみを浮かべた。なんかイラッとした。


    「そうですね。わたしのそばにいるあの人を選ばないほうが面白いかもしれませんね。どうせ、あちらには味方がいるようですし」


    「おい、何の話だ……？」


    「それなら、同じ部署同士でくっついてもらうというのはどうですかね。そのほうが対外的にも極めて自然ですし」


    「何を企たくらんでるかわからんが、お前、また事件を起こす気だろ……。顔を見たらわかるぞ」


    「お姉ちゃん側がわと戦うことになるかもしれませんが、今度は平和的な方法です」


    　平和的って何をやる気だ？　麻雀マージヤンとか？　でも、女子で麻雀はないか。


    「あなたの上司は庁舎にいらっしゃいますか？」


    「課長補佐なら遅いけど、お前、何の用だよ」


    　過去の経緯を考えても、一番会わせてはいけない人だと思う。


    「謝罪ですよ、謝罪」


    　絶対、ほかの意図がありそうだけど、何かわからん。


    「では、お会いしてきますね。鶴つる見みさん、さような──」


    「タイム、タイム！」と呼び止めた。そういえば、ちょうどよいところにカヤが来てくれたと思った。


    「何ですか？　鶴見さんからも用が？」


    「これを、薬やく師し寺じに届けてやってくれ。忘れ物だって」


    　俺は青紫のつきたまをカヤに渡した。


    「はい？　このつきたまに何か特別な意味でも？」


    「意味はない。どっちかというと、無意味だ」


    「無意味なのに、届けるんですか？」


    「つきたまは無意味だけど、届けることは多分無意味じゃないから」


    　実のところ、俺もなんでそんなことを頼んだのか、よくわからなかった。


    　なんとなく、こうするのがいいような気がした。本当にそれだけだ。


    「わかりました」


    　カヤは青紫のを受け取ると、手でぎゅうぎゅう押した。


    「つぶすなよ」


    「大丈夫です。上司さんに会ってきます」


    　闇やみの中に駆けていくと、すっとカヤは消えていった。近いんだから、足を使って会いに行けよ。


    　そいじゃ、俺も帰るか。


    　近くに寄ってきたつきたまを踏まないように、俺は駅へと足を急がせる。


    
      了

    

  



  
    　あとがき


    



    　お久しぶりです、森もり田た季き節せつです！　シリーズ最終巻ということで、ぷにぷにした奇妙なものとの旅もいったん終了です。


    　これまでイラストを担当してくださったｏｓａ様、本当にありがとうございます！　また、この変な企画を最後まで支えてくれた編集の星野様にも大変お世話になりました。さらに、今回も「衝動的の人」さんの曲を作品内に使用させて頂きました。ありがとうございます。そして、読者の皆様、ここまでお付き合いいただき、誠にありがとうございました！


    　せっかくなので、書いた内容にちょっとだけ言及させてください。エピローグにあたるシーン、最初はもうちょっとわかりやすい締め方でした。ただ、事件の当事者たちも、つきたまもそのまま残り続けているわけだし、もっと何かに接続されていくような雰囲気が出たほうがいいかと思い、土ど壇たん場ばでけっこう変えました。今では変えてよかったなと思っております。


    　ちょうど、職場部分の情報提供者の方に久しぶりにお会いする段取りがつきました（切符とったの、これを書いてる一時間前です）。おかげさまで完走できましたと報告に行ってまいりたいと思います。風の[image: ]うわさでは、いるかんのモデルになった人が辞めたらしいですが、はたしてどうなっているのだろう……。


    　それでは、またどこかでお会いしましょう！


    
      森田季節　拝　

    

  



  
    森田季節


    Kisetsu Morita


    



    体格としてはぷにぷにどころか、がりがりです。
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